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　……なんだ、また来たのか？

　私もこれで忙しいのだから、急に来られても困るんだが……。

　いや。別にそうは言ってないさ。

　私もお二人にご報告したいことがあったからな。一緒に行こう。

　それにしても、あそこへ一緒に行くのも何度目だろうな？

　屋敷でも噂うわさになっているんだ。最近、私がよく誰かと二人で出かけていると。

　その……こ、恋人ができたと勘違いされたり……な。

　ばばば、ば、馬鹿を言うな!!　私にだってそんな気はないっ!!

　おっ、大人をからかうな!!

　……もちろんお嬢様に気取けどられるようなヘマはせん。安心してくれ。




　さあ着いたぞ。やはりここは風が気持ちいいな。


　私は先にこの辺りの掃除をしているから…………っと、もう聞いていないか。



　やれやれ。集中すると自分の世界に入り込んでしまうのは、お嬢様とそっくりだな。今日は何時間かかることやら。


　…………終わったか？



　うん。そのままでいい。私が後でちゃんと片づけておく。

　ところで何をお話ししたのだ？　いつもより長かったが。

　私？　私はいつも同じことをお願いしている。知っているだろう。

　ほう……？　今日は自分のことも相談した？

　珍しいな。

　けれど……うん。そうだな。わかる気がする。

　確かに普通では話しにくいことも、お二人になら話すことができるからな。

　誰にも聞かれたくない弱音を吐いたり、逆に、他人ひとに話したら笑われてしまうような途方もない夢を語ったり……。

　それで、どうだった？　お二人と話して答えは得られたか？

　なに？

　おかげで新しい戦法を思いついた？

　ふっ……さすがだな。

　なぜ笑っているのかだと？　だって聞いたことがないぞ。




　墓参りに来て、将棋の戦法を思いつくなど。
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　童話というものが嫌いだ。

　基本的に作り話というものが嫌いだ。生産性がない。読んだところで得られるものが少ないから時間の無駄だとしか思えない。

　けれど大人は、女の子は童話が好きだと思い込んでいるから、そういう絵本を次から次へと与えようとする。

　ケーキみたいな甘い物語を、やたらとキラキラしたイラストで飾り立てた、薄っぺらい本。

　お姫様が出てきて、王子様と恋をして、けれど悪い魔法使いに邪魔をされて、でもそれを乗り越えて結ばれる、お決まりのストーリー。

　女の子が好きそうなものが、これでもかと詰め込まれてる。

　お城とか、馬車とか、指輪とかガラスの靴とか毒リンゴとか、小人とか狼おおかみとか、結婚式とか……キスとか。

　私は、そういうものに全く興味が持てない。

　むしろ反発すら覚える。

　そもそも私は子供扱いされるのが嫌いだった。私はもう子供じゃない。

　けれどそんな私にも、一つだけ好きな話があった。

『人魚姫』

　知ってると思うけど、だいたいのあらすじはこうだ。

　人間の王子様に恋をした人魚の姫が、その恋を叶えるために、魔法使いの力を借りて人間になろうとする。

　けれど魔法使いは人魚姫を人間に変えるための代償を求める。

　魔法使いが求めた代償。

　それは『声』だった。

　人魚姫は人間にはなれたけれど、声を失ってしまったので、自分の想いを王子様に伝えることができない。

　そしてまあ、すったもんだあって。

　物語の結末は……原作ではバッドエンドを迎えるんだけど、アニメなんかだとハッピーエンドになったりしてる。

　私が最初に読んだ子供向けの絵本でもハッピーエンドに改変されていた。

　子供には重すぎる結末だと思ってるんだろう。何せ人魚姫は失恋した上に海の泡になってしまうという超鬱うつエンドなのだから。世界中の童話の中でも屈指の重さだろう。

　でも結末はどうでもいい。

　大切なのは、この物語が教えてくれることだ。そっちの方がよっぽど重い。

『何かを得るためには、何かを犠牲にしなければならない』

　これはとてもとてもリアルな教訓だと思う。

　人魚姫は声を失ったことで人間の身体を得た。

　人間にならなければ王子と結ばれることはできないので（不可能ではないかもしれないけどそんな男はロリコン以上に特殊な性癖といえそうだ）人間になる必要はあっただろう。

　しかし気持ちを伝える手段を失ってしまえば、目的を果たすことはできない。

　将棋でたとえてみれば、王手を防ぐために持ち駒を使ったけど、それによって攻める手段を失ってしまったような感じだろうか。結局、それでは勝てないのだ。

　なら人魚姫はどうすればよかったのだろう？

　それは私にはわからないし、考えたこともない。

　だって私は王子様に恋なんかしないから。

　私には将棋だけ。だからこれからするのも将棋の話だ。

　絵本みたいに甘くてキラキラしてない。暑苦しくて泥臭い、勝負の物語。白雪姫とシンデレラが素手すでで殺し合いをするような、血生臭い惨劇。

　そして見届けて欲しい。




　この物語の最後に────誰が何を得ようとし、誰が何を捨てるのかを。
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「……この辺りでいいだろ」

　生石充おいしみつる玉将が俯うつむいたままボソリとそう呟つぶやくと、

「同意」

　於鬼頭おきと曜よう帝位も短くそう返す。

　この瞬間──玉将戦第五局は二度目の持将棋（じしょうぎ）が成立した。

　午前二時。二日制の対局が三日目に突入するまで指し続けた二人は、さすがに疲労の色が濃い。


「「…………」」



　持将棋の成立を見届けた立会人も記録係も対局者が放つ空気に圧倒され、何も言えずにただ盤側ばんそくで二人のタイトル保持者ホルダーを見詰め続けている。

　瘦やせこけ、無精髭ぶしょうひげの生えた顔は、目だけがギラギラと輝いていた。

　互いの玉が敵陣の隅にまで突入した盤上は異様な数の『と金』が並び、手数は三百を遙はるかに超えている。

　持将棋特有の、善悪を超えた盤面。


「…………また持将棋か……」



　おそるおそる入室した関係者達が囁ささやき合う。

「しかも二局とも四百手近くまで指して決着が付かなかったわけだからな……一つの勝ち星を巡って千手近くも指すことになるんだぜ？　信じられるか？」

「いつまで続くんだよ、このタイトル戦は……」

「特に生石さんの気迫が凄すさまじい。《捌さばきの巨匠マエストロ》の裏の顔が最初から出てる。《粘りの巨匠》の顔が……」

「三連敗して一気に於鬼頭奪取で決まるかと思ったけど、そこからの粘りは確かにすごかったな。けど──」

「ああ、それよりも──」

　関係者達は声を揃そろえる。

　将棋界を震撼させたのは、別の事実だった。




「「あの生石充が……《捌きの巨匠》が……居飛車いびしゃを指し始めたんだから!!」」




　そう。

　三連敗を喫きっして後がなくなった生石がカド番となった第四局で繰り出した秘策は、まさかの居飛車だった。

　戦型は予想外の相居飛車あいいびしゃとなり、生石は序盤からずっと局面をリード。

　そしてその第四局で初勝利を挙げる。

「あれには俺達だけじゃなく於鬼頭さんも面食らっただろう……」

「あのコンピューターみたいな帝位が、序盤から押されっぱなしで二日目の午前中にあっさり土俵を割ったもんな……」

「そこからさらに第五局でも居飛車で持将棋、後日指し直しになったこの対局でも居飛車を採用したんだから……もう生石さんは振ふり飛車びしゃを捨てたのか？」

「まさか！　……ただ、振り飛車じゃあ於鬼頭さんには勝てないと思ったのかも……」

「於鬼頭さん、というよりもソフトの将棋に……だろ？」

「生石さんがソフトを研究に取り入れ始めたって情報は本当だったのか……？」

「認めざるを得んだろう……」

「序盤の組み立てに明らかにソフトの影響が見える……」


「九頭竜くずりゅう八一やいちは『矢倉やぐらは終わった』と言ったらしいが、生石充は『振り飛車は終わった』とでも思ってるのかねぇ……？」



「皮肉なことに生石さんは振り飛車を捨てたら他棋戦での勝率も上がってるし……本当に振り飛車は終わっちまうのかもな……」

「人間との研究会すら否定していた、あのプライドの塊みたいな人がなぁ……」

「プライドを捨ててでも守りたいんだろ。タイトルを……」

「けど生石さんが粘りまくってるせいで、於鬼頭さんも他の棋戦での勝率が落ちてるんだろ？　名人挑戦も逃したし……」

「他を捨ててでも玉将位を奪取しなきゃ収まんないってことなんじゃないか……？」

「意地……だな」

　本来ならば第七局最終局に使われるはずだった対局場は、第五局の指し直し局の指し直しのために使われることになった。

　異常事態である。

　スケジュールを調整するため棋戦主催紙の担当者と連盟職員が頭を抱えている横で、生石と於鬼頭は無言のまま感想戦すらせず、いつまでも盤の前に座り続けている────




　その死闘の裏側で、もう一つの勝負が歴史的な終局を迎えていた。




「参りました」

　和装の美女がそう言って頭を下げると、次の瞬間、東京とうきょうは千せん駄ヶ谷だがやにある将棋会館の特別対局室に記者が雪崩なだれ込んできた。

　そして一斉に下座に向かってシャッターを切る。

『マイナビ女子オープン』本戦トーナメント挑戦者決定戦。

　女流棋戦で最も格式あるその対局で勝利を収めたのは、下座に座っている、少女とすらまだ呼べないほど小さな女の子だった。

　わずか十歳。

　もうすぐ小学五年生になる童女は、背筋をピンと伸ばして少しだけ顎あごを上げ、供御飯くぐい万智まち山やま城しろ桜花おうかの投了を受け容いれる。

　衝撃的なその光景に、雪崩れ込んだ記者達は思わず息を飲んだ。

「永世位クイーンを獲得したばかりの女流トップに、小学生が勝つなんて……！」

　和服を纏まとって登場した以上、供御飯万智がタイトル保持者としてのプライドを懸け全身全霊で戦ったことは疑うべくもない。

　戦慄と共に人々は囁ささやき合う。

「あの子、四ヶ月前はアマチュアだったんだろ……!?」

「供御飯さんは山城桜花戦からほとんど日が無かったから、その疲れがあるんじゃないか？」

「だとしてもタイトル挑戦の最年少記録だろ!?　しかもマイナビは挑戦者になるだけで女流二段になれるから──」

「たった十歳で女流二段……本物のシンデレラストーリーだ！」

「史上最年少女流タイトル獲得記録を持つ空そら銀ぎん子こに、史上最年少女流棋士が挑戦する……とんでもないドラマだよ！　これは!!」

「《神戸こうべのシンデレラ》と《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》の戦いが実現するのか……」

「まるで御伽噺おとぎばなしの世界だな……現実とは思えない……」

　誰もが興奮してシャッターを切り続けた。

　やがて人垣を搔かき分けて観戦記者が盤側ばんそくに座ると、対局者へインタビューを始める。

　規程により女流二段へと一気に昇段した夜叉神やしゃじん天衣あいは、どのような気持ちで本局に臨んだかを尋ねられると、


「…………勝てない、とは……思っていませんでした」



　そう答えた。その声はさすがに擦かすれていた。

　しかし次第に声の調子を取り戻すと、小学生とは思えないほど大人びた返答で記者たちを再び驚かせる。

　彼女は誰から指示されたわけでもない。

　自身の意思で、自身の言葉を発していた。

　その証拠に、今回の引率は師匠ししょうである九頭竜八一竜王ではなく、将棋連盟の職員が行っていた。

　八一が公式戦のため上京できなかったからだが、天衣はそのことをむしろ喜んだ。近くに身内がいることで甘えが生じ、それが隙に繫つながることを、十歳にして知っていたから。

「供御飯さん！　山城桜花さん！　よろしいですか!?」

　話題性に釣られて取材に来ていたテレビ局の女性リポーターが、対局室に似つかわしくない甲高い声と芝居がかった口調で供御飯にインタビューを敢行する。

「率直にうかがいますが、盤の向こうに座る相手の姿を見て油断をしたということはありませんでしたか!?」

「……甘く見ぬよう、気合いを入れてきたつもりやったんどすけどなぁ」

「でも相手は十歳ですよ!?　普通、十歳の女の子に負けるなんて思います!?」

「夜叉神女流二段は既に女流棋士としてトップクラスの実力者。それは棋譜を見れば一目瞭然いちもくりょうぜん。実力どおりの結果どすよ」

「なるほど。じゃあ──」

　女性リポーターはどれだけ煽あおっても乗ってこない供御飯を見て、方針を変える。

「供御飯さんは空銀子女王と公式戦で対局されたこともあるようですが、ぶっちゃけ夜叉神さんとどっちが強いと感じましたか!?」

「はて」

　供御飯は持っていた扇子せんすで口元を隠すと、

「空女流二冠は奨励会三段。こなたら女流棋士では、その棋力の底すら測れぬほどに力の差がおざります。測れぬものについては語れぬ……そうどすやろ？」

　最後の言葉を放つ時、供御飯万智の目には形容しがたい光が宿っていた。

「ひ……」

《嬲なぶり殺ごろしの万智》という異名すら持つ女のその眼光に、リポーターはようやく自分が肉食獣の尾を踏みつけていたことを悟り、後ずさる。

　涼やかに敗北を受け流しているように見えるが、十歳の小学生に敗れて悔しくないわけがないのだ。

『ごちゃごちゃ抜かすな。殺すぞ』

　供御飯万智は眼光だけでそう語っていた。

「神戸三宮こうべさんのみや新聞です。夜叉神さんにお答えいただきたいのですが──」

　騒ぎ立てていた記者の誰もが黙り込む中で、天衣の地元の新聞社から派遣されて来た記者が最後に質問した。

「タイトル戦という大舞台で挑戦することとなった空女王は、夜叉神さんの師匠である九頭竜竜王の姉あね弟子でしに当たります。同じ清滝きよたき一門の系けい譜ふですが、戦いにくさは感じておられますか？」

「関係ありません。一門とか、意識したことがないので」

　即答だった。

「そもそもそんなことで戦いにくいのであれば、師匠を変えればいいだけでしょう？」

「「……ッ!!」」

『師匠を変える』という将棋界のタブーに近い発言に大人は動揺するが、発言した当人の口調は冷静で、その言葉が本気であることを示していた。

　そして《神戸のシンデレラ》は同じ口調のままこう続けたのだ。

「どんな方法を使ってでも、どんな犠牲を払ってでも、必ずタイトルを奪う。それだけです」
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　弟子が女王戦の挑戦者になる。

　そんな吉報の裏で、俺──九頭竜八一は信じられない連絡を受け取っていた。

「晶あきらさんッ！」

　神戸、灘なだ区。

　六甲山ろっこうさんの麓に建つ要塞のようなお屋敷に駆け込んだ俺は、玄関で待っていた黒いスーツの女性に呼びかける。

　女性──池田いけだ晶さんは申し訳なさそうに頭を下げると、

「……すまない九頭竜先生。対局で忙しい時に呼び出してしまって──」

「そんなことは構いませんよ！　むしろどうして今まで黙ってたんですか!?」


「…………本人の希望だ」



　晶さんは屋敷の奥へ……この家の主がいるであろう場所へと向かって歩き始める。

　その後を追いながら、俺は声を潜ひそめて尋ねた。

「それで……どうなんです？　ご容態ようだいは……」

「かなり悪い」

「ッ……!!」

　一気に血の気が引く。覚悟を固めて来たはずなのに、やはり動揺は抑えきれなかった。

「……そのこと、天衣には？」

「お伝えできるわけがなかろうッ!!」

　叫んでから、晶さんは『しまった！』という風に口元を手で抑えた。

　俺と晶さんは慌てて周囲を見回すが、幸いなことに天衣の姿は見えなかった。まだ東京から帰っていないようだ。

　晶さんは声を潜めて、

「……ただでさえお嬢様は幼くていらっしゃる。しかも今は大切なタイトル戦を控えておいでだ。世間からの注目も凄まじい。これ以上の重荷を背負わせるわけにはいかんのだ」

「すみません。その通りです」

　俺は……情けなかった。竜王だ天才だとおだてられても、こういう時、将棋は無力だ。盤の前に座れば得られる全能感なんか幻想だと、イヤというほど思い知らされる……。

「いいか？　決して動揺した姿を見せるなよ？」

「はい」

　主のいる部屋の前に立つと、晶さんは念を押した。俺も覚悟を決めて頷うなずく。

「九頭竜先生がお越しになりました」

　そして、晶さんが襖ふすまを開けると──

「く、九頭竜……先生……」

　……身体にたくさんのチューブを繫がれ、ベッドに横たわる、死にかけの老人の姿がそこにはあった。

　目は骸骨がいこつのように落ちくぼみ、顔は土気色で、かつてＳＭ小説家・鬼沢談おにざわだん先生の家で初めて出会った時のような殺気混じりの凄すごみなど感じるべくもない。

　これは……もう……。

「ごぶさたしています」

　俺は対局前のように感情を押し殺して一切の表情を消すと、その上に笑顔の仮面を作って、横たわる老人に挨拶あいさつをする。

　笑えている自信は、あまり無かった。


「こ……このような、すがた……で…………し、失礼……」



　ハァハァと荒い息を必死に整えようとしながら、天衣のお祖父じいさんは隣室を指さして、


「あ、晶…………あ、あ、あれ……を…………」



「はっ」

　晶さんは畳に膝を突き、隣室へ繫がる襖を開けた。

　そこに現れたのは──

「ッ……!?　あ、天衣!?」

　なぜここに天衣が!?　お祖父さんの容態を見てショックを受けるんじゃ!?

　動揺する俺に、しかし晶さんは冷静な口調で、

「落ち着け先生。人形だ」


「あ、ああ……人形ですか。…………人形？」



　驚くほどに精巧な人形だった。肌の質感なんかヤバい。本物そっくり、ぷにぷにだ。何で出来てるの？　シリコン？

　ほっぺを指でつついて感触を確認していると、晶さんが言った。

「先生。見て欲しいのは中身ではなくドレスの方なのだ」

「ドレス……ですか？　この純白の？」

　いつも喪服もふくのような黒いドレスを纏まとっている天衣が白いドレスを着ている姿は、人形であっても不思議な感じがした……けど、パッと見ただけでもわかる。

　極上の素材を使い、一流の職人が仕立てた、本当に美しいドレスだった。

　お祖父さんは布団から半身を起こし、震えながら説明する。


「ほ、本来なら、もっと大きなものを……孫娘が大きくなったときに着られるものを作らせたかったのですが…………ゲホッ！　ゲホッ!!　……ど、どうやら……その日まで、わ、私が、生きていられそうに……ない……」



　そこまで言ってお祖父さんは再び激しく咳せき込み始めた。

「医者だッ！　医者を早くここへ!!」

　晶さんが必死の形相で叫ぶと、隣室から大きな鞄かばんを抱えた白衣の男性とナース服の若い女性が入ってきて、お祖父さんの脈を取ったり布団に横たわらせたりしている。

　その様子を、俺は何もできずただ見ていたんだが──


「み…………」



「み？」

　お祖父さんが俺に向かって何かを必死に伝えようとしているので耳を寄せて聞き返すと、


「みた……い…………」



「何をです!?　何が見たいんですか!?　天衣がタイトルを獲った姿を見たいんだったら、俺が必ず──」


「あ、あのドレスを着た…………天衣と…………九頭竜先生が、しゅ……しゅうげん、を……あげる、のを…………」



「しゅうげん？」

　そんなタイトルあったっけ？

「祝言しゅうげんだ先生。結婚式のことだ」

　結婚式？　俺と……天衣の!?

　お祖父さんは虚空こくうを見上げながら息も絶え絶えに呻うめく。


「あ、天衣……よかったのぅ……よかったのぅ…………く、九頭竜先生に……もらっていただけるので、あれば…………もう……なんの心配も……ない…………」



「意識が混濁しています」

　お医者さんが緊迫した口調でそう言うと、晶さんは唇を嚙かんで俺を急せかした。

「九頭竜先生!!　時間が無いんだッ!!」

「わ、わかりました！　どうすれば!?」

「隣室に白い婚礼用の衣装が用意してある！　それを着てくれればいい!!」

「はいッ!!」

　俺は慌てて自分の上着を脱ぐと、隣室で白いスーツに着替え、天衣の人形の隣に並ぶ。

　ありがたいことにスーツのサイズは俺にピッタリだった。偶然とはいえ神に感謝だ。

「おお……！　おおおっ……!!」

　お祖父さんの目に微かすかな生気と、そして大粒の涙が溢あふれる。

　よかった……これでもしかしたら元気になってくれるかもしれないし、そうでなくても思い残すことなく見送ってあげることができる……！

「ではこれより神聖なる結婚式を執り行います」

　お医者さんが機転を利かせてそんな演技をする。

　なんという冷静で的確な判断力なんだ!!　確かに白衣を着ていると神父っぽく見えるからな！　自らのコスチュームを黒いペンキに浸して牧師に変装し強盗の隙を突いたキン肉マンソルジャーも真っ青だぜ!!

「九頭竜八一。あなたはここにいる夜叉神天衣を妻とし、生涯にわたって愛し続けることを誓いますか？」

「ち、誓います！」

「ではこの誓約書にサインを」

　今度はナースが、抱えていたカルテを誓約書に見立ててペンと一緒に差し出してくる。

　俺は特に疑問を抱くこともなく「ここに」と指示された場所にサインを入れた。

　晶さんが俺に尋ねる。

「先生。実印は持って来たか？」

「ああ……すみません。持って来いってメールに書いてあったのは読んだんですけど、連盟から直接来たから家に置いて来ちゃって」

「チッ！　まあいい。なら落款らっかんだ。そっちは持ってるだろ？」

「あ、はい」

　棋士はいついかなる時にサインを求められるかわからないため、落款を携帯している。俺はセカンドバッグからそれを取り出してたっぷり朱肉を付けると、誓約書に近づけて──

　って、あれ？

　勢いで乗せられちゃったけど……何だか色々とおかしくないか？

　俺は改めてその誓約書？　というかカルテ？　をちゃんと見る。












誓　　約　　書








　私、九頭竜八一は、夜叉神天衣さんが満十八歳の誕生日を迎えたその日に、天衣さんと婚姻することをここに誓約いたします。それまでは天衣さんのことを婚約者として誰よりも大切に遇し、決して浮気をしたり他の小学生に目移りしたりしません。この誓いを破った場合、命をもって償います。埋められても沈められても一切文句は言いません。
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　何だこの文章？

　お芝居にしては妙に具体的な……。

「ほら先生。早く落款を」

「ちょ、ちょっと待ってください晶さん！　これって本当にお芝居なんですよね？　結婚式ゴッコなわけですよね？　だったら本当にハンコを押す必要はないんじゃ？　朱肉しゅにくを付けずに、押すフリをするだけでもいいわけで……」

「そうだ結婚式ゴッコだ。だから別に押印おういんしたっていいわけだろう？　ん？」

　晶さんは俺の右腕を両手で摑つかむと、そう言って紙に近づけようとする。

　妙に強い力で。

「そ、それはそうですけど……でもやっぱり何かおかしいですよ。いくらお芝居とはいえこの誓約書にハンコを押すことはできませ──」


「さっさと押させんか晶ァァァァァァァァァァァッ!!」




　ガバアッ!!　ブチブチブチブチィッッッ!!



　お祖父さんはベッドから跳ね起きると繫がっていたチューブを全て引っこ抜いた。

「ええええええええええええええええええええええええええええええええッッッ!?」

　爺さん超元気じゃねーか!!

「ちょっ!?　ええ!?　し、死にかけだったんじゃないんですか!?」

「晶！　何を悠長なことをしておる！　力ちから尽ずくでやれ力尽くで!!」

「合点承知がってんしょうちッ!!」

　お祖父さんは晶さんに指示を飛ばしながらベッドの高さとスプリングを活かし、こちらに背中を向けてムーンサルトプレスを仕掛けてくる！

　不死鳥のように両手を広げ天高く舞い上がる老人。そして──

「ぐえッ……!!」

　勢いよく降ってきたお祖父さんに圧迫され俺はその場に倒れた。

　そこに白衣を脱ぎ捨てたドクターとナースが加わって、もうメチャクチャだ。

「うお!?　お医者さんとナースまで!?　っていうかあんたら全員グルだったんだな!?」

　四人がかりで誓約書に押印させようとしてくる！

　全力で抵抗するものの多勢に無勢。

　畳に組み伏せられ、自分の意思に反して誓約書に朱肉のたっぷり付いた落款をグリグリと押しつけられる。

「ああっ！　くそー、ついに押してしまった……」

「「よしっ!!」」

「っと見せかけて……でええええええええええええええええええいッ!!」

「「ああ──ッ!?」」

　相手が目的を達成したと思って力を抜いたその隙を突き、俺は誓約書をビリビリに破いたのだ！　こうなってしまえばもう無効。詰めろ逃れの詰めろである。

　そしてお祖父さんと晶さんに向かって叫ぶ。

「担かついだんですね!?」

「カッカッカ！　まだまだ若い者に負けはしませぬよ」

「メイクは私が担当したんだぞ！　上手だろう？」

　シャキーン！　とメイク道具を指に挟んでウル●ァリンみたいにポーズ決めてやがる晶さんは無視して、さっきとは別人のように力強く笑うお祖父さんに俺は言う。

「どうしてこんな馬鹿なマネをしたんですか!?」

「それはいずれ私が死ぬからですよ。孫娘だけを残して」

「っ……」

　笑顔のまま投げかけられた言葉の重さに、俺は何も言えなくなる。

「今はまだ大丈夫ですが、一年後はわかりませぬ。この歳です。明日ポックリ逝いっても不思議ではない。そうなったら天衣はどうなります？　不憫ふびんではありませんか？　天涯孤独てんがいこどくなあの子を先生の籍に入れてやってはもらえませぬか？」

「そんなことしなくても天衣のことは責任を持って面倒を見ますよ。師匠なんですから」

「……師匠ですかぁ？」

「……ハァ……」

　お祖父さんも晶さんも、あからさまに不満そうな表情だ。医者とナース役の人まで……。

「……あのですねぇ」

　俺は大きく息を吸い込むと、

「将棋界において、特に清滝一門うちにとって師弟の絆は本物の親兄弟以上のものなんです！　そりゃお祖父さんのご心配は理解できますけど、少なくとも天衣が女流棋士としてちゃんと一人で生きていけるよう育てますし、一人前になってからも俺が死ぬまで後見役として支えます。俺が死んだ後だって一番弟子の雛鶴ひなつるあいが本物の姉妹以上に支えてくれるはずです。これでもまだ不安ですか!?」

　そこまで一気にまくしたててから、俺は「それに」とつけ加える。

「そもそも天衣が承知しませんよ。俺と結婚するなんて」

「そうですかな？　それこそ本人に聞いてみねばわからぬでしょう？」

「はぁ？　何をバカな……」

　もしかして天衣は家じゃあ師匠おれのことを持ち上げたりしてるんだろうか？　俺の前ではあんなにクズだバカだ嫌いだと言ってるのに？『あんたなんて大嫌い！　このクズ！　バカ師匠！　嫌い嫌い嫌い……好き！　結婚したい!!』とか？　どこの拗こじらせたヤンデレだよ……。

「まあいいです。本人に聞いてもらえば済むことですから」

　お祖父さんが元気とわかれば遠慮する必要もない。

　白いスーツを脱ぎながら俺は悪態を吐ついた。

「ったく！　対局が終わってすぐ『天衣のお祖父さんが危篤きとく』って連絡を受けて大阪おおさかから駆けつけてみれば、何の茶番だよ……」

「そういえば今日の勝利をお祝いしていなかったな」

　晶さんが思い出したように言う。

「九頭竜先生、帝位リーグ白組で四連勝おめでとう！　複数冠を期待しているぞ!!」

「なら静かに見守っててください！　天衣のタイトル戦についてはもちろん最大限のサポートをするつもりですけど、俺だって自分の対局が忙しくて大変なんです！」

　ただでさえ次に当たる相手のことを考えると気が重いのに……。

　俺は一通りグチった後、晶さんに尋ねる。

「で？　天衣は今どこで何を？」

「ご両親にタイトル挑戦のご報告をしておられる」

　それを聞いて理解した。

　天衣が今、どこにいるのかを。
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　その黒い石は、海を見下ろす斜面に建てられた墓所ぼしょの奥に安置されている。

　許された者しか立ち入ることのできない聖域で、私──夜叉神天衣は一人、海風を背に受けて立っていた。

「お父さま……そしてお母さま。遂にタイトル戦です」

　私は黒い石に向かって語り掛ける。

　それは父と母の墓標だった。

　この黒い石の下に、私の両親は眠っているはずだ。

　はずだ……というのは、実際にこの目で二人の遺い骨こつがこの石の下に納められるところを見たわけではないから。

　私はまだ小さくて、葬儀の意味も……両親の死の意味すらも理解できていなかった。

　ただもう二度と三人で盤を囲むことはできない。

　そのことを理解したとき、私は初めて両親の死と対面した。悲しかった。

　そして一人で盤に向かい……父の指した将棋を並べる日々が始まったのだ。棋譜の中で生きている父の声を聞きたくて……。

「お父さまの駒、使わせていただいてます」

　本因坊秀埋ほんいんぼうしゅうまいの工房で、師匠やいちは私が女流棋士になったお祝いとして、一組の駒をくれた。

　それは亡くなったお父さまの手書きの棋譜から抽出した字を使った駒。

　奨励会員の鏡洲かがみず飛馬ひうま三段が、生前のお父さまの手書きのものを集めてきてくれたからできた駒だった。

　完成したその駒を、私は研究用に使っている。

「お父さまの字、とても見やすくて……どれだけ将棋を指していても疲れません。お父さまが私の将棋を見てくださっているみたいで、頭の中にたくさん手が浮かんでくるんです！『お父さまならきっとこう指すだろうな』っていう手が！」

　それから私は、先日の将棋について必死に喋しゃべった。

　マイナビの挑決。

　そこで指した自分の将棋を、お父さまに知って欲しかったから。

「供御飯万智はこれまでで最悪の相手でした。月つき夜見よみ坂ざか燎りょうに使った角かく頭とう歩ふは《嬲り殺しの万智》には通じない……お父さまならおわかりですよね？　私の角頭歩の弱点が。残念だけどまだその弱点を克服する手を発見できなくて……同様に一手損いってぞん角かく換がわりも厳しい状況が続いてます。でも！　お父さまから教えていただいたノーマル角換わりの定跡じょうせき形でも十分に戦えるはずです！　お父さまの駒を使って思いついた新しん手てがいっぱいあるから──」

　夢中で喋しゃべり続け、気がつけば一時間近くが経過していた。

　いけないいけない。ここに来るといつもこうだ。

「お母さま。お父さまとばかりお話ししてしまって、ごめんなさい。どうしても将棋の話になってしまうと、長くなっちゃって……」

　心の中で私はお母さまに頭を下げた。

　優しくて穏やかで綺麗きれいで……けどちょっとだけ夢見がちな、永遠の少女のような人。

「お母さまはいつも、私に絵本を読ませようとしていましたね。私とお父さまが将棋を始めると、お母さまが少し機嫌が悪くなるの、私、気づいていたんですよ？」

　お父さまとお母さまは、東京の大学の将棋部で出会った。

　けれどお母さまは正直、そんなに将棋は強くなかったし、そこまで将棋が好きじゃなかったんだと思う。

　生きているうちに聞くことはできなかったけど……お母さまはきっと、お父さまと仲良くなりたくて将棋を覚えたのではないだろうか。

　だからお母さまは娘が生まれると、世間一般の女の子が好みそうなもので周りを取り囲んだ。

　絵本や、綺麗な洋服。おままごと用のおもちゃ。

　お母さまは私を童話の世界のお姫さまにしたかったのだと思う。

　けど、私が好きになったのは将棋の方だった。

　そしてお父さまとお母さまの間で板挟みになった私に解決のためのアイデアを与えてくれたのも、将棋だった。

　十年前……私が生まれたその年に新設された、とある女流タイトル戦。

　初めてそのタイトルを獲得した女流棋士は何千万円もする宝石やドレスに身を包んで盛大な就位式を執り行い、その姿は童話の世界から飛び出してきたかのようだった。

　タイトルの名は────『女王』。

　将棋雑誌を見てそれを知った私は、両親にこう宣言したのだ。

『じゃあ天衣は、将棋の女王さまになります！』

　お父さまは大喜び。お母さまは複雑そうな表情をしていたけど、最後は家族みんなで笑い合った。その日から女王のタイトルは私たち三人の夢になった。

　皮肉なものだ。

　そんな私が今や──

「ご存知ですか？　私は今《神戸のシンデレラ》って呼ばれてるんですよ？　笑ってしまいますよね。私がシンデレラなんて……お母さまは嬉うれしいですか？」

　黒い石に向かって問いかける。

　お母さまは……笑ってくれたような気がした。あの時と同じように。

「けど私は今も、絵本に出て来るような世界に興味が持てないんです。お姫さまと王子さまが出会って恋に落ちるような……そんな世界には」

　そもそも私は、人を好きになるという気持ちがわからない。

　自分の他は全て敵。

　それが勝負の世界で、私はそんな勝負の世界の潔癖けっぺきな部分を好いている。

　だから恋というものを知らない。

　知る必要すらないと思ってしまう。

「小学生だからじゃないです。きっとこの先、中学生になっても高校生になっても……恋をすることはないんだと思います。ごめんなさい……」

　夜叉神の血を残すために、いずれ結婚はするんだろう。

　それは義務ぎむだ。

　目の前の一局に勝つため全力を尽くすように、私はその義務を果たすだろう。いつか誰かを夫とし、そして子供を産み育てる。

　でもそれがどんな家庭になっているのかは全く想像できなくて。


「…………将棋でも教えたら、私も幸せな家庭を作れるのかしら……？」



　どうだろう？

　将棋の世界が幸せな世界なのかと問われれば、そうじゃないと答えるように思う。

　面白いか面白くないかと問われれば、ノータイムで面白いと答えるけれど。

「さあ、そろそろ行かないと」

　ここは居心地がいい。

　気を抜くと、知らないうちに夜になってしまうほどに。

　そんなことが実際に何度もあった。屋敷を抜け出した私が一人でここに来て、晶たちが慌てて探しに来るということが……。

　けど今の私にその時間は無い。

「ごめんなさい。しばらく来られなくなるから、寂しい思いをさせてしまうかもしれないけど許してください」

　立ち上がって、私は深く頭を下げる。

　一つの決意があった。

　この女王戦が終わるまで、ここにはもう来ない。それほどに固い決意でなければ絶対に成し遂げることができない勝負に挑むのだから。

　その決意を伝えるために今日ここへ来たのだから。

「次に来る時には必ず……必ず、女王のタイトルをお供えします。私たち三人の夢を」

　私はそう言って、斜面を下りていく。

　振り向くことはしない。

　坂を上る時は背中を押してくれた風が今は、強い向かい風になっていた。
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　さて、天衣が女王挑戦を決めた翌日。

　俺はある人物と待ち合わせをしていた。

「あ……どうも。お久しぶりです……」


「…………」



　カウンター席に座っていた俺の背後に音も無く現れたその人物は、何も言わずに立ったまま灰色の瞳でこっちを見下ろす。

　空銀子女王。

　天衣がこれから戦う相手だ。

「向こうのテーブル席に移ります？」

「ここでいい」

　姉弟子は俺の目を見ず、さっさと隣のカウンター席に腰を下ろした。

　私服姿である。

　三月一日をもって中学を卒業した姉弟子は公式戦以外でセーラー服を着なくなった（なお将棋界的には三月三十一日まで中学生として扱われる）。

　最近は以前に増して注目されるようになったことから変装用にキャップを被かぶることも多い。

　あとは……たまに、ごくごくたまに……コスプレとかしてくれたこともある。あれについては反省している……。

　俺と姉弟子は生石充玉将と三人で研究会を開いていたんだが、玉将戦が佳境かきょうになるにつれてスケジュールの問題とか色んな事情が重なり、現在は自然と休止中。

　そんなわけでここ最近は姉弟子と顔を合わせる機会も減っていた。

　俺たちは将棋で繫がった姉弟。

　その関係は間違いなく将棋界のどの姉弟きょうだい弟子でしよりも固くて濃い。

　けれどそれは裏を返すと、将棋が無ければお互いの関係すら曖昧あいまいという意味でもあって。

　──こうして呼び出すにも何か理由が必要だもんな……。

　その理由は一本の電話だった。

　天衣が女王挑戦を決めた日は俺も対局をしてたんだが、それが終わるのを見計らったかのように関西将棋会館の事務局に二本の電話が入ったのだ。一本は晶さん。

　そしてもう一本は桂香けいかさんからだった。

　職員の峰みねさんから弟子のタイトル挑戦を教えてもらった俺は、桂香さんも当然その件で連絡してくれたもんだと思ってウッキウキで出たんだが……。

『あ、もしもし桂香さん!?　聞いてよ！　天衣がさっき女王戦の挑戦者になったって！　もう知ってたかな!?　どうやってお祝いするか相談──』

『八一くん。今すぐ銀子ちゃんに会いなさい』

『えっ？　何で？　タイトル戦が終わってからでよくない？　俺の弟子が挑戦する相手だし、向こうだって気まずいんじゃ──』

『いいから。いいからとにかく一刻も早く銀子ちゃんに会って。そして何かプレゼントを渡しなさい。他の子には渡してないような、特別なプレゼントを』

『プレゼント？？？』

　全く理解できなかったけど、こと姉弟子に関しては桂香さんのアドバイスを聞いておいて損はないと経験上理解しているので素直に従うことにした。

　──ちょうど渡したいものもあったしな……。

　ポケットの中にあるそれの感触を確かめる。

　桂香さんは『よく聞いて。もう一つ大事なことがあるわ』と更にアドバイスをしてくれたんだが……それはまた後で語るとして。

　そんなわけで俺はここ、関西将棋会館一階のレストラン『トゥエルブ』に姉弟子を呼び出したのだった。

「……」

　無口なマスターが姉弟子の前にメニューを置く。注文しろという合図だ。

　俺も姉弟子もメニューは開かず、すぐに注文する。

「俺は珍豚美人チントンシャンのＡセットを。姉弟子は？」

「ダイナマイト。Ｃセットで」

　十一年前に二人一緒にこの店に通い始めてからメニューは全部頭の中に入ってる。姉弟子はその頃から常にダイナマイトのＣセットだ。歪ゆがみねぇな……。

　昼のピークタイムも過ぎていたからマスターは手早く料理を提供してくれた。

　無言で手を合わせて、食事を始める。


「…………」




「…………」



　暫しばらくは黙々と料理を口に運ぶことに専念した。話すタイミングが摑めない……。

　結局そのまま食事を終え、俺が口を開いたのはマスターが食器を下げて厨房ちゅうぼうに引っ込んだタイミングだった。

「姉弟子。あの……」

「なに？」


「えっと…………その……」



「何なの？　さっさと言って」

「こ……これッ!!」

　俺はポケットの中に入れていた『プレゼント』をカウンターの上に置く。

　それは────俺の部屋の鍵。だった。

　竜王防衛戦の最中に姉弟子の逆鱗げきりんに触れて叩たたき返され……そして今の今まで渡せていなかった、合い鍵。


「生石さんとの研究会も中断になっちゃって、ゴキゲンの湯に行くのも難しくなっちゃったじゃないですか？　師匠の家は『清滝道場』で人がいっぱいだし、そうなると前みたいに俺の部屋で研究会をするのが便利……なのでは、ない……かな？　と…………」



　言いながら、俺の言葉はどんどん尻すぼみになっていく。

　姉弟子の表情が全く読めない……から……。


「あ、あの…………だから、その………………また姉弟子に、この鍵を持っててほしい……と思って…………」



　カウンターに鍵を置いたまま、俺はそう申し出る。懇願するように。

　姉弟子は──

「いらない」


「っ……！」



　堅い声で、俺の申し出を拒否した。

　胸に鋭い痛みが走る。もう俺と研究会をしたくないと……俺との繫がりなど切ってしまってもいいと言われたと感じたから。

　──そりゃそうだよな……タイトルを争う相手の師匠なんだし……。

　だけどそうじゃなかった。

　姉弟子は鍵ではなく俺の手を摑むと、こう言ったのだ。

「それはもういらないから、ちょっと来なさい」

「は？」




　姉弟子に連れられて行った先は──

「ここ……ですか？　何これ？　マンション？」

　関西将棋会館から十五分ほど歩いた場所にある、川沿いの新しいマンションだった。

「姉弟子？　ここに何の用があるんです？　誰か知り合いが住んでるとか？」

　混乱する俺を置いて建物の中に足を踏み入れると、姉弟子はポケットから鍵を取り出してエントランスのオートロックを開ける。

「早く来なさい。置いて行くわよ？」

「わわっ！」

　自動ドアが閉まる寸前で建物の中に滑り込んだ。そのままエレベーターに乗って八階へ。

　どんどん先を歩く姉弟子におっかなびっくりついて行くと──

『８０１号室』

　その部屋の前で足を止めた姉弟子は、鍵を使ってドアを開けた。

「入って。早く」

「は、はあ……」

　姉弟子に急せかされて中に入る。

　簡素なデザインのワンルームだった。

　部屋の中にはほぼ何も無い。無線ＬＡＮのルーターと充電中のタブレットが床にポツンと置いてある。あとはボロボロの本が一冊。

「ここ……どうしたんです？」

「買ったの。研究用に」

「姉弟子が？」

「対局料が貯たまってたから」

　こいつ十五歳でマンション買いやがった……。


　しかもこんないい場所に、将棋の研究のためだけに…………ん？　研究？



「研究用……ってことは姉弟子、高校に行かないんですか？」

　ガランとした部屋を見回しながら尋ねる。

《浪速の白雪姫》が高校に進学するかどうかは日本全国の関心事となっており、弟弟子おとうとでしの俺ですら進路がどうなったか知らされていない。

「八一。これ」

「ッ!?」

　俺の質問には答えず姉弟子は何かを投げてきた。慌てて受け取る。

「スペアを一つ預けておくから、私がいない時に来て掃除しておきなさい」

　ええー……。

「返事は？」

「へい」

　俺の部屋の鍵を受け取らなかったのは、この部屋があるからだったのか……『銀将』の駒ストラップが付いた鍵を見ていると、驚きと同時に嬉しさがこみ上げてきた。

　姉弟子が俺のことを特別だと思ってくれてる証拠だから。たとえ家政夫代わりだとしても。

「しっかし……本当に何も無いですね？」

「買ったばっかだし。それに将棋の勉強に集中したいから余計な物も置きたくないしね」

「とはいえ椅子とテーブルくらいはあった方がいいんじゃないですか？」


「…………」



　姉弟子はそれには答えず、被っていたキャップを取って床に放り投げると、

「じゃあ椅子になりなさい」

「は？」

「いいからここに座れ」

「イッタぁッ!?」

　姉弟子のローキックが炸裂さくれつ!!

　膝から下を鎌で刈り取られたかのように床に崩れ落ちた俺の上に、そのまま姉弟子の小さなお尻が降ってきた。

　こっちをクッションにするような感じでもたれかかってくる。

　椅子になれってのはこういう意味か。

「……何かゴツゴツしてる。もっと柔らかくなれ」

「柔らかくなれって……人体にそんな機能ありませんよ……」

　弟弟子をスライムか何かと勘違いしてるんじゃないのか？

　俺をクッションみたいに尻に敷いて三角座りをした姉弟子は、ぴったり閉じた太腿ふとももの上にタブレットを置いて将棋ソフトを立ち上げながら研究を開始する。

「これなら一つのタブレットで研究会できるでしょ？　ほら、この局面はどう指すの？」

「うーん……俺ならこう──」

　タブレットに手を伸ばそうとして、固まる。

　タブレットは姉弟子の太腿の上に置かれているわけで、そこに手を伸ばそうとすれば、その……こう、な？
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　姉弟子を後ろから包み込むような感じで……な？

「胸を触ったら殺すから」

「無いものには触れない……」

「あ？」

「触りません。絶対に触りません」

　平たい胸族のくせに、偉そうに……。

　しかし俺は姉弟子には逆らえないのだ。密着した姉弟子の髪や肌からは腰が抜けるほどいい香りがして、それがどういうわけか俺の反抗心を溶かしてしまう。

　小さい頃、一緒に寝たりお風呂に入ったときは何ともなかったのに……今はぜんぜん別の生き物になっちゃったみたいだ。

　姉弟子の表情はこっちから見えないけど、声から察するに特に何も感じてないっぽい。俺だけドキドキしてたら変に思われるから、平静を装って研究を開始する。

「えっと……ここはこう指すのが最近の流行ですね」

「こういう手は成立してない？」

「確かにそれも感触のいい手ですね。なら、こう進めたら──」

　ふむ……。

　この体勢、なかなかいいな……。

　同じ側から検討できるっていうのは、将棋盤を挟んでやる研究とは違った見方ができる。意識を共有しやすいっていうか。

　これは新しい発見である。今度ＪＳ研でも試してみよう……と心の中で思っていると姉弟子が後頭部を使って俺の顎あごを攻撃してきた。痛いッ！

「何するんですか!?」

「いま幼女のことを考えていただろう」


　す、鋭い……ッ！



　それから俺は幼女のことを考えないよう努力したが、意外にもそれはそんなに難しいことじゃなかった。将棋のことに気を取られていたから。将棋……と、年下の姉のことに。

　研究がひと段落すると、姉弟子は「う～ん！」と手足を伸ばしてから、こう言った。

「おなかすいた」

「そうですか」

「おなかすいた！」

　足をバタバタさせる姉弟子。子供か。

　さっき食べたばっかな気がしたけど、時計を見ると数時間が経過していた。

　おかしい……何も無い部屋で姉弟子の椅子になってただけなのに、どうしてこんなに時間が早く過ぎるのか。将棋は本当に時間泥棒だ。

「って言われても食器も何も無いから自炊じすいは無理だしなぁ。外に食べに行きます？」

「出前を取ればいいでしょ」

「なるほど。ピザとか？」

「イヤ。お寿司すしたべたい」

「へいへい」

　わがまま白雪姫の仰おおせの通りに寿司を注文。ＪＳ研で出前を取るのは慣れてるからスマホに登録してあるいつものお店にお願いした。

　寿司が届くと、俺が玄関で受け取り（支払いも当然俺だった）姉弟子の元へ。

「研究の続きをしながら食べるわよ。時間がもったいないから」

　また椅子になれという意味である。従わざるを得ない。

「じゃあ適当に摘つまみながらやりますか」

「指が汚れる」

「箸はしを使えばいいじゃないですか」

「食べさせなさい」

　仕方ないね、指が汚れるから仕方ないね、タッチパネルがべとべとしちゃうもんね……と自分を納得させつつ、姉弟子の好きなネタを順番に口に運んでいく。

「ちょっと八一。ちゃんと口の中に入れて」

「二人羽織ににんばおりみたいで難しいんですよ……」

「精進しょうじんしなさい。次はもっとスムーズにやるように」

　次？　またやらせるつもりなの？

　っていうか姉弟子との研究会は今後このスタイルなの？

「八一も食べていいよ？」

「……ありがとうございます」

　涙が出るほど嬉しい。自分で払って買った寿司が食べられるなんて天国のようだよ！

　そうして二人で将棋の研究をしながら寿司を食べた。

　寿司とかピザとかは適当に摘めるという利点があるものの、食べながらついつい将棋に集中しちゃって手に持ったまま長時間が経過したり食べ方が汚くなっちゃったりすることがある。

　研究が一区切り付く頃には、俺の手も口元もベタベタになってた。

「ふぅ……ひとまずこれを結論ってことにしますか。この先は次回の課題にしましょう」

「八一、ほっぺにお米がついてる」

「え？　どこどこ？」

「……アホっぽい顔」

　姉弟子は身体をくるっと反転させて俺と向き合うと、ほっぺについた米粒を指で取って、それを食べた。

「ッ……!!」


　ぎゅぅぅぅっっ!!　と胸を締めつけられる、表現できないような感覚に襲われた。



　昔は普通にやってたことだけど……猛烈に恥ずかしい。ムズムズする……。

「も、もうこんな時間ですか！　あんまり遅くなるとアレですし、そろそろ帰りません？」


「……………………」



　姉弟子はちょっと口をもごもごさせてから、か細い声でこう言った。


「今日は特に予定もないから……もっと続けてもいいよ？　…………別のことでも……」



　別のこと？

　そ、それって……!!

「振り飛車の研究もするつもりですか？　貪欲どんよくですね」

「頓とん死ししろよクズ」

「なぜに罵倒ばとう!?」

　どういうわけかプンプンとほっぺを膨らませる姉弟子。

　他に何を研究するというんだろう？　相振り飛車かな？

　俺から離れて拗すねたように床に三角座りをすると、目を合わせないまま、

「……で？　次はいつ研究会するの？」

　足の指をくにくにさせて、それを手で触りながら、姉弟子は聞いてくる。

「八一、生石先生との研究会も中断しちゃって相手がいなくて困ってるでしょ？　仕方ないから付き合ってあげてもいい。私は四月末から三段リーグが始まるからすっっっごく忙しいけど」

「三段リーグか……そうですね。そんな時期か……」

　その言葉を聞いて俺は、頭に冷水をぶっかけられたような気がした。

　半年かけて行われる奨励会三段だけのリーグ戦。その上位二名だけが四段……プロ棋士になることができる。

　昇級ラインは平均で十三勝五敗くらい。つまり六敗したら半年間を棒に振ることになる。

　その結果、どういう将棋を指すことになるか？

　美しい棋譜きふなど一つも残らない。負けないことだけに主眼を置き、そして競争相手に苦手意識を植え付けるため相手の心と技術の弱点を容赦ようしゃなく突く。

　そんな将棋は勝っても心に傷を負うし、負ければそれこそ心が死ぬ。

　極めつけは年齢制限だ。そのプレッシャーから自殺者すら出たという。

　俺はそこまで苦労してないけど、それでも三段リーグのことを思い出すのは憂鬱ゆううつだ。

　プロ棋士の誰もが『二度と戻りたくない』と口を揃える、この世の地獄じごく。

　その地獄に、遂に姉弟子も足を踏み入れる。

　十五歳の女の子が、あの地獄に。

　嬉しくて浮かれてたけど……冷静に考えれば俺と悠長に研究会なんかしてる場合じゃない。

「私はすっごく忙しいけど、八一がどうしてもって言うなら予定を入れてあげる余裕がちょっとだけなくもない。難しいけど、弟弟子がどうしてもしたいって言うなら──」

「その件ですけど、暫く会うのはやめましょう」

「……？」

　口を開けたままポカンとする姉弟子。

　俺のことを気遣ってくれる姉弟子にこんな返事をするのは心苦しいけど……ここで甘えちゃダメだ。

　──姉弟子には自分のことに集中して欲しい。自分のことだけに……。

　そのために俺は敢あえてこういう言い方をした。

「えっと……少なくとも女王戦が終わるまでは研究会とかで会うのは控えた方がいいと思うんです。俺達が対局するわけじゃないとはいえ、やっぱり俺の弟子と番勝負ばんしょうぶをする人の部屋に通うっていうのは、誤解を生みかねませんから」


「………………ま、当然じゃない？」



「ですよね。俺は師匠として天衣の初タイトル戦をバックアップしてやらなきゃいけないわけですし、その対局相手である姉弟子と研究会を同時にやってるっていうのはさすがに味が悪いですよね」

「それはそうよ。そんなの当たり前じゃない。わざわざ言わなくてもわかってるし。バッカじゃないの？　何で言うの？　死ねば？」

「す、すんません……」

　理不尽りふじんなほど怒られたが、確かに姉弟子ほどの人に対して失礼だった。俺だってこんな基本的なところでアレコレ言われたらいい気はしない。

　けど今はこうでも言わないと、優しいこの人は俺のために時間を割こうとしてしまう。

「そういうわけで、研究会は女王戦が終わってから再開することにしましょう」

「そうね」

　姉弟子は短く頷いた。それで話は終わりと思ったが──

「けど、八一はそれでいいの？」

「え？」

「女王戦が終わるのって、例年だと六月とかよ？　それだともう順位戦も始まってるタイミングだし、研究会を入れておかないと不安じゃない？」

「最近はソフトを使って一人でも勉強できますし、俺は特に問題ないですよ？」

　そりゃ本音を言えば研究会はやりたい。やりまくりたい。

　ソフトでの研究と対人の勝負は別物だし、こんな理想的な研究場所まであるし、それに姉弟子に会えないのは別の意味でもつらいけど……でもそんなわがまま言っちゃいけないんだ。

　姉弟子も言うように、女王戦と三段リーグの同時並行はキツいはず。

　それに俺と研究会をすれば、姉弟子はその研究が俺を通して天衣に伝わることを警戒しなきゃいけないから、お互いの深い部分まで晒さらして研究をすることはできない。

　──今は会わない方がいいんだ。お互いのために。

　姉弟子を困らせないよう、俺は敢えて元気な声で断言した。

「心配してくれてありがとうございます！　でも俺は平気ですから！　女王戦が終わるまで姉弟子に会えなくても全然大丈夫ですっ!!」


「……………………………………………………………………」



　黙って俯うつむいていた姉弟子は、急に顔を上げると、

「帰って」

「は？」

「予定があるの」

「え？　でも、さっき無いって言って──」

「いま思い出した」

「どんな予定です？」

「重要で緊急で秘密の用事よ」

　姉弟子は俺をぐいぐい押して部屋から追い出すと、玄関のドアを閉めながら言った。

「将棋連盟と今後のスケジュールについて話し合うから」
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「なッ……何よこのメチャクチャな日程は!?」

　関西将棋会館三階にある事務局の応接スペースで女王戦五番勝負の日程と対局場を告げられた瞬間、黒衣の幼女は立ち上がって叫んだ。

　隣に座るあいが「て、天てんちゃん……落ち着いて……」と宥なだめるのも無視して、天衣は相手に詰め寄る。

「第一局から第三局までたった十日間でやるって……しかも四局目と五局目は対局日すら決まってないじゃない！　バカにしてるの!?」

「……申し訳ないとは思っています」

　俺達と向かい合って座る連盟職員の男鹿おがささりさんは、唇を嚙み締めつつ謝罪する。

《裏番長》とも呼ばれる実力者だが、その表情にいつもの余裕はない。

「そもそもが異例の事態の連続で……現状は恥ずかしながら、完全に将棋連盟の処理能力を超えています」

　疲労の浮かんだ顔で男鹿さんは事情を語る。

　ドア一枚を隔てた役員室からは月光つきみつ会長が電話をする声が漏れ聞こえてきた。一分一秒を惜しんで各所と折衝せっしょうしているんだろう。

　タイトル戦の過密によって連盟のスケジュールが破綻しかけてるのは事実だ。女王戦の現地大盤解説おおばんかいせつを俺が全局担当することが何よりの証明でもある。

　普段の対局なら対局者と記録係の予定だけ空いてれば何とかなるが、タイトル戦はそうはいかない。

　観戦記者、ネット中継記者、正副の立会人、連盟の渉外担当者、大盤解説者と聞き手……人員だけでも通常対局とは比べものにならない。

「玉将戦が二度も持将棋になり、そして名人のタイトル獲得百期目がかかった名人戦も始まろうとするこのタイミングで、さらに注目度が例年と桁違いの女王戦と三段リーグ……それらのスケジュールが絡まり合って身動きが取れないのです」

「事情はわかりますけど、こっちもかわいい弟子の初タイトル戦なんです。師匠としては万全の状態で行わせてあげたい」

　俺が『かわいい弟子』と口にした瞬間、天衣は「ハッ」と鼻で笑い、あいは「むー」と頰ほおを膨らませた。子供は扱いが難しい……。

「竜王の仰おっしゃる通りです」

　男鹿さんは俺に頭を下げてから、まだ立ったままの天衣の方を向いて、

「通常のタイトル戦なら、とっくの昔に番勝負の日程は全て公表になっています。事情があるとはいえ夜叉神さんには大変申し訳なく思っております」

「……」

「その上で申し上げますが、我々はこの日程がベストだと考えております。少しでも良い環境で対局を行っていただけるよう、必死に努力はいたしました」

　男鹿さんの言葉に噓うそはないだろう。

　対局場は三局のうち二局が大阪と神戸。

　姉弟子と天衣それぞれのホームで、これであれば移動の負担は最小限で済む。

　特に第一局の対局場は、大阪ではあるがむしろ天衣のホームと呼んでもいいような場所だった。

　二局目についても、少し遠いが信用の置ける宿だ。


「…………」



　天衣は立ったまま目を閉じ、怒りを必死に鎮めようとするかのように黙っている。

　その様子を、隣に座ったあいが不安そうに眺めていた。

「これは俺の予想で、特に根拠は無いんだが──」

　姉弟子とつい最近会ったばかりということはさすがに隠しつつ、俺は天衣に言う。

「姉弟子はこれから、女性初の奨励会三段として三段リーグを戦うことになる。そこに集中するために、なるべく早く女王戦を終わらせたいんだろう。あの人にとって女流タイトルはそれほど価値があるものじゃないからな」

　俺はチラッと男鹿さんの顔を見つつ、

「連盟の理想としては、天衣との女王戦でまず注目を集めておいて、そのまま三段リーグに世間の注目を集めたいんじゃないか？　姉弟子の他にも史上初の小学生三段とか編入試験を経たサラリーマンとか話題になりそうなのが揃ってるしな」

「そういった宣伝効果を期待していないわけではもちろんありませんが、連盟が本気で心配しているのは空女王の体調面です。そのため、女王のご意見を最優先させていただきました」

　男鹿さんはキッパリとそう言った。

　タイトル戦において、タイトル保持者の都合が最優先されるのは当然。それが悔しければタイトルを獲ればいい。

　しかし……この日程が姉弟子の希望であるとするならば、そこに込められたメッセージは強烈だ。

　目を閉じて聞いていた天衣は、周囲の空気を凍いてつかせるほどの冷たい声でこう言った。

「……なるほどね。つまり私が三連敗すると思ってるんだ？」


「「…………」」



　俺と男鹿さんは無言で天衣の言葉を肯定する。

　否定しても仕方がないし、ここで言葉を取り繕ったところで賢いこの子は大人の噓を見抜いてしまう。

『どうせ三連勝するから予定を立てるのは第三局まででいい』

『三段リーグが始まる前に終わらせたい』

　姉弟子はこの日程でそう告げている。

　聞いていたあいが「ハッ！」と何か重大なことに気付いたように俺を見て、

「だから第四局と第五局の対局場が関西将棋会館なんですね!?」

「いやそれはいつも将棋会館なんだ……」

　女流棋戦は予算が少ないからそういう感じになってしまうんだ……。

「お金の問題ももちろんありますが、会場のスケジュールを押さえることができなかったということもあります。現実問題として……」

　男鹿さんの話は最初のところに戻って来た。

　結局、時間がないことが問題の根本で、それを解決する手段は存在しない。

「いかがなさいますか？　夜叉神さんがこの日程を拒否されるのであれば、もちろん再検討させていただきます。最悪、東西の将棋会館で全局行うことになってしまいますが……」

「いいわ。受けてやるわよ」

　天衣は艶つややかな黒髪を手の甲で翼のように翻ひるがえしながら、いつもの傲慢ごうまんな自信と闘志を感じさせる声で宣言した。

「準備期間が少ないのは相手も同じだし。むしろ空銀子は三段リーグに意識を集中してるわけでしょ？　私のことなんて眼中にないのであれば、見えない場所からパンチを当ててやることだってできるもの」

　言いながら、爆竹ばくちくのような音を立てて手の平に拳こぶしを打ち付ける天衣。

「最初にフラつかせることができれば、後は回復する隙を与えず畳みかけてやればいい。自分で仕組んだ日程に足を取られて後悔するがいいわ！」

「そう。その意気だ」

　負けん気の強い弟子の言葉に、俺は師匠として頼もしさを感じていた。

　天衣の精神状態は悪くない。

　姉弟子は明らかに格上だが、天衣はまだその怖さを知らない。そこに勝機がある。

　複雑な気持ちだな……姉弟子に負担をかけたくないが、天衣にも負けて欲しくない……。

「ご理解いただきありがとうございます」

　男鹿さんは深々と頭を下げて、

「それから、竜王からお問い合わせがあった雛鶴さんの件ですが──」

「ッ……!!」

　俺よりも先に、あいが身体を固くするのが伝わってきた。

　そんなあいをチラッと見てから、男鹿さんは事務的な口調で告げる。

「やはり難しいというのが理事会からの返答になります」

「そうですか……」

　落胆の溜ため息と共に俺は言う。

「記録係として盤側でタイトル戦を体感できれば、あいにとっても大きな経験になると思ったんですけど……」

　昔から、対局を誰よりも近い場所で見ることのできる記録係は『最上の修業法』と呼ばれてきた。

　ネット中継が行われるようになり、記録係がどれだけ棋力の向上に繫がるか疑問視する声もある。

　それでもタイトル戦の記録に関しては『一度は取りたい』という者が多い。いずれ自分がタイトル戦に出る時の予行演習として。

　天衣が挑戦者に決まった時、桂香さんが俺に伝えてくれたアドバイス。それが──

『あいちゃんにもタイトル戦を体験させてあげて。なるべく近くで』

　ということだった。

　そのための方法として提案されたのが記録係で、俺もそれは大歓迎だった。あいに伝えたら「やりたいですっ！」と即答。

　姉妹きょうだい弟子である天衣の初タイトル戦のために自分も何かしたいという気持ちもあるだろうし、つい先日、山城桜花戦を観戦して刺激を受けたというのもあるだろう。

　しかし連盟の返答は『ノー』だった。

「あ、あの……わたしじゃあ、まだ実力不足ということでしょうか!?」

　あいは縋すがり付かんばかりの勢いで男鹿さんに言う。

「経験が足りないなら、もっともっと記録を取ります！　もうあんまり時間は残ってないけど……でも一生けんめいがんばります！　だから……だから……!!」

「そういうわけではありません」

　男鹿さんは幼い女流棋士の真っ直すぐな気持ちを眩まぶしそうに受け止めると、

「雛鶴さんには連盟も大いに期待していますし、タイトル戦の記録係に名乗り出てくださったこと自体は歓迎しております。他のタイトル戦の記録なら喜んでお任せするのですが……」

　俺はピンと来て口を開く。

「じゃあ、やっぱり──」

「ええ。『同門縛り』です」

　対局者が同門である場合、不正を行う可能性があるとして立会人や記録係をすることができない。それが俗に『同門縛り』と呼ばれる規程だ。

　俺もあいも当然これは知っている。

　しかしこの規程には一つだけ例外があった。

「対局者がどちらとも同門であれば記録を取ることができる……空女王は清滝九段の弟子であり、夜叉神さんと雛鶴さんは孫弟子です。だから三人とも同門として扱うことができるのではないか？　というのが竜王のご意見でした」

「はい」

「残念ですが、そのような扱いはいたしかねます」

「……記録係をやっても不正なんかできないと思いますけどねぇ」

「とはいえ規程は規程。この場合の『同門』とは師匠と弟子のみを意味するというのが理事会の判断です」

「そこを何とか……」

「なりません。こればかりは」

　将棋連盟は割と特例を認めてくれたり、慣例として行われていたことがある日突然なくなったりと、状況に応じて柔軟に対応してくれたりもする。

　が、今回は無理っぽい。

「そこでご相談なのですが」

　男鹿さんはようやくいつものような微笑ほほえみを浮かべると、

「雛鶴さんには他の形で盤側からタイトル戦をご観戦いただけるよう、こちらから別の提案をさせていただければと思っております。具体的には──」

「「え？」」

　首を傾かしげて男鹿さんの『提案』を聞いた俺とあいは、

「「えええええええええええええええええええ────ッ!?」」

　その内容に驚きの声を上げた。ええー!?
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「かんしぇんきー？」

　シャルちゃんの舌っ足らずな声が部屋の中に響きます。

　ここは九頭竜先生とあいちゃんが暮らすアパートの和室。

　ＪＳ研の四人は、もうすぐ終わってしまう春休みを惜しむかのように連日この部屋に集まって、将棋を指したりパジャマパーティーを開いたりしていました。

　女王戦の開幕を二日後に控えたこの日、九頭竜先生は天衣ちゃんと直前レッスンをするため神戸に行ってお留守です。

「かんしぇ……じゃなかった。観戦記って、アレだよね？　新聞記者の人とか将棋ライターさんが書く、将棋の対局を文章にしたやつだよね？」

　シャルちゃんの口調がちょっとうつってしまった澪みおちゃんが確認すると、

「そうなの。あいも師匠も、びっくりしちゃって……」

　あいちゃんは困ったような嬉しいような表情で言いました。

「記録係をさせてもらえるようお願いしてたんだけど、それは無理で……だから代わりに観戦記者をしないかって言ってもらったの」

「何局目の？」

「好きな対局を選んで書いていいって」

「へぇー。そういうもんなんだね？」

「新聞に載るんじゃなくて、将棋雑誌と連盟のホームページで公開する用だから。男鹿さんは『女王戦全体を通しての感想文でもいいですよ』とも言ってくれて。だからとりあえず一局目と三局目は現地で観戦しようかなって。関西対局だし」


「ふぇ～……そんな特例が認められちゃうなんて、あいちゃんってやっぱり将棋連盟から超期待されてるんだねー」



　澪ちゃんは感心したようにふんふん頷くと、

「それに観戦記者って記録係の隣に座ってる人でしょ？　雑用しなくていいし離席してもいいし、ぶっちゃけ記録係よりラクチンでいいじゃん！」

「あはは。でも師匠は『修業って意味だと記録係がよかった』って残念そうだけど」

「しゃうもー！　しゃうも、きおくかかぃしゅうー！」

「その前にシャルちゃんは正座ができるようにしないとねー」

　澪ちゃんがそう言うと、シャルちゃんは「しぇーじゃすぅー！」と正座にチャレンジしますが、バランスが取れずにコロコロと床に転がってしまいます。

「あはははは」

「シャルちゃんかわいいー」

「ほよよー？」

　そんな朗ほがらかな光景の横で、一人だけ激しい喰くいつきを示したのは──

「すごいです！　羨うらやましすぎるですぅ!!」

　メガネを激しく輝かせる貞任さだとう綾あや乃のちゃんです。

「女流棋士で観戦記も書くなんて、まるで万智姉さまみたいです！　うちもそんなふうになってみたいです！」

「そ、そうかな？　供御飯先生みたいな文章を書くのは無理だけど……でも、お手本にしてがんばるよー」


「はぅぅ～……やっぱり女流棋士になるのが、観戦記を書かせてもらえる近道なんです？　だったらうちも女流棋士を目指して……でもでも、うちの棋力じゃ……はぅぅぅぅ～！」



「あやにょ、どうちたのー？　なでなですうー？」

　考え込んでしまった綾乃ちゃんを心配して、シャルちゃんは小さなお手々で頭をなでなでしてあげます。

「まーでも、あいちゃんって字もキレーだし国語の成績もいいし観戦記って向いてるよね」

「ありがとう澪ちゃん！」

　あいちゃんはまだキータッチがそれほど上手ではないので、今回の観戦記は小学校で使っている方眼ほうがんノートに書いて提出すればいいと言われていました。

「ねーねー」

　澪ちゃんとあいちゃんの服をくいくい引っ張りながら、シャルちゃんが言います。

「しゃうもね？　かんしぇんき、かきたいんだよー？」

「え？　でもシャルちゃん、日本語の文章って書けるの？　漢字とか書かなきゃいけないんだよ？」

　澪ちゃんが言うと、立ち直った綾乃ちゃんが答えました。

「シャルちゃんはこの前、学校で書いた作文が新聞に載って、文章に自信を持ってるです」

「え!?　スゲーじゃん!!」

「こりぇだよー」

　シャルちゃんはポケットから綺麗に折り畳んだ新聞の切り抜きを取り出すと、あいちゃんと澪ちゃんに見せました。







『ちゅき』




　しゃうは　しょーぎが　ちゅき

　でも　もっと　ちゅきなのは　ちちょー

　ちちょは　いいました

「およめたんに　してあげりゅよ」

「しんこんりょこーは　はわいにいこう」

「まんしょんを　かってあげりゅ」

　しゃうも　ちちょが　ちゅき

　どのくらい　ちゅき？

　いっぱいちゅき！







　読んだ澪ちゃんはビックリしてシャルちゃんに確認します。

「これ新聞に載ったの？　これが？」

「うぃ！」

　シャルちゃんは鼻高々はなたかだかです。

　そんなシャルちゃんを、あいちゃんが絶賛します。

「とっても上手な文章だから当然だよ！　シャルちゃんすごいね！　羨ましいなぁ」

「うぃ！」

「ねぇねぇ他にもこんな作品があるの？　師匠がシャルちゃんにどんなことを話してるか……あい、もっともっと聞きたいな！　教えてくれる？」

「うぃ！」

「「あわわわわ……」」

　にこにこと頷くシャルちゃんと、もっとにこにこしてるあいちゃんを見て、澪ちゃんと綾乃ちゃんはみるみる青ざめていきます。

「しゃ、シャルちゃん！　その話はまた今度！　……っていうかくずりゅー先生のことが好きなら絶対にあいちゃんに話しちゃダメー!!」

「うぃー？」

　首を傾げるシャルちゃん。あいちゃんは笑顔を浮かべたまま黙っています。その姿は、何か言うより、よっぽどこわいです。

　歪ゆがんでしまった時空を元に戻そうと、澪ちゃんは話を変えました。

「で、でもさ！　あいちゃんに天ちゃんの観戦記を書かせるなんて、くずにゅー先生も厳しいとこあるよね！」

「え？」

　不思議そうな顔をするあいちゃん。

　澪ちゃんは言います。

「だって天ちゃんとあいちゃんはライバル同士っしょ？　ライバルが先にタイトル挑戦してるところを一番近くで見なきゃいけないのって、けっこーつらくない？」

「そ、そんなことないよー！　師匠はあいの成長のために、いろいろ考えてくださってるだけだよ？　つらくなんてないよ？」

　あいちゃんは澪ちゃんの言葉を必死に否定しました。

「それに天ちゃんにはまだ一度も勝てたことがないし、悔しいっていう感じは……そもそも将棋を始めたのは天ちゃんのほうがずっと早いんだし、女流棋士としての実績もぜんぜん違うし……ライバルだなんておこがましいよ」

「そうです？　うちは、短期間で女流棋士になれたあいちゃんの才能は決して天ちゃんに劣ってると思わないです。それに研修会での対局は、対局後のあいちゃんの涙と共に伝説になってるです。二人は最高のライバルだと思うです」

　綾乃ちゃんのその言葉にも、あいちゃんは力無く首を横に振ります。

「研修会で最初に当たった時も、あいは自分で詰みを逃して負けちゃって、そのことが悔しくて泣いちゃっただけだから……」

　でも……とあいちゃんは笑顔を作って、

「ライバルじゃないけど、あいは天ちゃんの姉弟子だから。だから今回は天ちゃんのためにもいい観戦記を書けたらなって思ってるの！」

「ふーん……」

　研修会であいちゃんに駒落ちで負けて悔し泣きをしてしまった澪ちゃんは、少しだけ複雑そうな表情をしていましたが、やがて納得して頷きます。

「そっか。まぁそうだよね！」

「姉妹弟子ですし、仲がいいのはよいことなのです。天ちゃんは気難しいところもあるですけど、それだけ将棋に真剣ですし、うちは尊敬してるです。がんばって欲しいです」

「しゃうもー！　しゃうも、てんしゃんをおーえんちたいんだよー？」

　ＪＳ研のみんなとは一線を引いている天ちゃんですが、それでも一緒に将棋を勉強するお友達であることに変わりはありません。

「そうだ!!　澪たちも応援に行っていいかな!?　かな!?　一局目は大阪っしょ？」

「あそこなら遠くないですし、観光地だから京都きょうとの時みたいにみんなで一緒に行けるです」

　女王戦の日程はさっそく公表され、大きな話題を呼びました。

　それだけに当日は多くのお客さんが押し寄せることが予想されていて、現地の大盤解説会もチケット事前申し込み＆抽選制という将棋イベントというよりアイドルのライブみたいになっているのですが──

「くじゅるー先生の生徒だったらＶＩＰ席があるんだよね？　山城桜花戦でそんなこと言ってたじゃん」

「どうなんだろう？　師匠に聞いてみるけど……」

　ここでいうＶＩＰ席とは『ベリー・インポータント・ペド席』のこと。ロリコンだと周囲から認定されている九頭竜先生の小さな恋人たちのために将棋関係者の皆さんが用意してくれている席です。

　つまりその席に幼女が座ることによって、将棋関係者の中で九頭竜先生のロリコン疑惑はますます強固な確信へと変わっていくのですが……ＪＳ研のみんなはまだ小学生なので、そこまで気が回りません。九頭竜先生の評判が心配です。

　けど、あいちゃんの心配は他にありました。

「でもね？　天ちゃんはああいう性格だから、あんまり大げさに応援したりすると怒っちゃうんじゃないかなって。ただでさえ、おばさ……空先生の振る舞いに気が立ってるし」

「わかってるってー！　こっそり行ってこっそり応援するだけだからさ！　大盤解説を聞くだけなら問題ないっしょ？」


「こっしょぃー！」



　楽しそうに万歳ばんざいしたシャルちゃんが大きな声で叫びました。全然こっそりできてません。

「シャルちゃんは、うちがしっかり見張っておくです」

　綾乃ちゃんはシャルちゃんを後ろからガッチリ抱っこして、

「だからうちにも観戦記者がどんな仕事をするか現地で見せて欲しいです！　ぜひっっ!!」

　眼鏡をギラギラ輝かせながら懇願します。

　三人とも、ダメだと言っても来ちゃいそうな感じです。

「……そうだよね。あいと同じで、みんなだって天ちゃんを応援したいよね。うん！　師匠と相談してみる！」

　あいちゃんは笑顔で頷きました。妹弟子の天衣ちゃんは誤解されやすい性格だけど、自分の他にも理解者がいることが嬉しかったのです。

　澪ちゃんは立ち上がって手を振り上げます。

「よーし！　じゃあＪＳ研のみんなで天ちゃんをこっそり応援しよー！」

「「おおーっ!!」」

　かわいい応援団が結成された瞬間でした。




　こうして迎えた女王戦第一局が、まさかあんな衝撃の結末を迎えるとは……この時はまだ、誰一人として予想すらしていなかったのです。


















[image: ]　　さるかに合戦







「まさか…………ここで天衣あいの初タイトル戦をすることになるとはねぇ」



　女王戦第一局。

　検分のため前日から対局場を訪れた俺は、その建物を感慨深く見上げる。

　──『通天閣つうてんかく』

　言わずと知れた大阪おおさかのランドマーク。

　阿倍野あべのにハルカスができてからも、大阪のシンボルはやっぱり通天閣だ。

　その麓ふもとの『新しん世せ界かい』には今日も多くの観光客やホームレス一歩手前の怪しげな大阪人民が集まって、串カツを食べたりド派手なシャツを買ったりしている。

　俺が天衣の個人レッスンを引き受け、最初に連れて来たのがここ新世界の道場だった……。

「懐かしいな。九頭竜くずりゅう先生」

　未成年である天衣の保護者として同行を許可された晶あきらさんも、懐かしそうに俺の隣でカメラを構えている。

「まだあれから一年もたっていないが……お嬢様は本当に、立派な淑女しゅくじょになられた……」

　晶さんのファインダーの中にいるのは、もちろん天衣だ。

　通天閣の麓にある『王将碑おうしょうひ』の前で、両対局者の写真撮影が行われていた。

　タイトル戦の恒例行事である。

「お二人とも、こっちに視線お願いします！」「笑顔！　笑顔いただけますか!?」「そのままそのまま!!」

　何重ものカメラの砲列が、十歳の挑戦者と十五歳の女王を取り囲んでいた。

　天衣はいつもの黒いドレス。

　姉弟子あねでしは中学で使っていたセーラー服だ。

「こっちもお願いします！」

「こっち！　こっちにも視線ください！」

「もう少し違うポーズでお願いできますか!?　こう……カメラの向こうの読者を踏みつけるような感じで！　そうそう！　そんな感じです!!」

　過熱する報道陣の要求を、天衣も姉弟子も冷静にこなしていた。

　若干、将棋のタイトル戦と関係のない写真を撮ろうとしてる連中もいるようだが……。

「……何だかよくわかんないメディアも混じってますね」

「ぬぅ……けしからんな！」

　晶さんは怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで突進すると、

「どけ貴様ら！　お嬢様に何というポーズを取らせるのだ!!」

「な、何ですかあなたは!?」


「いいか!?　お嬢様にポーズのリクエストなど不要！　何故なぜならば自然なお振る舞いの中にこそお嬢様のドＳな魅力が詰まっているのだからなとりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!!」



「ちょっ!?　あ、あんたいきなり地べたに這はいつくばって何を……!?」


「はぁ……はぁ……はぁ……！」



　興奮に息を荒らげながら超ローアングルで天衣を激写し始める晶さん。

　そんな晶さんに対して天衣は他の記者もいる手前いつものように罵ば声せいを浴びせることができずただ嫌悪の表情を浮かべ、その表情が更に晶さんを興奮させるという欲望のサイクルが形成されていた。俺？　俺はもちろん他人のフリよ。

　騒ぎを聞きつけ観光客や地元の人々もスマホのカメラを構えて集まってきている。

「何や何や？　何をしてるん？」

「将棋や！　明日、通天閣でタイトル戦をやるんや！」

「《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》が来とるらしいで！」

「隣の黒いのが噂うわさの《神戸こうべのシンデレラ》かいな。ホンマ小さいなぁ」

「オー！　ファンタスティック!!」

　姉弟子や天衣のことは、全国放送でも地元のテレビ局でも連日報道されている。まるでアイドルが来たみたいな反応だ。

「夜叉神やしゃじん天衣はわしが育てたんや！　やりおるでぇ、あのチビは」

　不意に、酒とタバコで嗄しゃがれた声が聞こえた。

「この《新世界の女豹めひょう》が教えたった『角かく頭とう歩ふ』なら、空そら銀子ぎんこでも九頭竜八一やいちでも一刀両断や！　無敗の白雪姫も明日までの命やでぇ！」

　こ、これは……！

　おっさんなのかおばさんなのかさっぱりわからない、この声は──!!

「パンサー！　パンサーじゃないか！」

　地面に這いつくばっていた晶さんは片方のほっぺたに砂粒をくっつけたまま、生き別れになった飼い犬と再会したような声を上げた。

　──パンサー。

　それは、ここ新世界の将棋道場『双玉そうぎょくクラブ』で天衣の壁となった謎なぞの将棋指し……経歴不詳、性別も不詳（後に雌めすと判明）、豹柄ひょうがらの服とパンチパーマがトレードマークで、最後に見た時は何故か全身をピンクに染めたピンクパンサーになっていたんだが……。

　戦慄せんりつと共に、俺は指摘する。

「紫になってますね……全身の色が……」

「おばちゃんは何故か髪を紫に染めたがるからな」

　ラメまで入ってるパープルパンサーを離れた場所から観察する。天衣もパンサーの存在に気付いたようで、さすがにちょっと動揺しているようだった。

　よく見ればパンサーだけじゃない。ここ新世界の道場で真剣勝負をしたアマチュア強豪のオッサン連中も、懐かしそうな表情で天衣を遠巻きに眺めていた。

　声をかけるわけでも、声援を送るわけでもない。

　けれどみんな……天衣のことが気になって、来てしまったんだろう。

　この雰囲気は天衣にとって必ずプラスになるはずだ。

「まあでも、明日はさすがに角頭歩は使わないと思いますけど」

「そうなのか？　じゃあパックンチョの方を使うのだな」

「もしかして『パックマン』のこと言ってます？」

「そう言ったし！」

　晶さんはギャルっぽく強情を張る。

「角頭歩もパックマンも、言っちゃ悪いですけどＢ級戦法ですからね。そんな戦法をタイトル戦で使ったらその時点で仲間内で見限られかねません。いくら美味うまいからって三つ星の高級料理店でお好み焼きは出せないでしょ？」

「そういうものか……」

「まあ現代将棋は何でもありなんで、勝てば別に何も言われないんでしょうが、負けたらダメージは大きいですよね。棋士には独自の評価基準があるんです。有利な先手番で千日手にすれば『負けも同然』とみなされたり……」

　この将棋界せかいは『信用』が大きくものを言う。

『この子は強い』

『この子ならタイトルを獲っても許せる』

　そんなふうに思ってもらえれば、土ど壇たん場ばで相手が粘らなくなる。だからトーナメント戦や番勝負ばんしょうぶで勝ちやすくなり、勝率も上がる。

　それが将棋界における信用だ。

　タイトル戦に出るということは、その信用を大きく上げるチャンスであると同時に、下げる危険性も孕はらんでいた。

『タイトル戦に出ると香車きょうしゃ一枚強くなる。けど、三連敗すると香車一枚弱くなる』

　そんな言葉があるくらいだ。

　天衣は今、将棋界からテストされている。姉弟子に勝つにせよ負けるにせよ、そのテストをどうクリアするかによって今後の女流棋士人生は大きく変わるだろう。

「……それに今のままの角頭歩をぶつけたところで姉弟子には通じやしない。天衣の角頭歩には重大な欠陥があるから……」

「欠陥だと!?　九頭竜先生、それはどういう──」

　晶さんが質問しようとした、その時。

「では対局場の検分に移りたいと思います。両対局者と立会人を含む関係者の方々は、どうぞ建物の中にお入りください」

　運営スタッフがそう言って場を仕切る。

　本局の立会人は、俺と指した順位戦最終局をもって引退した《ナニワの帝王ドン》こと蔵ざ王おう達雄たつお九段。

　関節の痛みを押して杖つえを突きながら大役を引き受けてくれていた。

「おいおい九頭竜先生……大丈夫なのか？　あんなおじいちゃんで。将棋が終わる前に死んじゃうんじゃないのか？」

「シッ！　罰当たりなこと言わないでください晶さん……蔵王先生はこの通天閣が関西棋界の聖地だった頃を一番よく知ってる人なんです。あの人抜きで通天閣対局は実現しないと言っていい」

「ふむ、なるほど……」

　その蔵王先生はというと、俺の師匠ししょうである清きよ滝たき鋼介九段に支えられるようにして、それまで黙って撮影を見守っていたんだが──

「新世界まで来て、酒も飲まずに検分やと？　そんなアホなことあるかい！　鋼介！　おい鋼介！」

「はいはい先生。お呼びですか？」

「飲みに行くで。付き合え」

「け、けど先生……立会人が検分におらんというのでは──」

「女流棋戦の検分なんぞお前の弟子に任しとけばええやろ。未成年で酒も飲めへんし、ちょうどええわ」

　蔵王先生は右手に持ったステッキを頭の上で振りながら、俺に向かって言う。

「竜王！　後は頼んだで」

「はぁ……」

　師匠を従えて本当に飲みに行ってしまった蔵王先生の後ろ姿を見送りながら、俺は気の抜けた返事をするので精一杯だった。昔の棋士、マジ破は天荒てんこう……。

　晶さんが心配そうに聞いてくる。

「大丈夫なのか先生？　あのおじいちゃん抜きで通天閣対局は実現しないんだろ？」

「……ま、何とかなるんじゃないですかね？　今日はさすがに天衣も姉弟子も大人しくしてくれるでしょうし……」




　しかしいきなり天衣がやってくれた。

「暗くらッ！　もう少しマシな照明はないの？」

　対局室となる通天閣の三階に足を踏み入れるなりそう言って、追加で照明を要求。

　駒選びでも一ひと悶着もんちゃくがあった。

　今回は二種類の駒が用意されたんだが、姉弟子が二つを見比べて、

「この駒は少し黒の模様が濃くて目が疲れるので、そちらの白い方で──」

「あら？　老眼？」

　さっき自分が『部屋が暗いから目が疲れる』と言ったことなど完全に棚に上げ、天衣は姉弟子の年齢をいじった。

　十歳が十五歳を年寄り扱いするという異常事態に関係者が凍り付く中、天衣は聞こえよがしに「はぁ……」と溜ため息なんぞ吐ついてから、

「じゃ、いいわそっちで。白い駒って品が無くてタイトル戦に相応ふさわしいと思えないんだけど、疲れちゃうんじゃかわいそうだし」

「……」

「っていうか私、そもそも『白』っていう色が嫌いなのよね。純潔を表すとか言うけど、そういうことを自分から言っちゃうのってまさに白々しらじらしいっていうか。白雪姫とか、私だったら恥ずかしくてそんなニックネーム付けられたら将棋なんか指せないわね」


「…………」



　あからさまな挑発に、姉弟子の目の色が変わっていく。

　姉弟子は興奮したり殺意を抱いたりすると目の色が変わるのである。ヤバい攻撃色だ!!

「うんうんうん！　こ、駒はそれでいいとしてですね……この盤ですよ！　これってどういう盤なんですかぁ!?」

　俺は全員の注意を駒から将棋盤に移し替えることに成功した。

　運営の人が『よくぞ気付いてくださいました』という感じで説明してくれる。

「こちら、今回の女王戦のため特別にご用意させていただいたものでして。さる高名な方からお借りいたしました」

「誰からです？」

「本因坊秀埋ほんいんぼうしゅうまい先生です！」

　……あいつかー。

　囲碁いごのタイトル保持者ホルダーで、本因坊秀埋の名を持つ史上最強の女性囲碁棋士。

　将棋界も含めた棋道の歴史の中で間違いなく最強の女性だ。

　棋具きぐ職人としても高名で、自らと同じ道を歩もうとする姉弟子にシンパシーを感じるのかよく世話を焼きたがり、天衣にも駒を作ってくれた縁がある。

　しかしてその実体は……単なる変態である。

「『不幸な誤解により将棋界には出入り禁止になっているので、せめて自分の作った盤で、この歴史的な対局を見守りたい』というメッセージが添えられております」

「いや誤解でも何でもなく完全に身から出た錆さびだったんですが……」

　そこはしっかり釘を刺しておく。

「ところでこれ、何寸盤です？」

「七寸とうかがっておりますが」

「いやいやいや。間違いなくもっと厚いです」

　用意された盤は、脚も含めると三十センチ近い高さがあるように見える。

「多分これ、八寸くらいありますよ。シューマイ先生のことだから、分厚くていい榧かやが取れたから削るのが惜しくなったんでしょうけど……」

　贔屓ひいきにしている二人の初対局に極上の盤を使わせてやろうという親切心なんだろうが、気合いが入りすぎて大切な点を見落としてる。

　今回の対局者が十代の女の子、という点だ。

「ここまで大きい盤だと大人の男が指しても疲れるし……ましてや天衣、じゃなかった、挑戦者はまだ身体も小さいですからね。もうちょっと小さな盤の方がいいんじゃないかな？」

「そうね」

　そう言って頷うなずいたのは天衣ではなく、姉弟子だった。

　なんだ嫌に物わかりがいいな姉弟子もあと一期でクイーン女王だし成長したんだな……と思った俺は、わずか一秒後にそう思ったことを後悔する。

「駒にも文句があるみたいだし、いっそ子供用の盤駒を用意してもらったら？『どうぶつしょうぎ』とかちょうどいいんじゃない？」

　痛烈な反撃。あからさますぎる挑発である。

　天衣は『もう検分は終わり』と宣言するかのように立ち上がると、姉弟子を睨みつけながら言い放つ。

「この盤でいいわ」

「いや、でも天衣──」

「このままでいいって言ってるでしょ？　聞こえなかったの？　バカなの死ぬの？」

　おぉう……。

　厚い盤を使って不利になるのは、身体が小さい天衣。

　そんなことは普段の天衣ならすぐに理解するはずだが、対局前に弱味を見せたくないということなのかいつもより強情になってる。いやまあ単に煽あおられてキレただけかもしれんが。

「で、では明日は、厚めの座布団ざぶとんを用意してもらうということで……」

　そう言って場を収めようとする俺の努力を、再び姉弟子が無にする。

「どうせなら座布団と一緒に子供用の椅子も置いてもらったら？　それとも優しい師匠のお膝に乗せてもらって対局する？　私は構わないけど」

「自分だってガキじゃない。まだツルツルだって聞いてるわよ？」

「ぶち殺して天王寺てんのうじ動物園に撒まくぞわれ？」

「おお怖い！　助けて師匠せんせい！」

　天衣は俺の後ろに隠れる。巻き込み禁止ィ!!

「き、揮き毫ごうに行きましょう揮毫に！　お二人にはこれから、今日の前夜祭でお客さんにプレゼントするための色紙を書いていただきまーす！」

　姉弟子の冷え切った視線によって心臓を的確に貫かれながら立会人臨時代行の俺がそう宣言すると、揮毫する写真を収めようと報道陣がカメラを向ける。

　姉弟子と天衣は「フンッ！」と顔を背けてから、筆にたっぷり墨すみをつけて、叩たたきつけるように色紙の上を奔はしらせた。
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　……達筆だなぁ、という以上の感想が出てこない。

　こんなプレゼントもらっても絶対に嬉うれしくないだろ……。




　しかし将棋ファンは俺の予想を遙はるかに超えて二人の天才美少女を愛していた。

「五万ッ！」

「だったら俺は七万出すぞ!!」

「フハハハハ貴様らのお嬢様への愛はその程度か!?　私は八万だ！　八万より出せるというヤツはかかってこい!!」

　前夜祭の会場となった『スパワールド』は、通天閣から徒歩五分。

　世界中の温泉施設が楽しめる上に、宿泊施設も宴会場も完備。そう聞くと凄すごそうだが要するに健康ランドというかスーパー銭湯というかそういう感じの場所で、女流とはいえタイトル戦の前夜祭をやるのは前代未聞だろう。

　そして検分の段階で既に一触即発の状態となった両対局者は、前夜祭が始まってわずか十分で自室へと引き揚げた。これまた前代未聞だが──

『もうすっかり春ですね。暖かくなって小バエが湧わいてきたので、さっさと駆除したいと思います』（姉弟子）

『私が蠅はえなら、あんたは蠅が集たかるゴミってことね』（天衣）

　両対局者挨拶でそんなスピーチを始めたため、そのまま同じ部屋に置いてたら将棋を指す前に殺し合いをしかねなかった……から……。

　というわけで、残された色紙のオークションが始まった。

　ちなみにタイトル保持者クラスの直筆色紙は五千円くらいが相場なんだが──

「八万五千！」

「九万！」

「九万三千!!」

「ええいもう十万だ十万！　神戸まで歩いて帰ってやるッ!!」

　とうとう財布を丸ごと掲げた晶さんを俺は後ろから羽交はがい締じめする。

「落ち着いてください！　あなた天衣のサインなんていつでももらえるでしょ!?」

「止めるな先生！　お嬢様は身内には絶対にサインしてくださらないんだ！　だから私と大旦那様はコッソリこうして将棋イベントで買い漁あさっているのだ!!」

「それは割と将棋界あるあるですけど今回は自重してください!!」

　棋士の親兄弟が前夜祭とか解説会に参加してて次の一手クイズとかで身内の賞品をゲットしていくのは、実はよく見る光景だったりする。なお当たったら返納する人も多い。

　結局、天衣の色紙は十万円で落札（晶さんが落とした）。

　そうなると今度は姉弟子のファンが『女王の色紙を挑戦者より安くするなどあり得ん！』と値を吊つり上げて、再び大騒動。

　立会人の蔵王九段は止めるどころか率先して浴衣ゆかたに着替え、ガッパガッパとビールを煽って上機嫌だ。

「わはははは。ええやないか、オモロいやないか。なあ鋼介？」

「はいはい先生。ところで、そろそろお休みにならないと明日に障りますから……」

「ビールなんて何百杯飲んだところで酔うかいアホッ！」

　師匠の頭を平手で叩はたいてから、《ナニワの帝王》は寂しげに言う。

「……それにな、わしはもう引退したんや。体調に気を遣う必要もあれへん。酔うこと以外に楽しみもない。将棋を奪った上に、酒まで奪ってくれるなや」

「先生……」

　師匠はホロリとすると、

「わかりました！　この清滝鋼介、先生がご満足なさるまでお付き合いさせていただきます！　八一！　裸踊りや付き合え!!」

「えええええええええええええええええええ!?」

　俺まで巻き込むのかよ!?

「何が『ええ!?』や！　一門の大一番やぞ!?　わしらが前夜祭を盛り上げんで誰が盛り上げる!!　清滝……いきま──す!!」

　アム○みたいな掛け声と共に次々と服を脱ぎ捨てる師匠。

　天衣の色紙を落札してホックホクな晶さんが笑顔で言ってくる。

「安心しろ！　九頭竜先生の勇姿は、私のカメラにしっかり収めておくからな！」

「いらねぇよ畜生ちくしょう!!」

　ネクタイを外しながら俺は叫んだ。

　師の命令は絶対である。酒と札束と男の裸体が乱れ飛ぶ女王戦前夜祭は、前夜どころか対局当日の朝まで続いたのであった……。
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「おはようございます師匠！」

　対局室に入った俺を迎えたのは、弟子の元気な声だった。もちろん天衣じゃない。


「おお…………あい。おふぁよぉ……」



「？　お疲れなんです？」


「いやー…………前夜祭がいつまでたっても終わらなくて……」



　部屋に帰ろうとしない蔵王先生と、完全に酔い潰つぶれた師匠。二人の面倒を見てたら夜が明けちまった。完全に介護かいごだこれ。

「……ちゃんと筆記用具を持って来たな。よしよし」

　正座する弟子の膝の上にちょこんと載っている自由帳と猫さんのペンケースを見下ろしながら、俺は隣に腰を下ろし、対局室の中を見回す。

「ところで桂香けいかさんは？　一緒に来たんじゃないのか？」

　あいは昨日、師匠の家で桂香さんに面倒を見てもらった。俺も師匠も前夜祭でこっちに来ちゃってたから。

　だから今日はあいと一緒に現地に来ると思ってたが──

「桂香さんはお留守番です」

「留守番？　何で？」

「特に理由は聞いてないですけど……道場のお留守番をする人がいなくなっちゃうから？」

「そっか。まぁそうだよな」

　寝不足と疲労でボケてた。

　桂香さんもこっちに来たいだろうに申し訳ない。あいや姉弟子のケアまで気を遣ってくれてるし、本当に清滝一門は桂香さんのおかげで成り立ってるわ。聖母せいぼみある。

「おはよう。準備は整うとるな」

　対局開始のぴったり二十分前に、立会人の蔵王九段が入室。

　和服を着ると若返ったように見える。背筋も伸びて杖も使っていない。さすがだ。

　その後ろから、二日酔いと寝不足で顔面蒼白そうはくになった師匠がフラフラとついてくる。あれはもう今日は何の役にも立たねぇな……。

　後は対局者の入室を待つだけ。自然と室内は静寂が支配し、緊張が高まっていく。

　先に姿を現したのは────挑戦者・夜叉神天衣女流二段。
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「おはようございます」

　女王戦は和装での対局開始が規則となっている。

　はっきりした声で関係者に挨拶あいさつした天衣が纏まとうのは、黒紅くろべに色の振り袖。そして深紅の袴はかま。

「「おお……！」」

　待ち構えていた報道陣はわずか十歳の少女から放たれるオーラに圧倒され、シャッターを切るのが一瞬だけ遅れた。それほど今朝の天衣は昨日までと印象が違う。

　黒い闇の中で燃える炎のような美しさが、そこにあった。

「きれい……」

　俺の隣で、あいがそう言って息を飲んだ。

　分厚くなった座布団の感触を確かめるように手で整えてから、天衣は盤の前に座る。

　……やっぱ八寸はあるよなぁ。

　昨日の検分だと姉弟子も座ってたけど、こうして天衣だけを盤と比較すると……明らかに大き過ぎる。これが勝敗に直結するとまでは思わないが……。

　──まだ、たった十歳の女の子なんだよな……。

　胸を締めつけられるような、不思議な感情が湧き起こる。

　あいと違って、天衣は俺が手をかけずとも勝手に強くなっていった。出会った当時から十分過ぎるほどの知識と才能を示していた。

　──それでも……こうして立派になったところを見ると、こみ上げてくるものがあるな……。

　俺にそんな資格はないとわかってても、目頭が勝手に熱くなってしまう。

「失礼します」

　そして対局開始のきっかり十分前に、空銀子女王が入室。

　こちらは姉弟子がタイトル戦でよく使っている、紺こんの着物だ。巾着きんちゃくの中から小ぶりの扇子せんすを取り出し、懐中時計かいちゅうどけいを畳に置く。

　続いてリップクリーム、目薬、ハンドタオルといった細々こまごまとした物も、自分で決めた定位置に置いていく。

　それから自分のタイミングで駒を並べ始めた。追随する天衣の手つきは、少し覚束おぼつかない。

　姉弟子がタイトル戦で対局するのはもう二十回以上。

　どんな場所でも数分で自分のホームグラウンドに変えられる。タイトル戦慣れしてるという意味では、俺よりも姉弟子の方が遙かに上だ。

　──これが経験値の差か……名人からも感じたな。この余裕。

　タイトル戦は、当たり前だが普通の対局とは違う。

　和服を着れば重さや暑さが気になるし、かかっているものが大きければ緊張もする。

　何より初めての場所で将棋を指すというのは、ベストコンディションを発揮することがそもそも難しい。

『大勝負に名局なし』

　そんな言葉があるほどだ。

　タイトル戦で実力を発揮するというのはそのくらい難しい。

　──ただ、トーナメントを勝ち上がって来た挑戦者には勢いってやつがある……。

　どんな勝負にも絶対はない。俺が竜王を獲れたように。

「振り駒です」

　記録係の奨励会員が、先後を決める準備をする。

　……ちなみに俺は本局の記録を鏡洲かがみずさんに取ってもらいたかった。

　アマ強豪だった天衣のお父さんと何度も将棋を指し、徹底的に鍛えられたという鏡洲さんに、この勝負を一番近い場所で見届けて欲しかったから。

　だが。

『やめておくよ。冷静に座ってられそうにない。それに──』

　鏡洲さんは、あらかじめ考えていたセリフを口にするかのように、俺の願いを断った。

『銀子ちゃんとは次の三段リーグで当たる可能性もある。俺自身、今は自分のことに集中したいんだ』

　結局、鏡洲さんは愛あい知ち県で行われる名人戦第二局の記録係を選んだ。最高峰の戦いを間近で体験し、プロになる決意を新たにしようと。

　己おのれの修業を優先したその態度を見て、俺は鏡洲さんが次の三段リーグにかける気持ちの強さを改めて思い知った……。


「…………みんな勝てたらいいのにな」



「？」

　あいが不思議そうに俺の横顔を見上げる。

　直後、記録係が駒を宙に放った。パララララ……と雨あま垂だれのような音が続く。

「歩が五枚です」


　おぉっ……声にならない声が対局室に満ちた。



「ふが……ごまい。せんては……」

　さっそく、あいがノートにメモを取っている。

　姉弟子の先手番。


「…………」



　振り駒の結果を受けた姉弟子は無言でペットボトルの飲み物をコップに注ぐ。その動作は、自室で研究会をする時とほぼ変わらない。

　一方、天衣は瞑目めいもくして全く動かない。

　振り駒の結果を知っても、感情の動きを一切表に出さない。どんな些細ささいな情報も相手に与えないという作戦だろう。

　ただ……固く閉じられた瞼まぶたが、微かすかに揺れていた。

　記録係のタブレットに表示されるデジタル時計を覗のぞき込んでいた蔵王先生が、静寂を破る。

「時間やな。ほな、始めてもらおか」

　無言で交わされる挨拶。瞬く無数のフラッシュ。

　そして姉弟子はさっさと角道を開けると、コップに注いだ飲み物で喉を潤した。
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「すっ、すごいです！　これが……これが夢にまで見たタイトル戦の関係者控室……!!」

　眼鏡ごと目をキラッキラさせながら綾乃あやのちゃんが叫んだ。


「モニターも将棋盤もいっぱいです！　ああぅ！　中継ブログの写真でしか見たことがなかった崇高すうこうな空間に、いま、うちは実際に足を踏み入れているです……！　はぅぅぅ～!!」



　関係者控室が置かれた、通天閣の二階。

　そこには朝からＪＳ研のメンバーが見学にやって来ていた。

　その中でも綾乃ちゃんのハシャギっぷりはハンパない。普段はしっかりしてるけど、この子もまだ小学生なんだなぁ……。

　ちなみに大盤解説おおばんかいせつは地下のホールで行われ、対局室は三階にある。

　あんまり騒ぐと対局者に聞こえるかもしれない。綾乃ちゃんのテンションの高さにちょっとビクビクしながら、あいは俺にお礼を言ってくれた。

「あ、ありがとうございます師匠。みんなも控室に入れてくれて……」

「別に構わないさ。あいの研究会仲間だし、澪みおちゃんと綾乃ちゃんは研修生で女流棋士のタマゴなんだからね。立派な関係者だよ」

　タイトル戦の控室に地元の奨励会員が勉強しに来る光景は見慣れたもの。

　むしろ朝の控室ほど暇なものはないので来客は大歓迎だ。二日酔いでグロッキーになってた清滝師匠も子供たちの前だから少しシャンとなったし。

「ありがとうございますです！　本当にありがとうございますです!!」

　土下座どげざせんばかりの勢いで綾乃ちゃんも俺に礼を言う。

「うちは……うちは、九頭竜先生に夢を叶えてもらえたです……！　いつもお家に泊めていただけるだけでも夢のようなのに……九頭竜先生のためなら、うち、どんなことでもするです！　今この場で裸になれと言われても喜んでなるですっ!!」

「あああ綾乃ちゃん!?　こ、ここには関係者の皆さんがいっぱいいるからね!?　新聞記者さんとかマスコミの人もいるから比喩ひゆ表現は穏やかにね!?　ねっ!?」

　興奮のあまりおかしな発言を始めた綾乃ちゃんを必死で止める。

　が、時既に遅し。

「……いま、『どんなことでもする』って小学生に言わせてたよな……？」

「朝っぱらからＪＳを大量に引き連れて何をさせるかと思ったら、裸になれ……だと……？」

「しかも日常的に小学生を家に泊めてるっぽいし……やっぱりロリコンなんだ……」

「《神戸のシンデレラ》もああやって教育したのかな……？」

「朝は特に報じることもないし、とりあえず記事にしとくか」

　誤報ゥ──ッ!!

「ししょ……じゃないや」

　あいはいつ買ったのかオモチャの眼鏡を装着すると、ＩＣレコーダーを俺に向けて、

「えっほん。えー……九頭竜竜王？　本局の序盤をどうごらんになりますか？」

「ん？　どうしたんだよあい。急に他人行儀になって」

「今日のあいは観戦記者なんです。これは正式なインタビューなんですから、ししょ……じゃなかった、九頭竜竜王もきちんと答えてくださいね？」

　あ、そゆこと。

「すっごーい！　あいちゃん本物の記者みたいじゃん！」

「ＩＣレコーダーを使いこなすなんて……同じ小学生とは思えないです！　あいちゃん、恐ろしい子……です!!」

「えへへー♡」

　みんなの反応に雛ひな鶴つる記者はご満悦だ。

　俺もＩＣレコーダーの存在が気になる。前から持ってて使いこなせるってことは……俺の発言は日常的に録音されてる……のか……？

「澪も記者っぽくしよっと！　くじゅるー竜王、どっちが勝つと思いますか!?」

「うちも取材の練習をさせてくださいです！」

「しゃうもー！　しゃうも、ちちょにいんたぴゅーしゅうー！」

　ポケットに入っていたロリポップキャンディーをＩＣレコーダーに見立ててこっちに突き出しながら、シャルちゃんまでもが記者になる。

　ＪＳによる囲み取材だ。新しい。

「ええと……序盤は、夜叉神さんには珍しくノーマル角かく換がわりの定跡じょうせき形になりました。後手番はどこかで動いていかないと厳しいので、夜叉神さんに何か秘策があるんだと思います。それがハマれば互角以上の戦いができるんじゃないかな？」

「得意の一手損いってぞん角かく換がわりにしなかったのは、なんででしょう？」

「それは一手損角換わりが戦法として厳しくなってるからでしょうね。専門的な話になりますが、ノーマル角換わりの定跡が進歩したことで、一手損するメリットが消えてしまったんです」

「なるほど……！　ありがとうございます!!」

　あいに続いて綾乃ちゃんも質問してくる。

「両対局者の朝の印象はいかがでしょうです？」

「姉……空女王は、さすがの落ち着きでしたね。対する夜叉神挑戦者も、初めての和服がとてもよく似合っていました」

「はいはいはい！　ぶっちゃけどっちの和服姿がかわいいと思いましたか!?」

「え？　ど、どっちがと言われても……」

　澪ちゃんの元気一杯な質問は、俺を戸惑わせた。

　どっち……どっちなんだろう？

「おしえてよ、くじゅるーせんせー。ここだけの話にしとくからさー」

「まぁ……姉弟子の和服は見慣れてるからね。天衣の和服姿は初めてだったし、新鮮さという意味では挑戦者の勝ち……かな？」

「天ちゃんの勝利キタ──ッ!!」

「九頭竜先生が力強く後手勝勢しょうせいを断言したです!!」

「そっか……やっぱり師匠は新しい方が好きなんだ……新しい……つまり、幼いもの……」

　何か話が変な方に行ってない？

「やっぱり竜王はロリコン……」「空女王もまだ十五歳なのにさっさと乗り換えて……」「スマホよりも簡単に幼女を乗り換える男、それが九頭竜八一……」「特にニュースもないし、とりあえず記事にしとくか」

　マスコミが動いた!?


「ちょっ……冗談でもそういうのやめてくださいよ！　記事にすると本気で信じる人もいるんですから！　俺は別にロリコンとかじゃなくて──」



「ねーねー」

「ん？　どうしたのシャルちゃん？」

　俺の腕にぶらんぶらんぶら下がって文字通り『ぶら下がり取材』をしていたシャルちゃんが、最悪のタイミングでこんな質問をぶつけてくる。

「ちちょはね？　しゃうと、いつけっこんしてくぇますか？」


　ザワッ……！



　控室の空気が一変する。圧倒的にヤバい方向へと。

「しゃ、シャルちゃん？　今はちょっと、その話は……」

「ちちょ、しゃうを『およめたんにしたげぅ』って、やくしょくしたんだよー？　いつしてくぇうのー？　いつー？」

　まるで投了の瞬間が来たかのような勢いで、記者の皆さんが慌ただしく動き始める。

　俺がロリコンだという記事を書くために。

「空女王から夜叉神さんに乗り換えたかと思ったら、まさかこんな幼い子と結婚の約束までしていたとは！」

「まだほんの幼女じゃないか！」

「『竜王、金髪ロリと結婚の約束』……スクープだ！」

「速報を打て！　号外もだ!!」

　そんな記事消してえええええ!!　リライトしてええええええ!!

「すごいです！　これが本気を出した控室の雰囲気……熱い！　です!!」

　綾乃ちゃんそんなところに感心しないで！

「そっ、そうだみんな！　取材するなら俺じゃなくて通天閣や新世界にしないか!?　しゅ、取材費をあげるから！　ほら！」

　財布からお金を取り出してＪＳのみんなに渡しながら俺は提案する。絵え面づら的にヤバさしか感じないがそうも言ってられない。

「ついでにお昼ご飯も食べておいで。食レポも大事だからね！」

「えっ!?　将棋の観戦記なのに、建物や食べ物のことを書くんですか？」

　驚くあいに、俺は諭すように説明した。

「対局場やその周辺についても書くのが観戦記の作法だよ。特に、タイトル戦はね」

「ふぇ？　なんで……です？」

「あいの実家も旅館だからわかると思うけど、タイトル戦の準備ってすごく大変だろ？　そんな苦労をしてまで誘致してくれるのは、将棋ファンがお客さんになってくれることを期待してだよ。もちろん『将棋が好き』っていう気持ちが一番だと思うけど」

　だから将棋界もその気持ちに応えなきゃいけない。

「いい将棋を指すのも大切だけど、それだけだとファンの興味は将棋にしか行かないからね。そこで観戦記や中継ブログが、そういう部分をフォローするんだ」

　澪ちゃんが指を鳴らしながら叫ぶ。

「なっるほどー！　だから観戦記って急に建物の名前とかがブチ込まれてるんだね!?」

「そうです。文字情報は永久に残るです。そうした積み重ねによって『名勝負の宿』と呼ばれるようになった旅館やホテルはいっぱいあるです」

　神奈川かながわの『陣屋じんや』、天童てんどうの『滝たきの湯ゆ』、新潟にいがたの『龍言りゅうごん』、山梨やまなしの『常磐ときわホテル』、鏡洲さんが記録係をしに行ってる愛知の『銀ぎん波ぱ荘そう』……挙げればキリがないほどだ。

　そんな数々の宿が対局に適した環境を整えてくれるから、タイトル戦を行うことができる。

　そういった部分も観戦記は拾わないといけない。

「今回の通天閣対局なんて本当に珍しいし、昔からの将棋ファンは懐かしさも感じると思うからね。対局場のことは絶対に押さえておいた方がいい」

「でも……将棋が……」

　あいは盤面を映すモニターをチラチラと見ながら口ごもる。

　俺にインタビューするあいだも視線はずっとモニターを気にしていた。何か動きがあったらどうしようと不安になってるんだろう。

「大丈夫やで。お嬢ちゃん」

　部屋の中央でスポーツ新聞を読んでいた蔵王先生が言う。目の前の継ぎ盤には、まだ駒すら並べられていない。

「初めてのタイトル戦いうもんはな、将棋の内容よりも『時間をどうやって使うか』しか考えとらん。この将棋はまだまだ長なごなるよ。せやろ鋼介？」

「そうですなぁ……タイトル戦での初対局は、まるで夢を見とるようでした。八時間も持ち時間がありましたが、そのうち七時間は自分を落ち着かせるために使ったようなものです。頭の中にあったのは『とにかく一日目で大差になるのだけは避けよう』いうことで……」

　二日制の名人戦でタイトルに初挑戦した師匠は懐かしそうに語る。

　随分昔のように感じるけどまだ十年もたってない。

「ま、そういうことだよ。俺も最初の竜王戦じゃあ怖くて早指しなんてできなかったし、むしろ今のうちに他の取材をしておかないと。勝負が佳境かきょうになったら対局室に入らなきゃならないんだからね」

「……はい！　じゃあ行ってきます！」

　俺の言葉でようやく納得したあいは、ＪＳ研のみんなと一緒に、通天閣と新世界を探検しに行った。
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「両対局者の注文した昼食が届きました！」

　ＪＳ研のみんなが取材に出て一時間ほどが経過した頃。

　運営スタッフが対局者の昼食と同じ物を控室に持って来ると、記者が一斉に群がって写真をバシャバシャ撮り始める。タイトル戦じゃあ見慣れた光景だ。

「挑戦者は『松花堂しょうかどう弁当』。空女王が『シチューうどん（かやくご飯付き）』です」

「「シチューうどん？」」

　初めて見る料理に記者達は首を傾かしげた。

「シチューうどんは新世界に昔からある不思議メニューですよ」

　食ったことのある俺が説明する。

「料理の内容を正確に表現すると『シチュー』っていうより『ポトフ』に近いんですが、要するに肉や野菜を煮込んだ塩味のスープにうどんが入ってます。洋風の素うどんって感じかな？」

「「ほうほう」」

「子供の頃、姉弟子と一緒に新世界の道場に将棋を指しに来た時よく食べてたんです。懐かしいなぁ……最初に頼んだ時、姉弟子は白いクリームシチューが出てくるもんだと思い込んでたから、これ見て泣いちゃって……」

「「なるほどなるほど」」

　記者の皆さんは俺の思い出話をメモると、ついでにこんな提案をしてきた。

「九頭竜先生。せっかくなんで両対局者の昼食を食べ比べてコメントいただけませんか？」

「いいねそれ！」

「食レポお願いします！」

　ええ!?

「しょ、食レポっすか!?　ええと……挑戦者の松花堂弁当は定跡通りの味わいで、女王のシチューうどんは──」

　最近はドラマにもなった漫画まんが『将棋めし』の影響で、対局の内容以上に食事について報じられることが多くなった。

　将棋を知らない人にとってはその方が興味を持ちやすいというのもあるんだろう。姉弟子が勝ったら明日のスポーツ新聞には『白雪姫、秘手ひしゅシチューうどんで死中しちゅうに活かつ！』みたいな見出しの記事が載るに違いない。

　そんなことをしているうちに昼休憩も終わり、対局再開となった。

　先に部屋に戻って盤の前で考えていた天衣は、記録係の「時間になりました」という合図と同時に着手。

　時間ギリギリに戻って来た姉弟子は小考しょうこうの後、その手を丁寧ていねいに受ける。

　天衣が再びほとんど時間を使わず進めていき、パタパタと数手進んだ。

　記者が俺にリクエストしてくる。

「ついでに将棋の解説もお願いできませんか？」

「後手が積極的ですね」

　モニターが遠かったのでスマホの棋譜中継を観ながら俺は答えた。

　天衣は後手番だが、それ故ゆえに主導権を握る必要があると考えているようだ。

「早い段階で端はし歩ふを突き伸ばして、何とか手を捻ひねり出そうとしています。少し突っ張った感じではありますが……」

　全体的なバランスに違和感はあるものの、それは勝負のアヤを求めてのことだろう……この時まだ俺はそう思っていた。

　報道各社の記者たちは短い言葉で速報を打つ必要があるため、結論を求めてくる。

「現局面の形勢は？」

「まだまだ互角ですね。ただ、先手が対応を誤れば差が付くと思います。手番を握って攻めているのは後手なので」

「小学生の夜叉神さんが空女王相手に健闘しているという感じでしょうか？」

「と、いうよりも……女王が受け身すぎるんです。まるで先手番の利を放棄してまで何か得たいものがあるかのような……」

　姉弟子は攻守のバランスが取れたタイプではあるが、終盤力を含めた鋭い攻めが持ち味だ。

　逆に天衣は序盤戦略に秀でた受けの天才。

　今の展開は互いの持ち味を殺すような方向に進んでおり、こういった大勝負でよく見られる地味な将棋になりつつある。まさに『大勝負に名局なし』だ。

　そもそも勝負に絶対はない。

　どんな戦いにも不確定要素は存在し、だからこそ番狂わせというものが起こり得る。

　そしてこの第一局には非常に大きな不確定要素があった。

　お互いにとってこれが公式戦初手合いだということ。

　──姉弟子が様子見に徹してくれてる第一局なら、あるいは……？

「これはまだまだ長くなりそうやな」

　出前の握り寿司を食べ終えた蔵王先生が、おしぼりで指を拭きながら呟つぶやく。

「そうですなぁ。手数はけっこう進みましたが──」

　午後になってようやく酒が抜けてきた清滝師匠も同意する。

　その時、棋譜を映していたスマホにメッセージが表示された。

　あいからだ。

『これから控室に戻ります！』

『俺と師匠はもうすぐ大盤解説に出るけど』

『じゃあみんなでそっちに行きますー』

　ポンポンポン、というテンポいい着信音と共に届いたメッセージには、ＪＳ研のみんなと一緒に通天閣の麓ふもとにある王将碑や、串カツ屋の前に置いてある巨大なビリケンさんの前で撮った写真が添付されていた。

　うむ。かわいい。

「……極上のスウィーツだな。小学生の生写真は……」

　食後のデザートにＪＳの甘く滑なめらかな写真を心ゆくまで堪能たんのうした俺は、

「晶さん」

　椅子から立ち上がりながら、朝からずっと部屋の隅に黙って座っている女性に声をかける。

「俺達は地下にある劇場へ大盤解説に行きますけど、どうします？　一緒に行きません？」


「………………」



　俺が声を掛けても、天衣お嬢様の対局姿に集中しきっている晶さんには全く聞こえてないみたいだ。

　前夜祭のハシャギっぷりとは打って変わって、今日はずっと大人しい。

　カメラも持たず、もちろん朝の対局室にも入らず、この控室のモニターに映し出される天衣の姿だけを黙って見続けていた。

　文字通り飲まず食わずで。ずっとだ。

　現状、モニターに貼り付いて見ているのは晶さんだけ。

　しかも晶さんの棋力では女流トップの高度な将棋を見ても指し手の意味を理解できないため、天井カメラが映し出す盤面の映像ではなく、両対局者を横から捉えた対局室カメラの映像をずっと見続けてる。

　──この時間帯じゃほとんど静止画みたいなものなのに……。

　それでなくても将棋は動きの少ない競技だ。

　この映像をこうやって見続けていられるのは、やっぱり天衣のことを心の底から心配してる晶さんだからこそだろう。

　そんな人に将棋の内容を解説するのは野暮やぼというものだ。晶さんの頭の中にあるのは『どちらが勝つか』じゃなく『天衣に勝って欲しい』という思いだけなんだから。

　そっとしたまま大盤解説に行こうとすると──

「九頭竜先生」

　モニターをじっと見続けている晶さんが、そのとき初めて声を上げた。

「ちょっといいか？　気になることがあるんだが……」

「どうしました晶さん？」

「記録係がやたらと袖を気にしているんだ」

「袖？」

　モニターを見れば、確かに記録係は自分の右袖を何度も顔の高さまで持ち上げて、何かを確認するかのようにジロジロと見ている。

　あれは対局者も気になるだろう。

「何やあの記録は。後で注意せんとな」

　地下の大盤解説会場へ行くための準備をしていた師匠は、ネクタイを整えながら不機嫌そうに言った。

　だが──


「…………？」



　俺は妙な違和感……というか、嫌な予感がしていた。今日の天衣の指し回しを見てずっと感じていた違和感……パズルのピースが一つ欠けているような、そんな違和感。


　──…………袖……？



　右側の袖。右……。

　その意識を持ったまま継ぎ盤を見た瞬間、違和感の正体に気付く。

「あっ!!　ま、まさか……!?」

　気付いた後もすぐには信じることができないほど、それはとんでもない事態だった。

　天カメのモニターを確認する。

　継ぎ盤に並べられた局面と、カメラの向こうの現実の盤を見比べて──俺はようやく、記録係が何を伝えようとしているのかを正確に理解した。

「やっぱり!!」

「ど、どうしたんや八一!?」

「香車です！」

　俺は天カメの左上隅……後手の駒台が映し出されている場所を指で示し、叫んだ。




「右の香が盤から落ちて、駒台の上に載ってるんですよ！」




「「ええええええええええ!?」」

　その場にいた全員が驚きのあまり叫び声を上げる。

　次の瞬間には部屋に残っていた全員が天カメのモニター前に殺到していた。

「ほ、本当だ！　右の香車が無い！」

「気付かないものなのか!?」

「それだけ緊張してるんだろ……初めてのタイトル戦で、しかもまだ小学生なんだから……」

　あるはずの香車が消え。

　そして、存在しないはずの香車が天衣の駒台に載っていた。

「なんでや!?」

　師匠が真っ青になって叫ぶ。

「おそらく和服の袖が当たって、それで駒台に落としてしまったんだと思います……天衣の身体が小さすぎたんだ……」

　激しい感情が入り交じり、俺は全身が震えるのを抑えられなかった。

「床に落ちてくれればええもんを、よりによって駒台とは！」

　ギリリと歯を軋きしませる師匠。

　痛恨つうこんのミスだった。

「検分の時に、盤が大き過ぎるって気付いておきながら……！」

　こんなことになるのなら強引にでも盤を取り替えておくべきだった!!

「銀子は!?　銀子は気付いとるんか!?」

　──当然。

　あの姉弟子が、目の前で起こった異変に気づいていないわけがない。

　いや、それどころか……この指し回しは──!!

　俺はようやく姉弟子の指し手の意味を理解した。

　──姉弟子は受けに回ってたんじゃない。天衣の指し手を誘導していたんだ……!!

「気付け天衣！　気付いてくれ!!」

　思わずモニターに向かってそう叫んでいた。

　聞こえるわけがないし、仮に聞こえてしまったら助言行為で反則になる。

　それでも叫ばざるを得なかった。

「お、おじょうさまぁ……」

　床にへたり込んでしまった晶さんが、震えながら手を合わせて祈る。


「…………」



　立会人の蔵王先生が無言で準備をしている。終局の準備を。

　将棋は孤独な戦いだ。

　ちょっと対局室に行って『香車が落ちてるよ』と声を掛けるわけにはいかない。記録係の行為はギリギリのところだろう。

　控室の祈りはしかし、当然ながら対局室に何の影響も及ぼさない。

　指し手は淡々と進んで行く。

　姉弟子は淡々と受け、天衣は淡々と攻める。

　淡々と……ちょうど香車を打ち込むのに都合のいい駒組みができあがっていく。

「「気付いてくれ……！」」

　その場にいた全員が必死に祈る。

　そして。

　天衣の手が、駒台に伸び────────
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　──いける……!!

　駒台から摑つかみ取った香車を力強く盤上に打ち付けた瞬間、形勢を大きくたぐり寄せたことがわかった。

　昼食休憩中に対局室に入って改めて盤を見たとき、食事前に考えていたより形勢が有利になっていたと悟った私は、そこから積極的に動いていった。

　そして今──快心の一撃を叩たたき込んだのだ。

　私は視線を上げて、盤の向こうに座る空銀子を見る。

　──どう!?　さすがにこれは痛いでしょ？

　今まで私がどんな手を放っても全く表情を動かさなかったその女は──


「…………」



　やはり表情を動かさず、盤上だけを見詰めていた。

　チッ。面白くない。

　けれど空銀子がどう思おうとも、この局面は私が優勢。それは絶対の真理。

　──やったわ……私でも勝てる！　無敗の女王に！

　心臓がドクドクと、胸を突き破ってしまいそうなほど大きく跳ねる。その振動で、打ち付けた駒が震えて上手うまくマス目に収まらない。

　動揺している姿を見せないよう、大きく深呼吸した。


「はぁ……すぅぅ────………………」



　打ち付けた香車から指を離しつつ、私は天を仰いだ。

　対局の途中だったけど、じわりと目に熱いものが溜まる。

　夢に大きく一歩近づいたのだから。

　──お父さま、お母さま……これで一つ勝ちました。絶対にタイトルを獲ります……！

　だけどまだ喜ぶ時じゃない。冷静に……！

　逸はやる気持ちを抑えるため席を外そうとした、その時。

　何の予告も無く襖ふすまが開き、和装した立会人が姿を現した。

「……？」

　何かしら？

　対局場の様子を見に来たの？

　でも……こんなタイミングで？

　私が質問しようと口を開きかけたのと、立会人の蔵王達雄九段が発言したのは、ほぼ同時だった。

　立会人はこう言ったのだ。




「ここ迄までやな。今の手をもって、空女王の勝ちとなりました」





　……………………は？



「ありがとうございました」

　空銀子はそれを当然のように受け容れ、冷たい声で礼をする。

　私は……混乱した。

「え？　な、なん……で？」

　盤側では、私のことなど無視するかのように終局の作業が淡々とこなされている。それが信じられなかった。

　私はもう一度言う。今度は叫ぶように。

「なんでよ!?　どうして私がここで負けなきゃいけないの!?」

　立会人に続いて続々と対局室に人が入ってくる。まるで堤防が決壊したかのようで、私はそれを必死に押し戻そうとする。

「対局は続いてるわ！　早く出て行ってッ!!」

「終わったんだ」

　答えたのは八一ししょうだった。

　険しい表情を浮かべた師匠は、報道陣の後に続いて入室すると、盤上の一点を示してこう告げたのだ。

「天衣。その香車は持ち駒じゃない」


「はぁ？　何を言っ…………て…………………………ッッッ!!」



　血の気が引いていくのがわかった。


　頭に上っていた全ての血液が、一気に足下へと逆流して…………私はストンと座布団にヘタり込む。



　腰が抜けたとわかったのは、ずいぶん後になってからだ。

「……お前が盤の奥に手を伸ばした時、和服の袖が当たって、それで駒台に落としたんだ……すまない」

　師匠の言葉は苦渋くじゅうに満ちていた。

　けれどそんな表情を浮かべているのは師匠と、それから大師匠くらいで……ぞろぞろと押し入ってきた報道陣や関係者は『どうしてこんなことに気付かない？』とでもいうような表情で私を横目に見ながら、勝った空銀子を撮影する。

　そうだ。こんなの気付かない方が悪い。

　気付かなかった自分が信じられなかった。

　この私が……こんな素人みたいな負け方をするなんて……。


「なんで…………？」



　──なぜ、きづかなかったの？

　──わたし……そんなに、よわかったの？

　悔しさがじわじわと押し寄せて、鼻の奥がツンとした。必死に止めようとしても、感情が涙になって溢あふれることを止められない。

　さっきとはまるで違う涙に。

「天才同士の対局が、こんな終わり方をするなんて！」

「女流タイトル戦でこんな反則ってあるのか!?」

「わしの知る限りでは、過去に一度だけ……何十年も前のことですが」

　ちょうどいいニュースの題材が見つかったとでもいうように騒ぎ立てる報道陣と、申し訳なさそうに説明する大師匠。

　それがまるで、罪を犯した子供のために謝罪する親のように見えて、私の心を抉えぐった。

　──こんな負け方……お父さまとお母さまに、どう報告したらいいの……？

　落とした駒を使って負けた将棋のことは、知っている。

　昔の女流棋士のあまりのレベルの低さに呆れたものだった。

　しかしそれですら終盤の白熱した局面で起こった。私は中盤の駒組み……自分がバカにしたレベル以下の、死にたくなるほど恥ずかしい反則……。

「空女王……お疲れ様でした」

　代表記者が申し訳なさそうに盤側に座り、勝利者へインタビューを開始する。


「その、うかがいづらいことではあるんですが…………空女王は、夜叉神さんの香車が駒台に落ちたことには気付いていらっしゃったんですか？」



「はい。気付いていました」

「指摘なさろうとは思わなかった？」

「勝負ですから。とはいえ、わざと香車を打たせようとはしませんでした。流れの中でそうなったまでです」

　──……噓うそだッ!!

　ギリギリと歯は軋ぎしりをして、私は空銀子のその言葉を嚙み締めていた。

　空銀子は全て把握していた。私が駒を落としたことも、そして私がそれに気付いていないことも、だからその香車を打ってしまうことも……打った瞬間に『勝った』と調子に乗っていたことすらも。

　あらゆる面で私は空銀子に劣っていた。

　対局前から私は互角に張り合ってるつもりだったけど、こちら側の心の動きは完全に見透みすかされ、利用されていた。

　私が思い描いていた読み筋は、自分にとって都合のいい、現実からかけ離れた妄想もうそうだった。

『勝ちたい』という気持ちがいつの間にか『勝てるはず』という気持ちにすり替わり、それが『勝っている』という妄想に繫つながった。駒台に落ちていた香車を何の疑いもなく使ってしまうほどに。

　つまり、私が見ていたのは夢だったのだ。


　そして夢は…………一瞬で悪夢に変わった。



　けどこの夢は絶対に醒さめない。私はそれを知っていた。

　いつだって、絶対に起こって欲しくないことが起こった時……それは消えてくれない。




　私にとって現実こそが最低最悪の悪夢なのだから。
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「それで？　夜叉神やしゃじんさんは落ち込んでいらっしゃるんですか？」

　写真を撮り終えたパフェに細長いスプーンを突き刺しながら、その美女は尋ねてきた。

「元気ですよ。表面上は」

　俺は抹茶まっちゃラテの表面に浮かぶハートマークを見詰めながら答える。

　いかにもインスタ映えしそうなラテアートだ。飲むのがもったいない感じもするが、撮影が終わってしまえば後は飲むしかない……将棋が終われば盤面を崩してしまうように。

「ただやっぱり、ダメージはでかいです」

「ほう？」

「初めて聞かれましたよ。『私のどこを見込んで弟子に取ったの？』って」

「……それは重症ですね」

　質問の形を取ってはいるが、要するに自分に自信が持てなくなったから他人に才能を認めて欲しがっているのだ。

　傲岸ごうがん不ふ遜そんな普段の天衣あいならあり得ない。心を折られた何よりの証拠だった。

「あんな終わり方じゃ観戦記も書けないから、あいの取材も継続中です。そもそも終局の瞬間も見逃しちゃいましたからね……」

「雛鶴ひなつるさんは結局、どこの観戦記を担当なさるんです？」

「第三局になると思います。第一局については蔵ざ王おう先生の解説というか漫談というか、そういうのが代わりに載るみたいで」

「三局目というと、夜叉神さんの地元である神戸こうべ対局ですね」

「ええ。でも、このままじゃ……」

　第三局が最終局になるだろう。姉弟子あねでしの予定どおりに。

　地元ホームでの対局は応援も多くて励みになるけど、精神的に追い詰められた状況だとその応援がかえってプレッシャーになってしまう。

『地元でタイトル戦が終わるのだけは避けたい』という気持ちになれば第二局にもプレッシャーがかかるし、精神的に立て直さないとこのまま一気にガタガタ行きかねない。

　パフェにスプーンを突き刺したまま美女が言う。

「初めての観戦記でこんなことになって雛鶴さんも大変でしょう。第三局ほんばんまで時間もできましたし、よろしければ私が観戦記者のお仕事についてご指導させていただきますが？」

「助かります」

「ちょうど中継の仕事が入ってますから、それを手伝っていただきましょう」

　そう言ってから美女は意地の悪い笑顔を浮かべて、

「ま、ご安心ください。どんな凡局ぼんきょくでも観戦記の書きようはありますから」

「いや凡局になってもらっちゃ困るんですが……」

「初タイトル戦で、しかも第一局であんな反則負けをしてしまえば精神的に崩れるのも当然でしょう。むしろ私は安心しましたよ」

「え？」

「《神戸のシンデレラ》も十歳の女の子なんだな、と」

　俺の向かいに座る美女──鵠くぐい記者は、そう言ってようやくパフェを口に運んだ。「ん～♡」と幸せそうに悶絶もんぜつしている。

　ここは京都きょうとの、とあるカフェ。

『インスタ映えしそうなパフェとラテを出すデートにピッタリなお店特集！』というタウン誌の欲張りな企画のため、鵠記者は最近有名になりつつあるこの店を取材に訪れていた。

　俺はそのお手伝いだ。

　デートにピッタリなお店感を演出するために必要という理由で、一つのドリンクをハートマークのストローを使って二人で飲んだり、パフェを『あ～ん♡』したり、とにかくバカップルっぽく見える写真を撮りまくった。

　こういうのって普通はモデルさんとか使ったりするんだろうけど──

『俺なんかでいいんですか？』

『竜王がいいんです』

　ということらしい。普通っぽい感じの方が読者から共感を得られるってことかな？

　けど正直、このお誘いは渡りに船だった。

　少し前に行われた山城やましろ桜おう花か戦の時に交わした約束を果たす……というのは表向きの理由で、この人に聞きたいことがあったのだ。

「どうすればいいと思います？　第二局まで時間が無さ過ぎて、修正するポイントがわからなくて……せめてまともな精神状態で戦えるようにはしてやりたいんです」

「どうすれば空そら銀子ぎんことまともに戦えるか……ですか」

　鵠さんはせっせと動かしていたスプーンをピタリと止めて、

「そんなのこなたが教えて欲しいくらいや」

　ボヤくようにそう言うと、眼鏡を外し、結い上げていた髪を下ろしながら、窓の外に視線を向けて語り始めた。

「……銀子ちゃんと一度でも指したことがある女流は、誰もがその壁にぶつかるんどす」

「壁？」

「胸のことではおざりませぬよ？」

　確かに姉弟子の胸は壁のようだけどそれぐらいわかる……。

　観戦記者の鵠から供御飯くぐい万智まち山城桜花への変身を遂げると、自分の巨乳を面白そうに指で示してから、真面目な顔で続きを語った。

「才能。努力。環境。それから、持って生まれたスター性。あらゆる面で銀子ちゃんは女流棋士として規格外や。そんな規格外な存在と自分を比べてしまった時点で、もう平常心で戦うのは不可能どす。必ずバランスは崩れる」

「でも比べなきゃ戦えないでしょ？　相手と自分を比べて、劣ってるところと勝ってるところを把握しないと……一発勝負ならともかく番勝負ばんしょうぶじゃ勝てないですよ」

「それは天才だけが口にできる理屈どすなぁ」

「天衣だって天才です。棋才は姉弟子とそう変わらない。いや、むしろ序盤の才能だけなら凌駕りょうがしてると言っていい」

「ん～……嚙かみ合わんなぁ話が」

　供御飯さんは苦笑すると、

「竜王サンは銀子ちゃんと近すぎて、かえってあの子の凄すごさが理解できんのやろうね」

「そういうわけでもないと思いますけど……」

「ま、身近な存在同士が番勝負するいう状況に、竜王サンも冷静さを欠いておざるのやもしれませぬな」

「その自覚はあります。だから俺が一人で考えてても、天衣のために何をしてあげたらいいのかを思いつきそうになくて……」

「そんで銀子ちゃんとも天ちゃんとも戦たたこうたことのあるこなたに真っ先に相談しはったわけどすな？」

「いや供御飯さんは三人目なんです」

「へぇ？」

　供御飯さんの目が、伏ふし見み稲荷いなりの狐きつねのように細くなる。

「こなたより先に二人も相談する相手がおざるとは……竜王サンも隅に置けんなぁ？」

　そんなことを言いつつスプーンに舌を這はわせる供御飯さん。

　笑ってるはずなのに……なんかこわい。

「その人らは何て？　どんなアドバイスを？」

「特に何も。いつも俺が一方的に喋しゃべるのを聞いてもらうだけですから」

「？」

　怪訝けげんそうな表情を浮かべた供御飯さんは俺の言っている人が誰なのかを考えていたようだが……途中からどうでもよくなったようでパフェの残りを食べ始める。

「それにしても、竜王サンも酷こくなお人どすなぁ」

「は？」

「こなたに天ちゃんへのアドバイスを求めるとか。鬼畜きちくの所行しょぎょうや」


「それは…………申し訳ないとは思ってます。マナー違反だということも……」



　供御飯さんは挑決で天衣に負けた。その心には最も深くて新しい傷が刻み込まれている。

　天衣が負けて内心スカッとしてるかもしれない。

　俺だって同じ気持ちになったことはいくらでもある。だからわかってる。

　わかってるけど……。

「そこまでするほど大切なんどす？　あの子のことが」

「弟子ですからね」


「………………」



　供御飯さんは視線を落とすと、黙々とパフェを食べ続ける。

　──やっぱり失礼だったか……。

　年上で、しかも昔から仲良くしてる気安さから、俺はいつもこの人に甘えてしまう。

　だが──

「《茨姫いばらひめ》」

「は？」

　今度は俺が怪訝けげんな表情を浮かべる番だった。

「銀子ちゃんと最初に戦って、最初に壁に突き当たったあのお人なら、何かを摑つかんでおざるやもしれませぬな」


「あっ……！」



　思わず椅子から腰が浮きかけた。

　──どうしてあの人のことを忘れていたんだろう？

　あの《茨姫》であれば……かつての《茨姫》ではなくああなった《茨姫》であれば、天衣に何かを伝えてくれるかもしれない。

「ありがとうございます供御飯さん！」

「どういたしまして竜王サン」

　供御飯さんはスプーンで俺の唇をつっつきながら、

「お礼はまたデートしてくれたらそれでええよ？　次は取材抜きで♡」
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「そんなことをして何の意味があるの？」

　ここ数日で口癖になりつつあるセリフを天衣はまた口にした。

　隣を歩くあいが宥なだめるように言う。

「て、天ちゃん……せっかく師匠ししょうがセッティングしてくれたんだから……」

「だったら練習将棋の相手でも探してくれたほうがよっぽどマシよ！　次は有利な先手番なんだから……絶対に落とせない対局なんだから……！」

「今から慌てて練習将棋なんて指したって焼け石に水さ」

　二人の先を歩きながら、俺は振り返ってそう言った。

「第二局まで何局指せる？　それで急激に棋力が上がることなんてあるわけないって、お前だってわかってるだろうに」

「……ならどうすればいいの？　将棋を指さずに強くなるなんてことがあるとでも？」

「ある」

「っ……!?」

「かもしれない」

「何よそれ!?　おちょくってるの!?」

「俺にもよくわからないんだよ。だからその答えを聞きに行くのさ」

　メンタルが不調な時ほど、技術でそれを補おうとする。研究したり練習将棋を指したり。

　けどそれは結局、逃避でしかない。

　そのことを俺は名人との竜王戦で学んだ。

『絶対に勝てない』と思われる相手と盤を挟む時、まず必要なのが『絶対に勝てないなんてことはない』という状態までメンタルを持って行くこと。

「それで……師匠？　今日お会いする方は、この前の女流玉座じょりゅうぎょくざ戦で挑戦者になった方なんですよね？」

　あいは気まずい空気をほぐそうと会話に加わってくれる。

「ああ。直近ちょっきんで姉弟子と番勝負をした女流棋士だ。しかもあの姉弟子をあと一歩ってところまで追い詰めてた。すげぇ将棋だったよ」

「じゃあ空先生の弱点とかをご存知なんでしょうか？」

「いや。その人が本当に凄いのは、出産や子育てをこなしながらタイトル戦に出て、しかも以前よりいい将棋を指してることなんだ。勉強時間だって減ってるはずなのに強くなってる。そこが凄いんだよ。いくら旦だん那なさんがプロ棋士だからって──」

「女流棋士とプロ棋士のご夫婦なんですか!?　それはとっても参考になりそうですっ!!」

「お、おお……そうだろ？　参考になりそうだろ？」

「はいっ！　根ほり葉ほり質問してきますッ!!」

　す、すごい喰くいつきだ……あいちゃんは向上心のカタマリだね！

　けど本命が全く喰いついてこない。困った。

「姉弟子だって強くなってる。奨励会で三段になったのがその証拠だ。けど、その人はそんな環境の中で姉弟子との差を縮めたように俺には見えた」

　聞いていた天衣は「ふんっ」と髪を搔かき上げながら、バッサリ切り捨てる。

「でも負けた」

「そりゃ負けたさ。姉弟子に勝った女流棋士は一人もいないんだからな」

　十一歳で女流棋戦に出場して以来、姉弟子は女流棋士に一度も負けていない。

　五年間無敗。五五戦して五五勝。持将棋じしょうぎや千日せんにち手てすら一度もない。

　改めて、化け物だと思う。

　そんな化け物が最初に血祭りに上げた強豪が、俺たちがこれから会いに行く相手だ。

「女王戦が創設されて初めてそのタイトルを獲った初代女王。その後、女流玉座も獲得して、釈迦堂しゃかんどさんに代わる女流棋界のトップとして君臨しつつあったその人は、まだ小学生だった姉弟子に二つのタイトルを奪われて無冠へと転落した」

　つまり姉弟子の最初の『被害者』とも呼べる。

「その棋風は、あらゆる無駄を削そぎ落とした効率化の権化ごんげみたいな将棋だった。感想戦は常に無し。将棋にプラスになることしかしようとせず、私生活でも他者との関わりを絶っていた。そうして付いた異名が──」

「《茨姫》」

　答えたのは天衣だった。

　あいが驚いたように、

「天ちゃん、知ってるの？」

「まあ……ね」

　天衣はどこか含みのある口調で頷うなずいてから、

「私としては、あんたが知らない方が驚きなんだけど？」

「そりゃ仕方無いさ。あいは将棋界に入ってまだ一年。《茨姫》は妊娠や出産・育児でここ数年は長期休場を繰り返してたから、知らなくても当然だよ」

　むしろ天衣が《茨姫》という異名を知ってる方が驚きだ。

　かつては将棋雑誌なんかでもその異名が使われてたけど、今じゃもうすっかりそうは呼ばれなくなったから。

　どうして《茨姫》って呼ばれなくなったかって？

　棋風も性格もそれ以外もガラッと変わったから。

　初代女王を戴冠した当時は本物のお姫さまのようだった《茨姫》は──
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　今やすっかり丸くなりました。身も心も。

「まあまあまあまあ！　何てかわいいお弟子さんなの!?　まあまあまあまあまあ!!」

　大阪おおさかの北。千里中央せんりちゅうおう駅から少し歩いた、広い公園の前に建つ集合住宅。

　その一室のインターホンを押すと、赤ちゃんを抱えたぽっちゃり美人が玄関から勢いよく飛び出してきた。

「お久しぶりです花立はなだちさん。本日はお忙しいところ──」

「やだもう！　堅苦しい挨拶あいさつなんていらないわよぉ。育児にかかりっきりで人と話せる機会に飢えてるんだもの。お客様は大歓迎よ大歓迎！」

　花立薊あざみ女流五段。

　茨城いばらき県出身ということもあって《茨姫》と呼ばれていたが、第一子を出産してからは関西出身の夫の実家近くに引っ越して関西所属となっている。

　長期間の休場に入っていたんだが第二子を妊娠中に突然の復帰。

　そしていきなりタイトル戦に登場したのは棋界に衝撃を与えた。

　安定期と説明されてても、その大きなお腹なかには衝撃を受けたもんだ。将棋指してる途中に産まれるんじゃないかって、みんなビクビクしてた。

「それにしても、あの八一やいちくんが弟子を取るような年齢になるなんて……しかもその弟子が二人とももう女流棋士になってるなんて、私も歳を取るわけだわねぇ」

「花立さんだってまだ二十代じゃないですか。ぜんぜん若いですよ」

「あらやだ！　お世辞なんて言えるようになっちゃってまあ！」

「あだッ!?」

　バチーン！　と背中を叩たたかれて俺は前に吹っ飛んだ。

　体重が増えたせいか、パワフルすぎる……昔はもっと細かったし他人に全く興味がない感じだったから会話すら成立しなかったのに、今では完全に大阪の肝きもっ玉たまお母さんだ。子供を持つとこうも変わるんだなぁ……。

　リビングに通されると、そこには床にペタンと尻餅しりもちをついてる二歳くらいの女の子。

「さーちゃん。八一お兄ちゃんが来てくれたわよ？」

　女の子は持っていたオモチャを床に放り出すと、立ち上がって、よたよたとこっちに寄ってくる。

「にーちゃ♡　にーちゃ♡」

「さーちゃん久しぶり。ちょっと大きくなったかな？」

　長女の花立桜さくらちゃんとは、女流玉座戦の控室で会って以来だ。

　お母さんに似て美人さんである。

「会ったのはけっこう前なのに、憶えててくれたんですね？」

「ネット中継で八一くんの対局を流したりしてるもの。『にーちゃ♡』って何時間でも飽きずに見ててくれるから助かるわぁ」

「なるほど。両親ともに棋士っていう家庭環境だと、教育番組より先に将棋中継にハマるようになるんですね……」

「ルールはまだ理解できないけどねぇ。さてと──」

　赤ちゃんをベビーベッドに寝かせると、花立さんはその場に正座して、あいと天衣にしっかりと挨拶あいさつをする。

「初めまして。室賀むろが央ひろし門下、女流棋士の花立薊です」

　すぐにその場に正座して挨拶を返したのは──

「九頭竜くずりゅう八一門下、一番弟子の雛鶴あいと申します！　本日は貴重なお話をたくさん聞かせていただけるとのことで、とても楽しみにしてきました！」

「あらあら。おばさんの話なんて退屈じゃないかしら？」

「そんなことないです！　ご主人さまとの出会いとか、プロポーズの言葉とか、プロ棋士と女流棋士の結婚生活について詳しくおうかがいしたいですっ!!」

「そういう話で良かったの？　将棋の勉強方法について聞きたいって、八一くんからは連絡を受けてたんだけど……？」

「いやいや将棋の話でいいんです。将棋の話で……天衣、ご挨拶しなさい」

　なぜか興奮している一番弟子を制しつつ、俺は二番弟子にも挨拶を返すよう促す。

「……夜叉神天衣、です」

「よろしくね。うふふふふ」

　ブスッと突っ立ったままの天衣を、花立さんは面白そうに見ている。

「つぼみぐみ、はなだちさくりゃ……でしゅ」

　さーちゃんが自己紹介の真似をして、緊張した空気がほぐれた。

　花立さんは、さーちゃんにしがみつかれてる俺を見ると、

「八一くん、子供は好きよね？」

「は？」

　俺が何かを言う前に、あいが妙に冷たい声で答える。

「師匠は小さければ小さいほどお好きです。ね？　天ちゃん？」

「そうね。大好物ね」

　ちょっとー。

「ご、誤解を招きかねない発言は慎みなさい！　俺はむしろ年上が好みであって、幼女に対してそういう感情は──」

「……にーちゃ、さーちゃ、ちゅきじゃないん？」

「違う違う違う！　さーちゃんのことは大大大だぁ──い好きだょ？」

　泣きそうになってるさーちゃんを抱っこしてそう言ってあげると、

「さーちゃも、いっぱいちゅきー♡」

　と言いながら俺のほっぺをぺたぺた触ってくる。かわいい♡

　が。

「……ししょう？　赤ちゃん相手になにデレデレしてるんですかロリコンなんですかさすがに通報しますよ……？」

「……本当はその赤ん坊に会いたかっただけなんじゃない？」

　二人の弟子の冷たい視線が……痛いッ!!

　逆に《茨姫》は刺々とげとげしさを全く感じさせない温かい声で、

「じゃあ八一くんは下の公園でこの子と遊んできて。ここから先は女流棋士だけの、秘密のお茶会ですからね！」

　そう言って、俺を部屋から追い出した。
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「さ！　邪魔者はいなくなったわ」

　八一を追い出すと、花立はあいと天衣に改めて向き直った。

「私のことはどこまで知ってる？」

「最初の女王で、空銀子にタイトルを奪われた女流棋士だってことくらいよ」

　トゲのある天衣の言い回しに微笑ほほえみながら、花立は頷く。

「そうね。棋譜は？」

「わたしは……すみません。時間がなかったので直近の女流玉座戦だけ並べてきました。どれも面白い将棋だったと思います！」

「ありがと。昔の棋譜はどう？」

「女王を獲った時の将棋はよかった」

　天衣が横を向いたまま言う。

「けど、それ以降の棋譜はほとんど並べる価値がない。特に空銀子に負けて失冠してからの将棋はゴミ以下よ」

「正直な子ね。話しやすくて助かるわ」

　あいはそんな二人の表情を「……？」と不思議そうに見詰めている。

　花立は立ち上がると、お茶の準備を始めた。

「その頃の私の写真があるわ。《茨姫》と呼ばれていた頃の……痛々しくて、あまり見たくはないんだけど」

　紅茶とお茶菓子のクッキーを出すついでといった感じで、花立は数年前の将棋雑誌を二人の前に積み上げる。

　一番上に積んであった雑誌の表紙は中学生になったばかりの銀子で、あいは何気なくその表紙をめくった。

　そして目を見開く。

「ッ……!!　こ、これ……」

　そこにいたのは──今と似ても似つかない、花立薊の姿だった。

　天衣も動揺を隠せない。

「こ、これって……これって、まるで……まるで……！」


「空…………銀、子……」



　天衣がゴクリと唾つばを飲み下しながら、その名を口にする。

「……最近ようやく、当時の写真を冷静に見られるようになったの」

　最初に女王になった頃の写真と、銀子に負けてからの写真。

　全く違う二人の自分を見比べながら、花立は言う。

「私はね？　銀子ちゃんになりたいと思ってた。若くて、綺き麗れいで、将棋が強くてストイックで……誰だって銀子ちゃんに憧れるでしょ？」

「だ、だからって……外見までマネするなんて……」

　あいは理解できないといったように呻うめく。

「最初はね？　あの子がどんな環境で、どんな勉強をしているか調べてマネをする程度だったのよ？　でもそれだけじゃぜんぜん勝てなくて」

　次第にやせ細っていく花立。

　不健康なほどに色が白くなっていく花立。

　遂には髪の色を抜き、カラーコンタクトで目の色も変え、セーラー服まで着て盤の前に座る花立は、明らかに異常だった。

　タイトル戦の前夜祭で並んで立つ二人の写真があった。

『姉妹のような二人』

　将棋雑誌にはそう書かれていた。

　たったそれだけしか書かれていないことが逆に、異常性を際立たせていた。

「……おぞましい」

　天衣は写真から目を逸そらして吐き捨てる。


「…………」



　あいですら、あまりの衝撃に言葉が出ない。

「自分よりも遙はるかに年下の、たった十二歳だった銀子ちゃんに六連敗して二つのタイトルを奪われ、私は人生がひっくり返るくらいの衝撃を受けた」

　かつて空銀子になろうとした女は語る。

「あの子が関西の棋士と研究会をしていると聞けば自分も関西のプロに頼み込んで研究会をしてもらった。内弟子をして二四時間将棋が指せる環境にあると聞けば、自分も私生活の全てを捨てて飲まず食わずで将棋の研究をした」

　奨励会員となった銀子を追って花立も奨励会に入ろうとしたが、さすがにそれは師匠が止めた。

　本当にプロになりたくての行動ならば許可もしたろうが、花立の目的はプロ棋士になることではなく空銀子になることだったから。

「でも無理だった。どれだけ頑張っても私は銀子ちゃんにはなれなかった。無理をし過ぎて身体を壊し、心も壊して……どんどん差は広がっていった」

　花立がめくる将棋雑誌のページには、ガリガリにやせ細った《茨姫》の姿があった。

　もはや空銀子でも、花立薊でもない……餓鬼がきのように憐あわれな存在を見詰めながら、花立は静かに語る。

「壊れていく私を止めてくれたのが、一緒に研究会をしていた関西のプロ棋士……今の夫だった」

　最も近くで彼女を見詰め続けていた人物が、《茨姫》を目覚めさせたのだった。

「その人はね？　私を好きだと言ってくれたの。壊れてしまった私を。かつての自分を見失い、銀子ちゃんにもなれない私を。そしてこう言ってくれたの」

　その言葉を聞いた瞬間を思い出すかのように、《茨姫》は言った。

「『君が将棋をしていなくても、きっと君を好きになった』……って」

　その言葉を、天衣は黙って聞き。

「すてき……」

　あいは目に涙を浮かべてそう漏らした。

「私には将棋しかなかった。私から将棋を取ったら何も残らないと思ってた。将棋が弱くなれば……タイトルを失えば、自分も価値を失うと思い込んでた」

　花立は語り続ける。

「けどその人は、将棋を取った私を好きになったって言ってくれたのよ。だから結婚したの。即答だった。ノータイムで『イエス』と言って、その瞬間に私は呪縛じゅばくから解かれた……空銀子になりたいという呪縛から」

　目を潤ませ、声を震わせながら、《茨姫》は言う。

「将棋で負けたとき以外で泣いたのは、それが人生で初めてだった……」

　ベビーベッドに寝かされていた赤ん坊が母親を求めて泣き、花立は笑顔を浮かべて愛いとしい我が子を抱く。

　子供が泣き止むのを待ってから、天衣が口を開いた。

「……それで？　さっさと子供を作って将棋から逃げたってわけ？」

「いいえ。銀子ちゃんになれなかった私は、それでも銀子ちゃんに勝たなくちゃいけない。銀子ちゃんじゃなくて私のことを好きになってくれた夫のために。それが女流棋士としての私の意地」

　怒るでもなく、子供を抱いたまま淡々と花立は語る。

「それに子育てを理由に将棋が弱くなったと言われたくなかった。子供のせいで道が閉ざされたなんて、大きくなったときに子供たちに思って欲しくなかった。だから強くなりたかった。周囲から『子供を産んで強くなったね』って言われるために」

　話しながら、花立は次第に母の顔から棋士の顔になっていく。

「どうすればいいか必死に考えたわ。銀子ちゃんのマネをしてもダメ。マネをしたところで届かないし、そもそもそんな時間も体力もない」

「じゃあ……どうしたの？」

　初めて興味らしきものを示し、天衣が尋ねる。

「時間を効率的に使うのはもちろん。子供におっぱいをあげている時でさえ将棋のことを考え続けた。今はスマホと考える頭があれば将棋の勉強はできる。そして将棋の組み立てから考え直したわ。学習方法から戦型選択まで、全てを一から自分で考え直したの」

「……」

　天衣は腕組みをして黙り込む。

「私の経験だと、妊娠中は頭の処理速度や認識能力が低下する実感がある。でもそれは対局数が激減することに伴う実戦勘の鈍にぶりかもしれないし……確かなことは言えない。ただ一つ言えるのは、第一感や直感はそんなに変わらないということ」

　言葉を選びながら花立は話し続ける。

「だから私はこの前の女流玉座戦で、早指しと主導権を握る指し方を強く意識したわ。元々は受けの棋風だけど、妊娠時には適さないと判断したの」

「直感を頼りに指した……って、いうことです？」

「そうよあいちゃん。私にもあなたみたいなすごい終盤力があればよかったんだけど」

　主導権を握り、早指しで相手を間違わせ、さらに時間も残す。

　斬きり合いになる前に大差をつけて圧倒する将棋を花立は目指した。

「す、すごいです！　理想的な勝ち方です！」

「何をいちいち感動してるのよ」

　目を輝かせるあいに、天衣はバカバカしいと言わんばかりにツッコミを入れる。

「そもそも妊娠中の話なんて聞いたって参考にならないでしょ？」

「そんなことないよ天ちゃん！　赤ちゃんは授かり物なんだよ!?　だからいつできてもいいように準備しておかないと」

「はぁ？　私たち、まだ十歳なのよ？」

「そうだよ？」

　あいは「それが？」みたいな表情だ。全く話が嚙み合っていない。明日にでも子供ができる可能性を全く疑っていない目だった。

　その真っ直ぐな瞳に《茨姫》は戦慄せんりつする。

「あ、あいちゃん……？　あなた、普通の子かと思ってたけど……やっぱり噂どおりね……」

「ふぇぇ？」

　あいは不思議そうに首を傾かしげた。

　天衣は「こういうヤツなのよ……」と呟き、花立は「な、なるほど……これは天才ね……」と苦笑している。あいは「？」と首を傾げ続けていた。

「ともかく……」

　話を本筋に戻そうと、天衣は咳せき払いしてから言う。

「あなたがどうやって空銀子と戦ってきたかは理解した。大変だったとも思う。けどやっぱり勝てなかったわけでしょ？　申し訳ないけど私は別の方法で勝つわ」

「それでいいと思う」

「は？」

「直感を頼りに指すという方法が将来的な棋力の伸びに繫つながるかというと、そこは疑問なの。いま勝つ方法と強くなる方法は必ずしもイコールじゃない。私だって十分な時間があれば根本的な棋力を伸ばす勉強方法を取りたかった」

　花立はあいに視線を向けながら、

「それにあいちゃんはともかく、天衣ちゃんは直感で指して強くなるような将棋じゃないと思うしね」

「ッ!!　……私がこいつに才能で劣るって言うの？」

　あいを指で示しながら天衣が詰問きつもんすると、花立は無言で微笑んだ。肯定こうていの証あかしだ。

　天衣は髪を逆立てるほど激怒して、

「偉そうに言うなら、空銀子に勝つ必勝法をここで言ってみなさいよ！」

「愛」

「は？」

「人を愛すること。恋に落ちること。それが私の見つけた必勝法」


「………………」



　ポカンとする天衣に向かって、花立はさらに言う。

「愛に限りなんてないわ。愛は重くもないし、かさばらない。たくさん愛を持っていればそれだけ強くなれる。特に女は変わるわよ？　恋をするとね、超強くなるの」

　そして悪戯いたずらっぽく、こうつけ加えた。

「あなたよりも銀子ちゃんが強いのは、もしかしたら……銀子ちゃんが恋をしてるから？　かも？」

「あ、ありえないわよ！　あんな冷血女が恋なんて……っていうか別に私だって恋愛になんか興味はないわ！　将棋と無関係よそんなの!!」

「そうね。若いあなたには、きっとまだわからないわね」


「…………何よ、偉そうに……」



　わからないと決めつけられ、悔しそうにギリギリと歯は軋ぎしりをする天衣。

《茨姫》は広げていた将棋雑誌に視線を落としつつ、

「銀子ちゃんにとって、結婚する前の私は戦いやすい相手だったと思うの。だって自分と同じ読み筋の、自分よりも読みの浅い相手なんですもの」

「「っ……!!」」

「でも結婚した後の私は、全てを自分で考えた。それまでと全く異なる環境で生まれた発想は銀子ちゃんでは絶対に辿たどり着つけない私だけの武器になった。盤を挟んでいても伝わってきたわ……銀子ちゃんの戸惑いと焦りが。あんなの初めてだった」

　将棋には流行がある。強い人間が指す戦法は一気に他の棋士も指すようになる。

　それと同じように、トップが行っている勉強方法も広まる。

　トップ棋士と同じ勉強をして、同じ戦法を使えば確かに棋力は上がるだろう。

　だが所詮しょせんオリジナルには敵（かな）わない。


「…………」



　天衣は悔しそうに唇を嚙んでいた。

　論理的に反論する言葉を探しても見つからず……結局、一言だけこう返す。

「……でも、負けたわ」

「そうね。やっぱり負けたわね」

　かつて《茨姫》だった母親は素直に頷くと、

「けどね？　前よりいい将棋が指せたわ！」

　健康的な笑顔でそう言った。

　そして《茨姫》は、迷えるシンデレラに向かって優しく語り掛ける。

「見つけて。あなただけの必勝法を」

　そう言ってから、花立薊は言葉を変えて同じメッセージを繰り返した。

「あなただけの恋を」





[image: ]　　不思議の国のアリス






「いったい何なのよ！　あいつは!!」

　師匠を呼びに行くため《茨姫》の部屋を出た私は、憤いきどおりが収まらず叫び散らした。

　ああイライラする!!

「結婚して子供を産んで、それで頭がお花畑になってるだけのババアじゃない！　ホンッと、時間の無駄でしかなかったわ！　偉そうに延々と自分語りした挙げ句の結論が『愛』だの『恋』だのって……思い出しても腹が立つ!!」

　コンクリートの壁をガツンガツン蹴飛ばしす。靴の先が凹へこむほどの勢いで。

　あんな脳髄のうずいお花畑女に一瞬でも憧れてた時期があったなんて……！

「将棋は真剣勝負でしょ!?　戦えばお互いが傷つくなんて当たり前じゃない！　敗者同士の傷の舐め合いなんて冗談じゃない！　それで強くなれるなんて理解できないわねッ!!」

　だけど本当に腹が立つのは、一瞬でも《茨姫》から何か有益なアドバイスがもらえると期待した自分にだ。

　甘かった。心が弱ってた。

「やっぱり当てになるのは自分だけね！　あいつが言った通り、私は自分の研究を信じるわ。第二局でもお父さまの駒で研究した成果をぶつけてやる……角換わりの最新研究を！」


「………………わたしは…………」



　それまで黙って聞いていた雛鶴あいが、おずおずと口を開く。

「わたしは……花立先生の言うこと、ちょっとだけわかったような気がする」

「はぁ!?　何が？」

「だってわたし、師匠に憧れて将棋をはじめたし……研修会に入って、女流棋士になって、憧れる人や大事な人が増えるたびにちょっとずつ強くなれて……」


「…………」



「わたしが一番がんばれるときは、自分の大事な人と一緒にいたかったり、その人のために何かをしたいと思える時なの」

　確かにこいつは八一せんせいの内弟子になりたいがために研修会試験で空銀子を相手に驚異的な力を見せたことがある。

　マイナビの一斉予選を通過したのも、八一を竜王防衛戦に集中させるためだった。

「天ちゃんは、大切な人が心の中にいたりしないの？　その人のために勝ちたいと思ったり、強くなりたいと思ったりしないの？」


「…………いないわよ。そんなの」




「そっか……そうなんだ……………………えへへ♡」



「……ちょっと。何で嬉うれしそうなの？」

　それはそれで引っ掛かる。何かムカつくわね……。


「だ、だって……天ちゃんがもし………………のことを好きになっちゃったら…………わたしじゃ、絶対に勝てないもん……」



　泣きそうな顔で、雛鶴あいは心の内を打ち明ける。


「天ちゃんはお嬢様だし、すごくかわいいし、大きくなったら絶対に美人になるし、将棋の才能もわたしよりぜんぜんすごくて…………男の人なら、みんな天ちゃんみたいな子を好きになるに決まってるし……ぅう……」



「あのねぇ……」

　心底呆しんそこあきれた。この状況で何を心配してるんだか。

「何を不安がってるか知らないし、知りたくもないけど……私は誰かを好きになることなんて絶対にないって断言できる。あんたや金髪チビみたいにあのバカのお気に入りになろうとも思わない。恋なんて冗談じゃない」

「べ、べつにあいは師匠のことなんて言ってないよ!?」

「私だって師匠って一言も言ってないんだけど？」


「ッ!!　…………天ちゃんのいじわる……」



　真っ赤になってモジモジする雛鶴あい。

　落ち着きを取り戻した私は、乱れていた髪を搔き上げてから、

「それにしても」

　と、公園の砂場を指さす。

「あんたも物好きよね。アレのどこがいいわけ？　将棋が強いのだけは認めるけど」


「ふぇぇ……？」



　そこには────砂場の中央でパンツ一丁になった八一が、首まで砂で埋まった《茨姫》の娘と一緒にバケツで掬った砂を何度も浴びている姿があった。

「し、師匠!?　公園のお砂場でなにをなさってるんです!?」

「これか？　いや、さーちゃんがお風呂ゴッコがしたいって言うから……砂風呂を……」

「さーちゃ、にーちゃと、おふりょー♡」

「そんな独創的なお砂場あそび聞いたことありませんよ!?　どうして師匠はそういつもいつも小さな女の子のお願いをほいほい聞いちゃうんですかーっ!!」

　その様子を一人だけ離れた場所から見ながら、私は呟つぶやく。


「…………ありえないわよ。絶対」
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　その宿の前に立った俺は様々な感慨と共に呟いた。


「まさか…………こんな形でここに戻って来ることになるとはねぇ」



　女王戦第二局の対局場は、北陸。

　俺はつい半年ほど前にここで歴史に残る死闘を繰り広げたばかりだった。

　そしてあの時と同じように大阪から特急『サンダーバード』に乗って到着した対局者一行を女将おかみ自ら宿の前で出迎えてくれる。

「お待ち申し上げておりました」

　かつて何度も耳にした、慇懃いんぎんかつ圧倒的な誇りプライドを感じさせる挨拶。

　そう。

　第二局の対局場は、日本一の温泉旅館──『ひな鶴』である。

　一行を代表し、最も関係が深い俺が挨拶を返した。

「お久しぶりです。今回は無茶な日程での対局を引き受けていただき、本当にありがとうございました」

「当然のことをしたまでです」

　女将──あいのお母さんは胸を張って答える。

「清滝きよたき一門は、娘が弟子入りさせていただいたご一門。いわば嫁ぎ先です。となればこの『ひな鶴』は両対局者の家も同然。どうぞおくつろぎいただき、よい将棋をお指しください」

　主役である天衣と姉弟子に向かって、女将は丁寧に頭を下げた。

「「……」」

　二人も無言で礼を返す。愛想あいそが無いのは折り紙付きなので、笑顔を浮かべて女将に感謝の言葉を述べたりなんかしない。

　結局、俺が空気を読んで話を続ける。

「ありがとうございます。あいも一緒に来られたらよかったんですが……」

「いいえ。娘が再びこの家の敷居しきいを跨またぐ時があるとすれば、それは自分のタイトル戦がここで行われる時のみ。私も娘と直接会うのはその時と心に決めております」

「そうなんですか？　でもこの前、お父さんが大阪にいらっしゃった時に会っちゃったんですけど……」

「はい。約束を破った主人は地下で反省しておりますので、今回は皆様とお会いすることができません。ご了承ください」

　……地下？

　メチャクチャ気になったが、この宿の地下に何があるかは怖すぎて聞けなかった。ゲームコーナーかな？（すっとぼけ）

「では皆様。お疲れのところ恐縮ではございますが、検分の前にまず記者会見及び記念撮影をお願いいたします。既にマスコミ各社は会場に集まっておりますので」

　女将はそう言うと、俺達を先導して歩き始める。

「……さすがの手際ですね」

「……うちの一門と将棋連盟はホンマ心強い味方を得たで。頼むぞ八一。将棋界の未来は冗談抜きでお前にかかっとるからな」

　真剣な表情で俺にそう訴えるのは今回も解説役として同行している清滝師匠。

　あいを女流タイトル保持者ホルダーに育て上げろ、という意味のはずだ。

「……もちろんです。そのための手も打ってますから」

「……いや、あんまり早く手をアレしたら犯罪やからな？　そこだけは……な？」

「……？」

　俺と師匠はそんな会話をヒソヒソと交わしながら、女将さんについて行く。

「こちらになります」

　そうして到着したホール？　のような場所に足を踏み入れると──

「ちょっ!?　な……なんですかここは!?」

　そこには想像を絶する空間が広がっていた。

　仰天ぎょうてんする俺に、女将は当然とばかりに言い放つ。

「これですか？　当宿が誇る『将棋ミュージアム』ですが何か？」

　いやちょっと待ってくれ。

「将棋っていうか、これは……」

　あいちゃんミュージアムだった。

　幼少時から今に至るあいの写真、あいがお手伝いするときに隠し持っていた詰将棋の本、あいと俺が書いた女流棋士資格申請書の原本、その時に使ったペン等がガラスケースに整然と蒐集しゅう・展示されていた。何で連盟に提出したはずの原本がここにあるんだおかしいだろ……。


「「…………」」



　先にここに集められていた報道陣の皆さんも、知らない国の美術館にでも放り込まれたような顔をして、身を寄せ合って不安そうにしている。

　そんな部屋の中で特に目を引く展示物はといえば、圧倒的にこれだ。

『女流棋士資格申請の儀の光景』

　白しろ無垢むくを着たあいと紋付きを着た俺の写真が巨大パネルになって飾られている。

　その横に、ついでみたいな感じで、俺と名人が対局してる写真やその時に使った盤駒も展示されていた。

「……竜王防衛戦のカド番で何をやってるのよ……これだから……」

　当時、清滝一門で一人だけこの場にいなかった天衣は、心の底から呆れたという感じで溜ため息を吐ついている。ですよねー。

　ちなみに同じくいなかった晶あきらさんは今回の遠征でも不在だ。

　マイナビ一斉予選の時なんかもそうだったが、天衣は大勝負に際して身内を近くに置きたがらない。

　晶さんからは『きんつば』とＬＩＮＥが入っていたので『りょ』と返しておいた。せめて金かな沢ざわ銘めい菓かを買って来てくれという意味だろう。たぶん宿の土産みやげコーナーにある。

　そして姉弟子はというと、展示物を一通り眺め回してから、最後に俺の顔を見て、


「……………………チッ」



　あの人いま俺を見て舌打ちしなかった？




　その後、東京とうきょうから来た関係者一行も少し遅れて合流し、会見と記念撮影が始まった。

　始まった……の、だが……。

「……ものすごく質問しづらいな……」

「……ああ。何を聞いても『はい』『いいえ』すら返ってこないし……」

「……二人とも表情がピクリとも変わらないんだが……」

　記者やカメラマンの皆さんがヒソヒソとそんな言葉を交わすくらい、両対局者はピリピリツンツンしていた。

　第一局で油断から反則負けを喫した天衣が、隙を見せないよう厳しい姿勢を保ち続けるのはまあ理解できる。

　だが普段の姉弟子は公式の場では女流タイトル保持者としての務めを果たすべく愛想笑いくらいはするので、対局前からここまで敵意剝むき出しなのは珍しい。

「それだけ天衣の力を認めてるってことか……？」

　ただ、将棋のＰＲという面からするとここまで無愛想なのは問題だ。

　カメラマンの一人が助けを求めるようにこんなリクエストをした。

「そちらのお嬢さん……記録係の方？　あなたも一緒に入っていただけませんか？　ぜひ！」

「いえ。僕は修行中の身なので──」

　困惑しながら記者の要求を断っている記録係は、姉弟子と同じように制服姿の女の子。

　ただしこっちは高校の制服だ。

　名前は確か……登龍花蓮のぼりょうかれん奨励会一級。

　日焼けした肌が健康的な美少女である。

　八丈島はちじょうじま在住の高校二年生。関東所属だから俺は面識が無かったんだが、天衣は本戦でこの登龍さんを撃破している。

　当時は奨励会二級だったそうだが、それでもよく勝てたもんだ。

「いーじゃんいーじゃん。制服で写れるうちに写っとかないと、もったいないよ？」

　写真撮影を固辞する登龍さんに、そう明るく声を掛ける女性がいた。

　大盤解説おおばんかいせつの聞き手役で来ている鹿路庭ろくろば珠代たまよ女流二段だ。

「ろ、鹿路庭先生……困ります！」

「みんなで一緒に撮ってもらおーよ☆」

　鹿路庭さんと登龍さんが加わることで、その場がパッと華やいだ。

　今回は両対局者共に関西在住。

　普段はこうして北陸で対局することも少ないため、前夜祭や大盤解説会には将棋ファンが押し寄せることが予想されていた。

　そのため将棋連盟も『本気の布陣』で臨んでいる。

　将来有望な女性奨励会員を記録係にしたり超人気女流棋士を聞き手役にわざわざ関東から派遣したのが、その何よりの証拠だろう。

　そしてそんな大注目の女王戦を中立な立会人として差配さはいするのが──

「やあ！　ボクだよ!!」

　山刀伐なたぎり尽じん八段。

　Ａ級残留を確定させた《両刀使りょうとうつかい》は弾むような足取りで意気いき揚々ようようと姿を現した。

　なるほどこの人ならスイスより中立だ。女流棋士に贔屓ひいきとか絶対しない。男性棋士にはするかもしれんが。

「ゴメンね八一クン？　和服って久しぶりに着るから、用意するのに時間がかかっちゃって少し遅れてしまったんだよ。ゴメンね？」

「そうですか」

「和服ってすぐ脱げるからいいよね？」

「そうですね」

　俺は視線を合わせないようにしつつ淡々と返事する。

　最近、この人との付き合い方も少しわかってきた。

　過度かどに反応すると喜ぶのでこうして受け流すのが正解なのだ。スルー推奨。

「山刀伐君！　おおきに」

　しかしそれをわかってない清滝師匠は自ら虎こ穴けつダイブする。

「急な依頼にも関わらず引き受けてくれて……ホンマ、感謝の言葉もありません。清滝道場の講師役もお願いした上に、弟子と孫弟子のために立会人まで……」

「そんな……水くさいことを仰おっしゃらないでください。ボクと清滝先生の仲じゃないですか」

　山刀伐さんは優しい微笑みを浮かべながら、

「ボクは清滝一門の皆さんとは同じ穴の兄弟だと思っているんです。どんなアブノーマルな要求でもバッチ来いですよ！」

「お……おお？　聞き慣れん表現やが気持ちは嬉しいで」

　俺達が嚙かみ合わない会話を交わしてるうちにも会見は続いている。

　最初は全く盛り上がらなかったが、今では笑い声も聞こえるようになっていた。

　実質的なマスコミ対応を一手に引き受け、場を盛り上げて仕切るのは、鹿路庭さん。

　自分に課された役割を理解し、それを完璧かんぺきに遂行して見せるのは、さすがの一言だ。

「珠代クンも頼もしくなったなぁ」

　鹿路庭さんの実質的な師匠である山刀伐さんは、険悪な空気しか出していない両対局者の間に入って場を盛り上げる愛弟子まなでし（？）を優しく見詰めながら、

「沼ぬま津づから出てきたばかりの頃は、あそこにいる登龍クンみたいに初々ういういしかったんだけど」

「想像すらできませんね今となっては」

　垢あか抜ぬけない鹿路庭さんか……むしろアリだな。

　今は武器として使いまくってるあの巨乳を対局中に持て余してる姿なんかを想像するだけでズキュンと来るぜ……。

「ところでボクは夜叉神天衣クンとは初めて会うんだけど、将棋が強いだけじゃなくて人気も相当なもののようだね？」

「そうですね。天衣は一斉予選の時も個人スポンサーの数で新記録を叩き出しましたし、もうかなりファンがいますから」

「珠代クンは酔っ払うと今でもその時の愚痴ぐちを言うんだよ。『小学生に将棋でも人気でも負けた私もうババアだから死にたい』って」

「ろ、鹿路庭さん……根に持ってるんですか……」

　以前はブッチギリで人気ナンバーワン女流棋士だった鹿路庭さん。

　それが姉弟子の登場により圧倒的ナンバーツーに転落。

　それでも姉弟子は奨励会員だから将棋イベントなんかへの登場機会は少なく、女流棋士の中ではまだまだ鹿路庭さんの人気が圧倒的だったんだが……あいと天衣の登場によって一気に三位圏外へと追いやられてしまった。

　プロ根性で明るく振る舞ってくれてはいるが、思うところはあるに違いない。

　将棋だけじゃなく、どんなことでも負けたくないはずだから。

　それが棋士って生き物だから。

「ほっらー☆　お二人ともスマイルスマイルー。せっかくかわいいんだからマスコミの皆さんにコビコビしといてくださいねー？」


「「…………」」



　天衣は無言を貫き、姉弟子に至っては軽蔑に近い視線を向けていたが、それでも鹿路庭さんは全く怯ひるまない。

　──……本物のプロだな、あの人は……。

　その後の前夜祭でも、鹿路庭さんの底抜けに明るい声だけがずっと響き続けていた。





[image: ]　　美女と野獣






　翌日。

　女王戦第二局は天衣の先手番で幕を開けた。

『北陸ほくりくのみんなー！　たっだいまっ──!!』

　昼過ぎから始まった大盤解説会は鹿路庭さんの独擅場どくだんじょうだ。

　胸元に大胆なカットが入った肩だしニットのワンピースというセクシー衣装に、北陸の将棋ファンの皆さんも大喜びである。俺？　もちろん大喜びですよ。

「たまよーん！」「好きだー!!　結婚してくれー!!」

『ありがとーみんなー☆　でもゴメンね？　わたし将棋と結婚してるからオメーらと結婚すんの無理ーっ!!』

　ドッ!!　と会場が沸いた。毒舌どくぜつや自由じゆう奔放ほんぽうなトークが許される鹿路庭さんにしかできない客イジり。

　衣装もトークも最初からここまでアクセル全開なのは──




　肝心の将棋が早々に終わっていたからだ。




　先手番の天衣は得意の角換わりから積極的に攻勢を仕掛けたものの、用意してきた研究手けんきゅうしゅが空振りで、それを姉弟子に的確に咎とがめられた。

　結果、昼食休憩明けにはプロ的に見てもう勝負は終わっていた。

　現在の注目は将棋の内容ではなく、いつ天衣が投了するかだけ。

　だからこそ鹿路庭さんは必死に盛り上げる。

　将棋の解説は早々に切り上げ、立会人の山刀伐さんや解説者の清滝師匠と俺を代わりばんこにステージに引っ張り上げて爆笑トークを繰り広げる。そして自身は一度も舞台から降りることなく働き続けた。

　サイン色紙を書きまくり、ジャンケン大会（手が進まないので次の一手クイズができない）を何度もやって記念品を配りまくった。

　笑顔と握手と女流棋士の裏話を駆使して、一瞬たりともお客さんを飽きさせない。ここに来たことを後悔させない。

　男性のプロ棋士でも、ここまで大盤解説会を盛り上げられる人はいない。いや、むしろイベントを大切にする女流棋士だからこそできる芸当かもしれない。鹿路庭さんが人気女流棋士なのはルックスや将棋の腕よりもまずこのサービス精神と責任感ゆえだと改めて感じ入る。

　プロの芸と根性を目の当たりにし、俺は感動すら覚えていた。

　並んで大盤解説に立った俺がそのことを伝えると──

『いやいや。これが普通ですよー』

　鹿路庭さんは当然のような表情で、

『銀子ちゃんの登場するタイトル戦の大盤解説会って、どれもこれくらいサービスしないと、もう盛り上がんないですからね』

『？』

　なに言ってるんだろうこの人は？

　今日はたまたま将棋の内容がアレだったけど、大人気の姉弟子が登場するからこそこれほどの数のお客さんが集まるんだろうに……。

　おっと、話を途切れさせちゃいけない。俺は話題を変えた。

『そういえば鹿路庭さんは空女王と対局したこともありましたよね？　そんな鹿路庭さんからご覧になって、女王の印象はいかがです？』

『う～ん……何て言えば伝わるんですかね？　一言で表現するなら──』

『表現するなら？』

『ＨＰが９９９９カンストから減らないボス』


『…………はぁ？』



『ほら、ＲＰＧとかでたまにいるじゃないですか。何をどうやっても勝てない敵って。ダメージを与えてるはずなんだけどぜんぜんＨＰが減ってるように見えない無敵キャラ』

『なる……ほど？』

　棋士は基本的にゲームが好きだ。

　それは何もボードゲームだけじゃなく、普通にテレビゲームもやる。自由になる時間も多いのでヤバいくらいハマるし、基本的にトライ＆エラーや攻略法を発見するのが大好きなので大会で上位に入ったりする。

　最近じゃあそういった棋士がゲーム配信するネット番組なんかがあったりして、鹿路庭さんも確か出演してるはず。

　てっきりそういう方向に話を持って行くと思ったが……話の内容は、俺が想像していたより遙はるかに深刻だった。

『私はね？　女流棋士相手なら、たとえタイトル保持者でも一発は入れられる自信があるんです。三局やれば一局は取れる。それが将棋ってゲームじゃないですか』

『まあそうですね』

『でも銀子ちゃんは違うんですよ。一発も入れられない。それどころかダメージを与えてる実感すらない。こっちがどれだけ必殺技を繰り出しても全部ノーダメージで、しかも向こうは通常攻撃で９９９９。防御魔法も無効化。こんなん勝てるわけないじゃん？　みたいな。これそもそもゲームバランスおかしいよね？　って。そんな感じです』

『いや、でも……祭神さいのかみ女流帝位とか……』

『イカちゃんは早見え早指しで才能もダントツだと思いますけどぉー、勝負ってそういう部分で決まらないじゃないですか。だから勝率もそんなに高くないっしょ？　あの子は守備力ゼロだし、ＨＰも低い。素早さと攻撃力はヤバいけど』

『姉で……空女王は防御力もＨＰも高い、と？』

『十五歳で奨励会三段って、男の子でも普通に有望株じゃないですか。だから女流棋士はみぃーんな諦あきらめちゃってるんです。空銀子は自分達と違う人種だって。だから勝てなくても仕方がないって。さっさとプロになってくれって』

　鹿路庭さんの口調は冷静だった。

　ウケ狙いや、その場の勢いで話してるんじゃない。

　ずっと抱え続けていたものを吐き出している。

『銀子ちゃんの将棋ってさぁ、見ててツラさしかないんです。ゲンナリするんですよ。あの子がこの先もずっと私たちの上に君臨し続けると思うと。勉強したって意味ないじゃん？　ってなるんです。だってどれだけ頑張っても勝てないどころかカスリ傷一つ負わせられないんだもん』


『………………』



『ぶっちゃけ、今の女流棋界って停滞してるんですよ。勝敗の決まってる勝負ほどつまんないもんはないですし、どれだけいい将棋を指しても「どうせ空銀子より弱いんだろ？」って言われちゃう。女流棋界における将棋とは最後に必ず空銀子が勝つゲームなんです。そんなの見てるほうだってつまんないですよねー？』

　観客席に向かって鹿路庭さんはそう呼びかけた。

『ちょ、ちょっと鹿路庭さん!?　つまんないだなんて、そんな乱暴な──』

　詰めかけたお客さんの大半は姉弟子ファンのはず。《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》をディスるようなことを言ったら反発を喰らうんじゃ……!?

　だが俺は予想外の反応を目の当たりにする。




　拍手が起こったのだ。





『………………』



　言葉を失う。笑って誤魔化さなければいけないのに、話し続けなければいけないのに、言葉が出てこない。

　信じられなかった。ここにいるのは姉弟子のファンなんじゃないのか？

　いや、でも……。

　確かに今日の将棋も中盤で既に終わってしまっている。激戦を期待して集まった将棋ファンは今まさに『つまらない』思いをしているはずだ。

　そして姉弟子は小学生の時に女流棋戦に出場して以来、女流棋士に負けたことがない。あの名人ですら勝率は七割強。全盛期でも八割ちょっと。つまり五回に一回は負けていた。タイトル戦でもストレートの奪取や防衛はそう多くはない。

　姉弟子は──五五局指して無敗。

　しかもそのほぼ全てが完勝譜。

　今日たまたま将棋の内容がつまらなかったわけじゃない。今日たまたま大盤解説会が盛り上がらなかったわけでもない。

　ずっとこうだったのだ。

　熱心なファンですら姉弟子の勝利に飽きるほど……。

　いやいや！　今はそんなこと考えてる場合じゃない。喋り続けないと！

『じゃ、じゃあ挑戦者はどうですか!?　鹿路庭さんは天衣とも対局してますよね？　棋風とか……何か感じるところはありました？』


『夜叉神さんは……何だろうな？　何だ？　うーん…………おもしろい？』



『面白い？　将棋がですか？』

『生意気だし、将棋も性格も子供っぽいところがなくて、正直なところ嫌な後輩です。でも何となく気になるんですよねー。あの子の将棋には何かある。それが気になるから、この先もずっと将棋を指したいって思っちゃうんです』

　鹿路庭さんはそう言うと、意外な名前を口にした。

『記録係の花蓮ちゃんも、そこが気になってるんだと思いますよ』

『登龍さんも……？』

『本戦で夜叉神さんに負けた時は、真っ青になって立ち上がれないくらいだったって聞いてます。まぁ奨励会二級が女流棋士にもなってない研修生に負けちゃったら、そりゃショックでしょうよ』

『……でしょうね』

『でもその花蓮ちゃんが志願してわざわざ女流のタイトル戦の記録を取りに来たんですから。銀子ちゃんだけが目当てってことはないと思います』

『志願？』

『って、聞いてますよー』

　意外だった。

　記録係は奨励会員にとって義務に近く、何の記録を取るかは三段から順に選んでいく。だから級位者は希望者の少ない余り物……長時間の対局だったり、そんなに勉強にならない女流の対局を担当することになる。少なくとも関西の奨励会はそうだ。関東は違うのかな？

　そういえば……と、俺は思い出して尋ねる。

『そう言う鹿路庭さんも本戦準決勝で記録係を買って出てくれましたよね？　あれはどういう意図で？』

『勉強になると思いましたから。取材もいっぱい来てて、記録席に座ってるだけで目立てましたしラッキーって感じで。将棋も超オモロかったですよ。あの月夜見坂つきよみざかさん相手に後手番で角かく頭とう歩ふですからね。盤側ばんそくで見ててワクワクしっぱなしでした』

　確かにあの将棋は天衣の会心かいしん譜ふだった。

　帰りの新幹線では発熱して寝込むほどに集中して戦い……あの将棋を見て俺は、天衣が挑戦者になる可能性を信じ始めたのだ。

　いや。

　姉弟子に勝てる可能性すらも──


『あの将棋は記録係をやってても、時間を忘れるほど楽しかったです。でも今日みたいな将棋だったら苦痛…………あっ、指しましたね』



　話しながらも足下のモニターに常に気を配っていた鹿路庭さんは、天衣の指し手に最も早く気付く。

　それまで居玉で指し続けていた天衣は、ここで初めて玉を動かした。

　けどそれは粘るためじゃない。

『形作りですね』

　鹿路庭さんの言葉通り、この数手後に天衣は投了した。
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　二局目も私は負けた。酷ひどい将棋だった。

　お父さまの駒を使い、お父さまの棋風を思い浮かべて研究した手は、空銀子には全く通じないどころか敗着はいちゃくとなった。


「………………」



　終局後、和服を着替えるため控室に戻る。

　和服は呉ご服ふく店てんで管理してもらっているため、脱いだらそのまま丸めてトランクに詰め込んで郵送すればいいと言われていた。

　けれど帯を解こうとしても、悔しさと怒りで震え続けている手では、上手うまく解くことができなくて──

「くっ！　この……ッ!!」

　もういっそ引き裂いてやろうとした、その時。

「いけませんよ」

　部屋の入り口から声をかけられて、私は手を止めた。

　そこにいたのは、この宿の女将──雛鶴あいの母親。

「乱暴にしても逆に苦しくなるだけです。私が脱がせて差し上げましょう」


「………………」



　正直なことを言えば、今は一人でいたかった。誰の手も借りたくなかった。

　けれどこのままじゃいつまでたっても着替えることができない。

　黙っているとそれを肯定こうていと受け取った女将が私の前に跪ひざまずいて、手際よく帯締めを解き始める。

「苦しかったでしょう。すぐ楽にしてあげます」

「別に……」

　私は強がりを言った。和服での対局は、胸を締めつけるので本当に苦しい。それに袖にも注意を払う必要があったから、対局に集中できず精神的にも苦しかった。

　……負けてしまった言い訳には、ならないけれど……。

「あなたのこと、娘からよく聞いています」

「……どうせ悪口でしょ？」

「いいえ。『とても強い子がいる』と」


「…………でも、負けたわ」



「そうですね」

　慰なぐさめるでも言葉を濁にごすでもなく、女将は手を動かしながら頷く。

「けれど娘が言っている強さは、そういうことではないのです」

「……？」

「夜叉神天衣という同じ年の女の子がいる。同じ『あい』という名前で師匠も同じだけれど、多くの人に甘えてしまう自分と違って、その子はたった一人で戦い続けている。そんな強さが羨ましい……と」

「で？　親のいない私を哀あわれんでここに来たの？」

「娘の言った通りの子ね」

　女将は私の顔を見て微笑む。

　砕けた口調は『女将』じゃなく『母親』を感じさせ、一瞬だけ、子供のように泣きそうになってしまう。

　子供扱いされて少し腹が立ったけど……でも私は抵抗せずに、そのまま最後まで着物を脱がせてもらった。

「本当にお疲れ様でした。後はこちらでやっておきますから、どうぞ打ち上げへ」

　女将に戻った雛鶴あいの母親は、丁寧ていねいにお辞儀じぎをして私を労ねぎらった。

「……ありがとう」

　礼を言って、私は洋服に着替える。

　──……母親、か。

　私のお母さまとは全然違う。けれど……もしお母さまが生きていらしたら、同じように和服を脱がせてくれたんだろうか？

　いけない。

　──こんなことを考えるなんて、負けて心が弱っている証拠よ……。

　まだ番勝負は終わってない。打ち上げの席では平気な顔をしている必要があった。弱っているところなんて絶対に見せられない。

　私は洗面台で顔を洗って心と表情を整える。

　そして控室を出ると──そこに、制服姿の女が立っていた。

「ッ……!?」

　空銀子かと思って一瞬、身構える。

　けれど違った。髪も黒いし、よく日焼けした肌は明らかに《白雪姫》の青白い肌とは異なっている。

　それは高校の制服に着替え終わった、もう一人の奨励会員。

「あなた……」

　不意を打たれたこともあって咄嗟とっさに名前が出てこない。

　今日の記録係だ。

　本戦一回戦で私が倒した相手でもある。確か……そう、登龍花蓮。

「僕は空先生を尊敬してる」

　そいつはいきなりそんなことを喋しゃべり始めた。

「空先生は僕より年下だけど、そんなこと関係なく心から尊敬してる。あの人がやってきたことやこれからやろうとしてることは僕ら女性奨励会員にとって言葉にできないほどの偉業いぎょうだから。そして奨励会有段者が女流棋士に負ける姿なんて見たくないし、負けてはならないと思ってる。そもそも女流棋士が奨励会三段と平手で指すことがおかしいとすら思う。だからあなたが三連敗しても一向に構わない。でも──」

　感情を押し殺した平板へいばんな声で、登龍は喋り続ける。

「一言だけ言っておく。いつまであの下手クソな定跡形を指すつもりなの？」

「ッ……!!」

「今日の将棋もまるでアマチュアみたいだったよね。まあ女流棋士ってしょせんはアマチュアだからそれも仕方が無いけど、その女流の対局にも僕たち奨励会員は記録係として駆り出される。僕が記録係をやったのはアマチュアの小学生に負けた悔しさを自分の心に刻みつけるためだけど、勉強にならない将棋なんて迷惑だから」

　今まで生きてきた中で、いちばん悔しい言葉だった。

　私だけじゃなく、アマチュア名人として将棋を愛したお父さまのことも貶けなされたと感じたから。何より……それに反論できない自分の非力さが腹立たしかった。

「それだけを言いたかったから」

　ナップザックを背負った奨励会員は「お疲れ様でした。失礼します」と言って深々と頭を下げると、振り返ることもなくさっさと宿を出て行った。

　私は悔しさに震えながら、ただその場に立ち尽くす。

「はりゃ!?　花蓮ちゃんもう帰んの？　一人で？」

「船の時間がありますから。お疲れ様でした鹿路庭先生」

「船って……八丈島まで一人で帰るつもり!?　今から!?」

「夜に東京湾を出る船に乗れば、島には朝着くからちょうどいいんです」

「だからって女の子がこんな時間に一人で帰るなんて絶対ダメだって！　ちょっと待ってて東京までジンジンに送らせるから！」

　そんな会話が遠くから聞こえてきた。


「…………」



　一人だけその場に取り残された私は唇を嚙んで悔しさを堪こらえる。感情の大きな波が心を揺さぶるのを、必死になってやり過ごす。

　そして波が去った後、息継ぎをするかのように口を開くと、こんな言葉が漏れた。


「……………………どうしろって言うのよ……」



　生まれて初めて、本当にわからなかった。

　どうすれば勝てるのかがわからないんじゃない。

　どんな将棋を指せばいいのかが、わからなかった。
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　ここのところ朝食の席は、いつも空気が重い。


「…………」




「…………」



　俺もあいも黙って食事を口に運ぶ。

　あまりに空気が重いから、いつも食事中は消しておくテレビをつけておいたんだが……。

『今朝の特集は将棋です！　石川いしかわ県で行われた女王戦第二局は、大阪おおさか在住の《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》こと空そら銀子ぎんこ女王が勝ち、防衛まであと一勝としました。空さんは今期防衛すると史上初の永世女王として──』

　ピッ。

　俺はテレビを切った。

　一門同士のタイトル戦が、ここまでつらいものだとは……。

　それまで黙ってシリアルを食べていたあいが、恐る恐るという感じで声をかけてくる。

「あの、師匠ししょう……？」

「何だ？」


「その……第二局の天てんちゃんの将棋…………序盤から、あんまり上手くいってないみたいな感じがして……」



「ああ。完敗だったな」

「次は後手番……ですよね？　序盤がもっと重要になるから、とっておきの作戦をぶつけた方がいいと思うんですけど……」

「とっておき？　たとえば？」

「たとえば『角かく頭とう歩ふ』とか！」

　なるほどな。

　角頭歩はもともと先手番のハメ手だったんだが、天衣あいはそれを後手番でも使える作戦として改良し、研修会や女流棋戦で用いてきた。女王挑戦の原動力といってもいい。

　まだ姉弟子あねでし相手には用いていないから、あいが角頭歩に望みを繫つなごうと考える気持ちも理解できる。

　ただ──

「……天衣の角頭歩は確かに優秀な戦法なんだが、致命的な弱点がある。おそらく現状では姉弟子に通用しない」

「弱点？　それって……？」

「持久戦」

「あ……!!」

　あいは手に持っていたスプーンを思わず落としてしまう。

「角頭歩は、弱点である角の頭の歩を敢あえて突く戦法だ。自ら弱点をさらけ出すことでそこを相手に突かせる。要するに相手の行動を心理的にコントロールして指し手を限定させ、自らの研究範囲に誘い込む。でも──」

「相手が乗ってこずに、普通に駒組みしたら……」

「そう。その弱点を相手が咎とがめてくれない場合、全ての研究は無になってしまう」

　そもそも奇襲戦法というものは、意表を突こうとこちらが無理をして動いているぶん、相手が驚いてくれないと逆に自分が悪くなってしまう。

『奇襲』の宿命だ。

「先手が誘いに乗らず持久戦を選択した場合、角頭歩は単に手て損ぞんをしただけで終わる。いくら手損を気にしない現代将棋とはいえ、狙いもなく手損してしまえば姉弟子相手に挽回ばんかいするのは難しいし、あの人の性格的に、挑発には乗らないだろう。そして天衣自身もそれを理解してる。だからこそ、姉弟子には使わない……いや、使えないんだ」

　月夜見坂つきよみざかさんとの準決勝で後手番角頭歩を採用し、気の短い《攻める大天使》を翻弄ほんろうすることには成功した。

　だがその次の挑戦者決定戦。

　持久戦を苦にしない《嬲り殺しの万智まち》には角頭歩を用いなかった。

　タイトル戦に向けて温存したわけじゃない。通用しないからだ。

　そこを姉弟子が見逃すわけがない。

　第一局で天衣が角頭歩を使ってこなかったことで、姉弟子の推測は確信に変わっているだろう。

『夜叉神やしゃじん天衣の後手番角頭歩は持久戦への対応が未完成』

　未知の戦法への対応さえ見切ってしまえばもう防衛成功も同然だ。一般的な定跡の研究において奨励会三段はプロ棋士以上に進んでいる。

「追い詰められて不完全な奇策に逃げれば、それこそ姉弟子の思う壺つぼだろうな。それにそもそもタイトル戦で奇襲を使えば周囲からの評価を下げるリスクもあるし」


「…………」



　落としてしまったスプーンを握り締めて、あいが言う。

「……師匠なら」

「ん？」

「師匠なら、何かすごい解決策を天ちゃんに教えてあげられるんじゃないですか!?　女王より名人より強い師匠なら……世界で一番つよい『竜王』なら、未完成の角頭歩を完成させてあげることができるんじゃないですか!?　プロの先生たちもアッと言わせられるような──」

「自分で気づかなきゃいけないんだよ」

「でも!!」

「俺が教えてやって、それで勝てるほど簡単なことじゃない。それくらいあいにもわかってるだろ？」

「で、でも……でもこのままじゃ、天ちゃんが……」

「そもそも俺が教えてやった手を天衣が使うと思うか？　意固地いこじになって、かえって絶対に使わなくなるに決まってる」

「あ……」

「それに俺自身、大きな勝負を控えてる。プロである以上は自分の対局が最優先だ。弟子の対策を考えてやるような余裕はない」


「…………」



　しゅん、と寂しそうにうな垂だれるあい。

　それからは諦めたかのように黙々と食事を口に運んだ。俺も黙って食事をした。

　食器を片づけながら、あいは尋ねてくる。

「……今日は、ずっとおうちで対局の準備をなさるんです？」

「いや。人と会ってくる」

　食事を終えた俺は、部屋の隅に置いていた紙袋を持ち上げながら言った。

「北陸の土産みやげを渡しにね」
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「……さま。お嬢様」


　…………。



「お嬢様。よろしいですか？」

　あっ。

「晶あきら？　……何？」

「お疲れのところ申し訳ございません。差し出がましい口を利いて恐縮ですが、お休みになられるのであればどうかベッドにお移りください」

　気がつけば私は勉強机に突っ伏したまま寝ていたようだ。

　昨日、タイトル戦を終えてこの部屋に戻ってすぐに敗局を分析して……その途中で寝落ちしてしまったらしい。

　──嫌なところを見られた……。

　私は額にかかっていた髪を手の甲で搔かき上げると、苛いら立だちを声に込めて晶に言う。

「……別に疲れてはいないわ。これから研究をしようとしていたところよ」

「失礼いたしました」

「それで、何？」

「知人が近くまで尋ねて参りましたので、少々案内をしてきてもよろしいでしょうか？　二時間ほどで戻ります」

　聞いた瞬間『またか』と思った。

　少し前から、晶は一人で誰かと会いに行くようになった。

　どうやら私が学校に行っているあいだにもコソコソと会っていたようなので、こっちが把握しているより前からかもしれない。

　いったい誰なんだろう？　同じ相手なんだろうか？

　不意に、ある想像が閃ひらめいた。

　──恋人でもできたのかしら？

　晶はもう二十歳はたちを超えているし、美人と呼んでいい容姿をしている。

　私に付きっきりだから私生活の全てを把握しているように思ってしまうけど、恋人がいても何らおかしくはない。


「…………」



　自分が苦しんでいるのに、一人だけ恋愛に浮かれている……私の勝手な想像ではあるけれど、無性に腹立たしかった。

　それにあの《茨姫いばらひめ》の言葉が重なって、連鎖的にイライラが爆発する。

　──人を子供扱いして……！

『どうせおまえにはわからない。子供だから』

　そんな上から目線が無性に腹立たしかった。

「お嬢様？　もし二時間が長ければ、一時間……いえ、三十分だけでも──」

　私の沈黙を別の意味に受け取った晶が言いかけた言葉を、途中で遮さえぎって返す。

「私が研究に集中している時は自由に休んでいいと言っておいたはずよ」

「はい。ありがとうございます」

「今日は一人で研究したいの。もう戻って来なくていいわ」

「かしこまりました。では、失礼いたします」

　晶は丁寧ていねいに礼をすると、音を立てないようドアを閉めて出て行った。

「……」

　少し言い方がキツくなってしまったかしら？

　けれどすぐに、そんなことを気にしている自分に腹が立つ。


「チッ……！」



　舌打ちをすると、私は目の前のパソコンに視線を向けた。

　寝ている間もコンピューターは昨日の敗局を分析し続けている。

　中盤の入り口でもう私は形勢を損ねていた。

「せっかくの先手番をゴミ箱に捨てたような将棋ね……」

　次の対局まで時間がない。

　将棋の勉強に集中しなければいけない。

　けど、どれだけ振り払おうとしても第一局と第二局の無残な棋譜が思考に割り込んでくる。

　──晶の言うように、少し横になったほうがいいのかもしれない……。

　私はベッドに逃げ込もうとするけれど、枕に頭を預けても、第一局と第二局のフラッシュバックは止まらなかった。

　力負け。

　惨敗ざんぱい。

　精神面での揺さぶりは理由にならない。事前の研究でも、空銀子の将棋には穴らしい穴が存在しないのだから……。


「あれが…………奨励会、三段……」



　強い。

　これまで戦ってきた女流棋士達とは将棋の作りからしてそもそも違う。

　奨励会員──特に奨励会有段者の将棋はアマチュアとは別次元だ。しっかりした地盤の上に建つ難攻不落の城塞じょうさいをイメージさせる。

　登龍花蓮のぼりょうかれんが女流棋士やアマチュアの将棋を見下すはずだ。勝てるイメージがわかない……。


「…………どうやって勝てばいいのよ、あんな化け物に……」



　ベッドの上で、枕に顔を押しつける。弱音を誰にも聞かれないように。

　連敗した私に、打ち上げの席で大人達はこう言った。

『まだ十歳なんだから、今は経験を積めばいい』

『十歳でタイトル戦に出られたんだから、今回は負けてもいつかは獲れるでしょ』

『負けるのもいい経験だよ』

　連中は優しさからそう言ってるつもりなんだろう。バカなんだろうか？　負けて何を得られるっていうの？

　あまりの腹立たしさに、最終列車に乗って対局当日に宿を後にした。あんな連中とは一秒でも同じ空気を吸っていたくないと思ったから。

「……何も知らずに勝手なことばかりほざいてッ!!」

　摑んだ枕を壁に思い切り叩たたきつけた。

　誰に聞かれようが、もうどうでもいい。

　ただただ叫びたかった。

「私がどんな覚悟で将棋を指してると思ってるの!?　負けて悔しくないとでも思ってるの!?」

　叫びながら、何度も何度も枕を壁に叩きつける。

　カバーが裂け、中から飛び出した羽毛が部屋中に散らばるのも構わず、私はボロボロになった枕を振り回し続けた。

「十歳だからなに!?　十歳だから努力してないとでも思ってるの!?　十歳なら絶対に次もタイトル戦に出られるの!?　絶対に今より強くなれるの!?　勝ち続けられる保証なんてあるの!?」

　勢いでタイトル戦に出た棋士なんて、いっぱいいる。

　そこから一瞬で転落していった棋士も、山ほどいる。

　一発勝負のマイナビはアマチュアが有利だ。私も小学生のアマチュアという立場を利用してプロにプレッシャーを与え、勝ち上がって来た。

　そのプレッシャーが通じない相手と戦えばどうなるか……むしろプレッシャーを感じたとき自分がどうなってしまうか……この二局でそれをイヤというほど思い知らされた。

　もう相手が空銀子でなくとも簡単には勝てないだろう。

「たった一度のチャンスだったのに!!　一番大きなチャンスなのに!!　それを!!　それを、こんなゴミみたいな将棋でふいにするなんてッッッ!!」

　許せなかった。

　自分が。

　自分の弱さが。技術の拙つたなさが。読みの浅さが。

　何より、心の弱さが。


「はぁ……はぁ……はぁ…………ぁぁぁあああ…………」



　怒りの絶叫は、いつしか苦しみの喘あえぎになり──

　そして嗚咽おえつへと変わっていた。

「あああああああああああああああああああああッ!!　ああああああああああああああああああああああああああッッッ!!」

　ボロボロと大粒の涙を流しながら、私は絶望していた。

　弱い者は負け、強い者が勝つ。

　人は死ぬ。

　終わりは呆気あっけなく訪れる。

　全てわかっていたことだ。泣こうが喚わめこうが現実は残酷で非情で、子供の思い通りになんかいきっこないってことは。

　簡単に来られた場所じゃない。

　だけど努力したからといって、できることは限られている。

　変えられるのは自分だけ。

　この世の摂理せつりを変えることなどできはしない。


「ああああああああああああああ!!　うぁ……あ────────……!!　あぁぁ────────…………」



　赤ん坊のように泣き喚くことで、私はこの残酷な世界に精一杯抵抗した。

　私にはもう時間が残されていない。

　なぜなら──

「……お父さまの膝の上に乗せていただいた温ぬくもりも、お母さまの優しい声も……どんどん薄れていってしまう……」

　こわい。

　ひとりぼっちになることが。

　私が将棋にすがるのは、それだけが家族を感じられる方法だから。

　将棋を指せば、この指先が両親の思い出を棋譜きふに表現してくれるから。

　でも……。

　家族三人で過ごした記憶がもし、私の中から消え去ってしまうとしたら……。


「…………なんのために……しょうぎをさすの……？」



　だから私は今すぐタイトルが欲しい。

　私の中にまだお父さまとお母さまがいるうちに。三人の思い出にできるうちに、それを歴史に刻み込みたい。永遠に消えない証拠が欲しい。

　私にとってそれがタイトルだ。

　三人の夢を現実として残したい。

『将棋の女王さまになります！』と言って笑い合った、あの瞬間を。

　でも……。

「空銀子がいる……月夜見坂燎りょうも、供御飯くぐい万智まちも、釈迦堂しゃかんど里奈りなも祭神雷さいのかみいかも……」

　仮に空銀子が史上初のプロ棋士になって、女流棋戦に出場しなくなったとしても……トップに立つ女流棋士と番勝負ばんしょうぶでタイトルを奪取できる保証はない。一発勝負ならともかく、誰もが総合力ではまだまだ私よりも強い。

　そして急激に強くなっていく────雛鶴ひなつるあい。

　私が十年かけて歩いた道を、スキップしながらわずか一年で走破した、本物の化け物。

　今はまだ技術面でも精神面でも甘さがあるから負けるとは思わないけど……。

「何か切っ掛けがあれば一日で変わる……いえ、一日もいらない。たった一局の将棋でも……」

　自分で言って、改めてゾッとした。

　あいつは私の十倍の速度で強くなっている。普通に考えればこれからもどんどん強くなっていくだろう。普通に考えれば私を抜かしていくだろう。同じ年の女流棋士が。

　そうなったら私はもう、永遠に二番手だ。

　つまり──タイトルには手が届かない。


「…………お父さま……お母さま………………たすけて……」



　衝動的に立ち上がると、フラつきながら壁づたいに歩き始める。

　何度も何度も躓つまずき、倒れ……それでも這はうようにして進み続ける私の足は、自然とそこへ向いていた。タイトルを獲るまでは行かないと誓ったはずの場所へと。
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　いつものように、そこは厚い霧きりで覆われていた。

　普段は施錠されている夜叉神家の墓所は、権限を持つ者の許可がなければ出入りすることはできない。

　だが天衣が到着した時、その鍵は開いていた。

　──……先に誰かが来ているの？

　不審に思いつつも足音を忍ばせて両親の墓へと近づいた天衣は、そこで予想外の人物を目にする。

「晶……？」

　天衣は反射的に近くの木の陰に身を隠した。

　──なんで!?　どうして晶がここに……!?

『人と会う』と言っていたはずの晶が、両親の墓の前に立っている。

　──もしかして『人』というのは……お父さまとお母さまのことだったの……？

　そう思いかけた天衣はしかし、すぐに自分の誤りに気づく。

「あれは……!?」

　その場にいたのだ。晶の他にも、もう一人。

「……迄まで、六十手で天衣は投了しました」

　黒い石の前に立ち、彼は読み上げていた棋譜を墓前に供える。

「不甲斐ふがいなく思っています。力を出して負けたなら、それでいい。けれど力を出すこともできず敗れるのは……師匠である俺の責任です」

　風に乗って聞こえてくるその声に、天衣は隠れたまま耳を澄ます。

　姿を見ても、声を聞いても、信じられなかった。

　その人物がここにいることが。

「天衣は賢い子です。出会ったその時から、俺にはあの子に教えてあげられることなんて何一つなかった。あの子は自分の力だけで成長していきました。ご両親から授かったものだけで強くなっていったんです。むしろ俺が、あの子から教わることばかりで……だから俺はこうしてお二人に天衣の指した将棋を伝えることくらいしかできなくて──」

　天衣は驚きに目を見開く。

　──まさか……まさか今までずっとこうして……!?

「あの子を弟子に取ると決めたその日、俺はお二人の前で誓いましたよね？　俺の籍に入った夜叉神天衣という女の子を、きっと幸せにすると。ご両親が将棋を通して本当に伝えたかったであろうことを、あの子に教えてあげると」

　そして彼は言ったのだ。あの時、天衣と交わした約束を。

「あの子に……新しい一門かぞくを作ってあげると」

　──……ッ!!

　なぜだかわからないけれど、天衣の目に熱いものがこみ上げてくる。

「今、天衣は苦しんでます。かつてないほどに。それは一人で乗り越えるしかないけれど……天衣なら、絶対に乗り越えられると信じています。あの子の将棋は誰にも負けないと」

　──信じる……。

　たったそれだけの言葉なのに、天衣は自分の胸を覆っていた黒い雲が一気に晴れていくのを感じていた。

　けれど同時に、心の頑かたくなな部分がこう反発する。

　──信じるだなんて……そんな都合のいい言葉だけじゃ将棋は強くならない!!

《茨姫》の言った『愛』と同じだと、天衣は反発した。

　目に大粒の涙を湛たたえながら。

「師匠の俺にできることなんて、今までもこれからも何一つありはしないけど……弟子の可能性を信じ続けることと、弟子に恥ずかしくない将棋を指すことだけは、お二人に誓います。だから──」

　九頭竜くずりゅう八一やいちは墓前ぼぜんに供えた天衣の棋譜を胸ポケットに入れながら、こう言った。

「信じて、見守っていてください。俺たちのことを」
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「……先生。終わったか？」

「はい」

　俺は振り返って頭を下げる。

「いつもすみません晶さん。俺の自己満足に付き合ってもらっちゃって……」

「そうは思わんさ」

　晶さんはニヤリと笑いながら、

「それに研修会の頃は一度に四局も振り返っていたのだしな。今は一局だから一時間もあれば終わる」

「そのぶん解説する内容は多いですけどね」

　天衣の将棋は最初の頃に比べて随分と複雑になった。

　研修会があったのは第二・第四日曜日。

　その翌日の月曜日に、俺は晶さんに頼んでこの墓所へ入れてもらっていた。

　ここに眠る天衣のご両親に、娘の指した将棋を報告するため。

　それから……天衣をどう育てていけばいいのかを相談するため。

　月曜に対局が入っていたりする場合は火曜に、火曜も仕事が入っていれば水曜……って具合にズレたこともあったけど、可能な限り早くここを訪れるようにしていた。

　俺が天衣のご両親だったら、一秒でも早く娘の活躍を聞きたいと思うから。

「先生が私にここへ来たいと相談してきたのは、月光つきみつ会長と将棋を指した後だったな」

「そうでしたね」

　天衣を正式に弟子に取る覚悟を決めた後、それをご両親に報告したいと……ご両親に俺が娘さんのことをどう思っていて、どんな女流棋士に育てたいのかを相談したいと、晶さんにお願いした。

　晶さんはプライベートの時間を犠牲にしてまで、俺にずっと付き合ってくれてた……。

「それにしても、いつまでこうしてコソコソ隠れてやるつもりだ？」

　晶さんは俺が渡した土産の『きんつば』を箱から取り出す。

　二つはお墓のお供え物に。

　残りは晶さんが屋敷の同僚たちと一緒に食べるんだという。

　お墓に供えた分も、天衣が墓参りをする時には上手うまく隠してくれるはずだ。いつもそうしてくれているように。

「ここへはお嬢様も対局が終わったら真っ先にお越しになる。一緒にお参りすればいいじゃないか」

「自分の師匠がご両親のお墓の前で延々と弱音を吐いてるとこを見せたら、それこそ逆破門ぎゃくはもんされちゃいますよ。ただでさえ役立たずだと思われてるのに……」

「竜王戦で追い詰められている時はお参りもすっぽかしていたしな」

「……お恥ずかしい限りです」

　あの頃のことを思い出すと本当、穴があったらそのまま入って上に石でも置いて欲しい……けど、今になってあの経験が活きていると思う。

　追い詰められた人間の思考を理解できるようになったから。

　今の天衣も、あの時の俺と同じような気持ちでいるはずだ。

「確かにあの時は全てを投げ出そうとしてました。将棋以外の全てを。でもそれは何の解決にもならないって気付いたんです」

　あの時、俺を救い出してくれたのは──

「俺が名人に勝つことができたのは、あの人にはなくて俺にあるもの……たとえば弟子の存在のおかげだって。だから天衣は俺にとって宝物なんです」

「ほう。九頭竜先生はお嬢様のことがそんなに好きなのか？」

「そりゃ好きですよ。天衣のお祖父じいさんにも言いましたけど、一生面倒を見ていく覚悟はできてます」

　ガサガサッ!!

　背後の茂みで何か大きな生き物が動く音がした。

「んっ!?　今、あの木の陰に何かいませんでしたか!?」

　ビックリして後ろを振り向く俺に、晶さんが音のした茂みの方を見ながら冷静に言う。

「猫だろう。ここにはよく出る」

「え？　でも俺、一年近く来てるけど猫なんか一回も見たことないですよ？　それに猫よりもっと大きなもののような……」

　音のした茂みに視線を注ぎながら首を傾かしげていると、


「にゃ…………にゃ～ん♡」



　という、とてもかわいらしい鳴き声が聞こえてきた。

「なんだ猫か」

　自信のなさそうな鳴き声。きっと生まれたばかりの子猫だ。

　言われてみればここは自然も多いし、最近になって生まれたんだろう。お供え物を狙ってるんだろうか？　罰当たりな子猫ちゃんだぜ。

「どんな猫かなぁ？　俺、猫って好きなんですよ。特に黒猫が──」

「九頭竜先生」

　猫を探しに行こうとした俺の肩を後ろから非常に強い力で摑つかんで、晶さんが言う。

「私はな？　今でこそこんな美しいキャリアウーマンだが、昔は本当にワルでな」

「……」

「今のは笑ってもいいところだ」

　真面目な表情のまま頰ほおを赤らめる晶さん。かわいいな……。

「世間からはクズのように扱われてきた。まぁそれは自業自得なのだが……そんな私に働く場所を与えてくれたのが夜叉神の家であり、そんな私を初めて人間として扱ってくださったのが……天衣お嬢様だった」

　目を細めて遠くに見える海を眺めながら、晶さんは語り続ける。

「私のような夜叉神の家に拾われた社会の落ちこぼれ全員に、お嬢様は平等に接してくださる。見た目や、生まれや、過去……そういったもので相手を評価しない。ありのままを受け容いれてくださるんだ」

　そう。天衣はツンツンしてるけど、誰かを贔屓ひいきしたりしない。自分自身にすら厳しく接するのが夜叉神天衣という少女だ。

「先生から将棋を教わって、自分でも指すようになって、私は不思議な感覚に襲われた。ずっと前からこのゲームを知っているような……駒の動かし方さえわからない私のはずなのに、将棋を学べば学ぶほどその思いを強くしていった。何に似ているか、わかるか？」

「天衣……？」

「そうだ」

　晶さんは深く頷うなずいて、

「あの方は将棋そのものなんだ。言葉よりも先に将棋を覚え、もう命の形が将棋になってしまっておられる。誰よりも潔癖けっぺきで純粋な魂……それがお嬢様なのだ」

　今まで見た中で最も真剣な表情で、晶さんは言う。

「わかるか先生？　私も含めて、屋敷の誰もが天衣お嬢様に恋をしているのだ」

「……はい」

　ちょっと敷居は高いけど、知れば知るほど奥が深くて。

　嬉うれしさや楽しさやを与えてくれて、その何倍もの苦しさや悔しさも味わうけれど、一度その魅力の虜とりこになってしまえば二度と離れることはできない。

　まるで将棋だ。

　だったら誰もが好きになるに決まってる。

　なぜなら将棋は宇宙で一番面白くて魅力的で奥が深いゲームなんだから。

「九頭竜先生。お嬢様を助けて差し上げてくれ」

　俺に向かって深々ふかぶかと頭を下げ、晶さんは言った。


「対局に勝たせてくれと言っているわけじゃないんだ。タイトルを獲とらせて差し上げてくれとお願いしてるわけでもないんだ。そうじゃなくて…………ああ、そうじゃなくて……！」



　晶さんは言葉を選びながら、必死に何かを伝えようとしてくる。

「閉ざされたお嬢様の心を、先生の将棋でこじ開けてくれ！　凍ったままのお嬢様の心を、先生の熱い将棋で融とかして差し上げてくれ！」

　俺の……将棋で……。

「先生にならできる。いや、先生にしかできない。この世界で最も熱い将棋を指す、竜王──九頭竜八一にしか」


「…………」



「悔しいが、私たちには無理だ。どんな言葉も、どんなプレゼントも、お嬢様の心の奥には届かない……」

　悔しさと羨望せんぼうを滲にじませた声で、晶さんはその理由を述べた。

「なぜならお嬢様の魂は……将棋の形をしているから」

　将棋に心を奪われた少年少女は、その魂の形を将棋へと作り替えていく。

　天衣はアマ名人のお父さんから将棋を教わったが、その過程で悲しい出来事に襲われ……それ以来、お父さんの残した棋譜と、あとは定跡書だけで将棋を学び続けた。実戦はネットで多少こなした程度だ。

　普通の育ち方とは明らかに違う。

　けれどだからこそ、あの子の将棋には他にない独創性が育まれた。

　みんなが天衣の将棋に惹ひきつけられるのはきっとそれが理由なんだ。高飛車で生意気なお嬢様だけど……すごく純粋ピュアでワクワクする将棋たましいだから。

　名人に追い詰められて部屋に閉じこもっていた俺を救い出してくれたのは、桂香けいかさんの指した将棋だった。

　ならば、俺も。

「……伝わりますかね？　俺の将棋で……」

「伝わるよ」

　晶さんは不自然なほど大きな声で……すぐ近くに立つ俺じゃなくて離れた場所にいる誰かに向かって呼びかけるような声で、こう言った。

「きっと伝わるさ」
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　それはとある対局が行われる朝のこと。

　まだ誰もいない関西将棋会館の棋士室で、二人は顔を合わせました。

「雛鶴さん。観戦記の準備は進んでいますか？」

　長い黒髪を結い上げ大きなカメラを肩に担いだ鵠くぐい記者は、筆記用具とＩＣレコーダーを装備したあいちゃんに優しく尋ねます。

　ちょっと緊張した表情であいちゃんは答えました。

「はい！　あの、天ちゃんと練習将棋を指したり、勉強にも同行させてもらって……」

「取材はちゃんと進めているわけですね。感心です」

　鵠記者は小さな後輩記者に笑顔で頷くと、

「お師匠様にもお伝えしましたが、今日はどんな些細ささいなことでも聞いてくださいね？　第三局ほんばんへの最終トレーニングだと思って不安な点は全て潰つぶしておきましょう」

「ありがとうございます！」

　大きな声でお礼を言ってから、あいちゃんはさっそく質問します。

「……あのぅ、先生のことは何とお呼びしたらいいんでしょう？」

「観戦記者の時は『先生』は必要ありません。単に鵠さんとか鵠記者と呼んでいただければ」

「で、でも……」

　あいちゃんは女流棋士になりたての小学生。

　一方、鵠さんは永世クイーン位を持つ大先輩。さん付けで呼ぶのはハードル高すぎです。

「呼びやすいものを考えていただければいいですよ」

　あいちゃんと同じように小学生で女流棋士になったばかりの頃を思い出してクスリと笑うと、鵠記者はさっそく本題に入ります。

「私たちが今日する仕事は観戦記ではなく中継ですが、どちらも将棋の対局を文章化するという意味では同じです」

「はい！」

「プロ棋士や女流棋士が観戦記を書くことも珍しくありません。また、自分が指した将棋を自分自身で文章にすることもあります。自戦記といいますが」

「じせんき……」

「そうです。将棋が強くなれば戦法書を執筆したり自伝やコラムを書いたりと、文筆ぶんぴつの仕事も増えていきます。雛鶴さんのような将来有望な棋士であれば、今のうちに経験しておいて絶対に損はありません」

「ありがとうございます！　がんばりますっ!!」

「将棋を文章化することで、教え方が上手になったり、漠然ばくぜんと感覚で捉えていた戦法を体系化することができたりと、棋力の面でもプラスになることはたくさんあります。対局室を自由に出入りでき、感想戦で自由に質問することができるのも、観戦記者の特権です。存分に活用してください」

「はいっ!!」

「……でも棋士が観戦記を書くことで得られる最も大きなものは、他にあるのですけどね」

「へ？」

「雛鶴さんは今回の女王戦、どちらに勝って欲しいと思っておいでです？」

「それは……」

　一瞬だけ言いよどんでから、あいちゃんは正直に答えました。

「あの、やっぱり……天ちゃんに勝ってほしい……です。妹弟子だし……すごく努力してるのを、いちばん近くで見てきたから……」


「…………そうですか。なるほど、だからこそ桂香さんは……」



「ふぇ？　なん……です？」

「お気になさらず。いずれ必ずわかることですから」

　鵠記者は優しい表情で尋ねます。

「私ばかり話してしまって申し訳ありません。雛鶴さんは何か不安なことが？」

「えとえと……第一局のとき、ほとんど対局室には入れなかったから……あと、やっぱり天ちゃんが負けた後に、その将棋について質問することができなくて……」

「わかります。友達の負けた将棋を掘り返すのは勇気がいりますよね」


「…………」



「その気持ちを大切にしてください」

「え……？」

　てっきり取材不足を怒られると思っていたあいちゃんは、意外な思いで鵠記者の言葉に耳を傾けます。

「取材対象を誰よりも理解すること。それが観戦記執筆の第一歩です。対局者本人から取材したことだけを書くのであれば、自戦記でいい。なぜ観戦記を書くのか……棋士の観戦記に何が求められているのかを考えてみてください。観戦記の意味を」

「かんせんきの……いみ？」

「私たち女流棋士が観戦記を書く意味。それは対局者本人以上にその人物を理解することで、対局者すら気づいていない、その将棋の持つ別の顔を描き出すことにあります」

「対局者すら気づいていないことを……!?」

「棋士には誰しも個性が──『棋風』があります。自分では気づかなくても他者から見れば気づくことというのは、日常生活でもあるでしょう？」

「っ……!!　なるほどです……!!」

「ただしそれは相手を深く理解した上で行わなければ単なる自分勝手な妄想もうそうになってしまいます。そういう意味で、棋譜を見るだけではなく、対局中はもちろん常日頃から取材対象を観察する必要があるのです」

　そこまで語ると、鵠記者は眼鏡の位置を直しながら、

「私は長年にわたって九頭竜竜王を取材させていただいていますから、同居している雛鶴さんよりも竜王のことを理解していると自負しています」

「ッ!?」

「試してみましょうか？」

　挑戦的なその物言いに、あいちゃんはむくむくと対抗心をもたげていきます。「むむー！」とほっぺを赤く膨ふくらまして、

「じゃあ──」

　あいちゃんは本物の九頭竜先生に話しかけるように言いました。

「師匠はシャルちゃんを本当にお嫁さんにするおつもりなんですか？」

「そ、そんなわけないだろ～？　でもシャルちゃんが俺のお嫁さんになりたいって言うからさぁ～。断ったら傷つけちゃうからさぁ～。俺は別にそんなつもりはないんだけどさぁ～」

「ッ!?」

　あいちゃんは一瞬、言葉を失います。師匠めっちゃ言いそう!!

「じゃ、じゃあ……おばさんとシャルちゃんと天ちゃんとわたしだったら、誰が一番ですか!?」

「いちばん？　一番って、そんなのあいに決まってるよ～。あいが一番最初に弟子になったんだから～」


「師匠のだらっ!!　あいはそういうことを聞いとるんやないじ…………はっ!?」



　──今、鵠先生のことを師匠と思って反応しちゃった!!

　あいちゃんは驚愕きょうがくしました。まるで本物の師匠と話してるみたい……!!

　優柔不断で八方美人はっぽうびじんな受け答えはもちろん、デレデレした喋り方や表情までもが九頭竜先生にそっくりでした。

　──モノマネとかそんなレベルじゃない……師匠がもう一人いるみたいっ!!

　自分よりも九頭竜先生を長く、そして深く観察している人物がいることに、あいちゃんは最初に激しい嫉妬しっとを覚えますが──

　──わたし……この人から、もっともっと学ばないと!!

　そう感じたあいちゃんは反射的に叫んでいました。

「あ、あのっ！」

「何でしょう？」

「鵠師匠……と、お呼びしてもよろしいでしょうか!?」

「ふっ。構いませんよ」

　新たな師弟関係が誕生した瞬間でした。
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　帝位戦挑戦者決定リーグ最終一斉対局が東西の将棋会館で行われるその日、俺は対局の一時間前に連盟に到着し、御上段の間へ足を踏み入れた。

　関西では一局だけ行われるその対局の準備をしていた奨励会員が俺の顔を見て驚く。

「九頭竜先生？」

「気にしないでくれ。布、借りていいかい？」

　奨励会員から布を借りると、俺は正座して盤を磨き始めた。

　そうする理由は、二つ。

　一つは、今日の相手にはそれだけ敬意を払いたかったから。

　互いのタイトルの格からして竜王である俺は上座を譲ることはできないが、自らの手で盤を磨くことで、その気持ちに代えたかった。

　もう一つの理由は──心に一点の曇りも残したくはないから。

　清滝きよたき師匠が歩夢あゆむとの順位戦の前に盤を磨いた話を聞き、俺もそれだけ気持ちを込めて、この一局を指したいと思った。

　それくらい気持ちを込めないと指せない将棋だから。


「……あの人を相手に、あの戦法を使うには…………」



「誰に何を使うって？」


「ッ!!　…………おはようございます」



「ああ」

　今日の俺の相手……生石充おいしみつる玉将は軽く会釈すると、足を投げ出すようにして下座しもざに着く。

　──……やつれたな。

　およそ一ヶ月ぶりに見た《捌さばきの巨匠マエストロ》は頰が瘦こけ、目が落ちくぼんでいた。

　ただ、トレードマークの無精髭ぶしょうひげだけは綺麗に剃そられている。タイトル戦の期間中なので身だしなみを整える機会が多いからだろう。

　盤を磨いているうちに時間が過ぎたかと思ったがそうじゃなく、生石さんも早くから対局室に来ていた。まだ開始まで三十分以上もある。

　──於鬼頭おきとさんに挑戦するためには絶対に勝たなきゃいけない一戦だもんな……。

　紅組と白組にわかれてリーグ戦を行う帝位戦において、生石さんと俺は白組で共に四勝でトップを走っている。つまり勝った方が紅組優勝者との挑決に進める。

　於鬼頭曜よう帝位に玉将を奪われそうになってる生石さんとしては、帝位挑戦を決めて逆襲をしたいところだろうが……。

　──それとも……俺との初手合いだから？

　公式戦で俺達が当たるのは初めてだ。


　もし、それが理由で早く来てくれたのだとしたら…………嬉しい。純粋に。



　とはいえ互いに世間話を始めるような気持ちじゃない。

　いったん席を外そうかと思い始めた時だった。

「おはようございます」

　入室してきたスーツ姿の女性が、後ろに従えた小学生の女の子と共に、俺たちに挨拶あいさつと説明をしたのは。

「携帯中継です。本日ですが、女王戦の観戦記を担当する雛鶴女流も勉強のため臨時のスタッフとして働いていただきます。対局室の隅で取材などをお願いしようと思うのですが、よろしいでしょうか？」

「ん」

　生石さんは柔らかな表情を浮かべてあいを見る。

「あいちゃん、久しぶりだな。女流棋士になったお祝いをまだちゃんとできてなくて申し訳ない。落ち着いたらうちに来て飛鳥あすかの手料理でも食べてやってくれ」

「は、はい！　ありがとうございます！」

「振ふり飛車びしゃ、やってるか？」

「はい！　あの……たまに……」

「そうか。俺はやめたよ」


「あ…………」



　何と言っていいかわからず、あいは俯うつむいて唇を嚙んだ。

　そんなあいの背中にそっと鵠さんが手を置いてくれている。その様子を見て安心した俺は、生石さんと呼吸を合わせて対局の準備に専念した。

　駒を並べ、それから時間になるまで目を閉じて気を高める。

　今日の対局室は俺と生石さんの将棋だけ。記者が切るシャッターの音と、撮影ポジションを探して動く微かすかな足音だけが聞こえてきた。

　──あいの足音はすぐにわかるな……。

　対局室にいてくれるとそれだけで心が安らぐ。こんなことは絶対に言えないけど。対局前に竜王が弟子の足音で癒いやされてたなんて。

　帝位リーグはあらかじめ先後が決まっている。今日は俺の後手。

「よろしくお願いします」

　対局開始時間になり、俺ははっきりした声でそう言い、頭を下げる。生石さんも無言で軽く礼をした。

　生石さんは軽い手つきで初手に角道を開けて。

　そして──飛車先の歩を突いた。

「……居飛車いびしゃ明示……！」

　一人で対局室に残っていたあいが、思わずという感じで呟つぶやくのが聞こえた。鵠記者は既に棋譜コメントを打つため棋士室へと去っている。


「…………」



　俺はここで手を止めて考える。

　──本当に、生石さん相手にあれが通じるのか……？

　もし失敗すればダメージを受けるのは俺だけじゃない。あれを使う以上は絶対に負けられないが……。

　そんな俺の心の中を見透かしたかのように、

「どうした八一？　飛車を振ります、って顔ツラをしてるぜ？」

「ッ……!!」

　図星を突かれた俺に、《捌きの巨匠》は穏やかな口調で言う。

「いいぜ。見せてみろよ……お前の捌きを」

　対振り飛車戦が最も上手い棋士は誰か？

　それは──────振り飛車党。

　特に《捌きの巨匠》は対振りも絶品だ。居飛車を持っても超絶に強い。

　居飛車党は相居飛車の局面を研究することが多いが、振り飛車党は対抗形を研究することが圧倒的に多いからだ。

　もちろん振り飛車側を持っての研究だが、盤面を見るという意味では同じ。要するに局面を見てきた数がまさに桁けた違ちがいなのだ。

　それ故ゆえ、桁違いに強い！

「ッ……」

　俺は唇を嚙んで覚悟を決める。

　突いたのは────中央の歩。

「ゴキゲン中飛車、か。俺を相手にゴキ中で勝とうってか？　相変わらず脳天気なガキだ……俺が捨てた戦法で俺に勝てるとでも？」


「…………」



「まあいい。やってみろよクズ」

　生石さんは飛車先の歩をさらに突き伸ばす。

『振れ』

　と、そう催促さいそくするかのように。

　俺は飛車を持つと、《捌きの巨匠》の手つきにできるだけ近づけながら、それを振った。

　その瞬間──

「なッ!?」

　生石さんは目を見開いて盤に覆い被さり、

「「ええ!?」」

　あいと記録係は思わず腰を浮かしかけ、その姿勢のまま固まった。




　俺の飛車は────中央を通り越していたのだから。




「「ゴキゲン……三間さんげん飛車びしゃぁッ!?」」

　その通り。

　そう表現するしかない戦法を俺は指していた。もちろん公式戦の前例はゼロだ。

　なぜか？

　誰もこんなバカげた戦法が成立するなんて本気で考えたことがなかったからに決まってる。


「………………」



　しばらく盤面を凝視してから、生石さんは視線を上げて俺の顔を見ると、

「……うっかり中央を通り越して三間飛車にした？」

「……」

「って、ツラじゃないな」

　生石さんはニヤリと口の端はを持ち上げて、

「だったら────振り飛車を舐なめるな」

　その口調は静かだった。ゾッとするほど静かだった。

　生石さんは静かな手つきで玉を左に移動させる。襲いかかる獣がグッと身を屈かがめるように、力を溜ためた。

　直ただちに俺は敵陣に角を成り込む。角交換だ。

「これが振り飛車だと？　ハッ！」

　生石さんは鼻で笑う。

　確かに俺はさっきから定跡……いや常識を無視しまくってる。

　だが、このタイミングで角交換をする必要があった。

　そのことに真っ先に気づいたのは──

「ッ……!!　そうか、そういうことかよ……」

《捌きの巨匠》はギリリと歯はを軋きしませて何度も膝を叩く。

　見抜かれた……か。早かったな。

「なるほどな。４二銀型の『角交換かくこうかん向むかい飛車びしゃ』を目指す構想だったってわけか……小癪こしゃくな真ま似ねを!!」

　さすが生石さんだ。

　目眩めくらましに騙だまされず、この作戦の本質を見事に言い当てた。

　ゴキゲン中飛車のクリックミスみたいに見えるかもしれないが、この作戦はむしろ角交換四し間けん飛車やダイレクト向かい飛車の改良版といえる。

　そしてもう一つ、それらと同じように角交換向かい飛車に合流する戦法が存在するが──

「ッ!!　これって……これって、もしかして……!?」

　対局室の隅で、あいが何かに気づいていたけど、今は生石さんから視線をそらせない。

「妙な序盤に驚かされたが────狙いがわかっちまえば何てこたねぇ！」

《捌きの巨匠》の決断は早い。銀を素早く前線へと繰り出し、手持ちの角を早くも盤上に打ち込んで俺の玉頭ぎょくとうを牽制けんせいしてくる！

「そこで!?」

　生石さんの指し手は超積極的だ。ここで攻めてくるとは……！

　ただ、俺にも引けないものがある。

　同じく銀を前に繰り出し、角を守りに使う。

「っ!?　おかしなことを……」

　生石さんの呟きが聞こえた。俺だけが手持ちにしていた角を手放すだけに決断の一手ではあったが、姿勢を低く構えて、いつか来るその瞬間に備える。

　その瞬間────────捌きの瞬間インパクトに。

　俺は飛車を下段に下げて地下鉄を開通させると、中央に振り直す。

　それを見た生石さんも即座に飛車を５筋に合わせてきた。お前が振るなら俺も振る。常に切っ先を合わせ、隙を見せたら叩き切ってやろうという気迫！


　──慎重に…………慎重に駒組みをしないと……。



　俺は囲いを美濃囲いから銀冠へと強化。

「いいのかい？　持久戦になれば、こっちの歩得が活きるぜ？」


「…………」



　百も承知。

　むしろ持久戦こそが俺の望みだ。

「ならお前も見るんだな。振り飛車党おれたちがずっと見続けてきた悪夢を!!」

　生石さんも囲いを組み替える。

　最強の囲い────『穴熊あなぐま』へ。

『暴力』とまで称されるその固さは、これまで無数の振り飛車党の心を砕いてきた。

「っ……!!　きたか……」

　最強の防御力を誇る穴熊は振り飛車の天敵だ。

　あらゆる振り飛車戦法は、居飛車穴熊を攻略するため編み出されたと言っても過言じゃない。

　だから。

　これを破ることができなければ──!!

「俺に……飛車を振る資格は!!　ないッ!!」

　記録係が時を告げる。

「九頭竜先生、残り十分です。何分から秒を読まれますか？」

「今からで!!」

　気づかないうちに持ち時間は尽きかけていた。もちろん小さな弟子の姿も、とっくの昔に対局室から消えている。

　──慣れない振り飛車で序盤に時間を使いすぎた！　ここからは迷わない!!

　俺は浮き駒になっていた左の金を摑み取ると、その金を前線へと繰り出していく。通常は守りの駒となる金を攻めに投入することで穴熊をこじ開けようという発想だが──

「鈍重な手を！　それで振り飛車を指そうなんざ百億年早はえェよ！」

　生石さんはさらに駒組みを進めて堅陣を築く。

　俺もさらに陣形の厚みを加えて力を溜め、局面の均衡きんこうを保つ。

　焦るな！　まだだ……まだその時じゃない!!

　俺達は互いにガッチリと組み合いつつも、その瞬間を狙っていた。いや、むしろその瞬間を迎えるために駒を組み続けていると言えた。

　俺の目の前に座るのは《捌きの巨匠》。

　たとえ居飛車を指していても、その熱く繊細な指先に宿るフィーリングは変わらない。

　つまり生石さんの狙いは────捌き。

　問題はどのタイミングで捌きを狙って来るかだが……防御を三手も手抜いて攻めのスピードアップを図った俺を嘲笑あざわらうかのように、生石さんは驚愕の一手を放つ！

　いきなり玉を目掛けて角を打ち込んできたのだ。

「強引に!?」

　驚きのあまり心臓が肋骨ろっこつを突き破りそうなほど跳ねた。強烈な放り込み！

「フッ。何を驚いてやがる」

　生石さんは角という最強の弾丸を込めた拳銃をこめかみに突きつけて嗤わらう。

「お前の前に座ってるのが誰か忘れたのか？」

　引き金を引けば……その瞬間から始まる。

　生石充玉将の捌きが！

「……くっ！」

　俺は飛車を自陣に引き上げて生石さんの角打ちを受けた。

「遅おせぇ!!」

　予定どおり角を切り飛ばして捌きを開始した生石さんは、次に銀を打ち込んで飛車取りをかけてきた。手順の中で囲いを崩す振り飛車破りの一手！

「さあ！　これはどう受ける!?」


「…………」



　受け続けても勝てはしない。

　──……最強の技に勝つためにはどうすればいい？

　答えは決まり切っている。俺は飛車取りを放置して駒台から角を持ち上げ──

「ッッ!?　何をする気だ八一ッ!!」

「……喰くらわせてやるんですよ」

　俺は奪ったばかりの角を盤に向かって振り下ろしながら、その技の名前を口にした。




「捌きを」
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「カアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!」


「小僧ォォォォォォォォォォオオオオオオオオオオオオッッ!!」



　受けから捌きへ。

　そして捌きから寄せへ。

　淀みない流れの中で、己おのれの読みと感覚だけを頼りに攻防一体の手をノータイムで繰り出し続けていく！

　それはまるで真剣を使った居合いあいの『型』のようにすら見えるが、当然ながら筋書きや約束なんて存在しない。腕や足が次から次に千切ちぎれ飛び、それでも止まることは許されない。

　堅牢けんろうを誇った互いの囲いはボロボロだ。

　一手ミスして刃やいばが擦かするだけで致命傷。寄せ間違えれば奈な落らくへ堕おちる恐怖が脳内麻薬をケチャップみたいにドバドバ流し込んでくる。

　怖くて怖くて指先が痺しびれたみたいに震え続けてる。

　だけど。


「それがッ!!　振り飛車ってもんだろうがァァァァァァァァァァァァッッッ!!」



　一四四手目────７八金打。

　敵玉の土手っ腹に金を打ち込むその一手が俺のフィニッシュブロー。

　生石さんが最初に打ち込んだ角を飛車で受け、角を手持ちにできたことが逆に、あの固い穴熊を攻略することに繫つながった。

　捌きを捌いたのだ。


「…………」



　生石さんはピンと伸ばした指先で玉に触れるが、その指を動かすことはなかった。

「詰み……か」

　それが投了の合図だった。

「どこからが捌きでどこからが寄せか切れ目がない。見事だ」


「…………ありがとう、ございます……」



　肩で息をしながら俺は頭を下げる。

　生石さんは脇息きょうそくに肘ひじを置いた右手で顔を覆いながら、溜め息混じりに感想戦を始めた。

「見事だが……しかしこんな妙な振り飛車に負かされるなんて、恥ずかしすぎて死にたくなるぜ。おかげで自玉が詰むまで粘っちまった」

「……一手損角換わりが戦法として厳しくなってきて、新しい切り札を探してたんです。そうした中で思いついたんですけどね」

「ゴキ中じゃあダメだったのか？」

「俺の感覚的に、ゴキゲン中飛車は全体的な局面のバランスが悪いんじゃないかと。後手が少し苦しくなる変化が多くて……」

「角交換向かい飛車の方が指せると感じたのか？　４二銀型の？」

「はい。手が広いから流行はしなさそうですけど、俺には合ってるなって」

　もともと後手番で一手損角換わりを切り札としていた俺にとって、手損や角交換はドンと来いだ。

　銀の活用が見込めるのも好みに合ってる。

　自分の力が最も発揮できる形を求めていて、角交換向かい飛車の４二銀型という形に行き着いた。

　そこから逆算して、この形に持ち込むことだけを目的にして創り上げたのが『ゴキゲン三間飛車』だ。正式な名前はまだ無い。

「だからってお前……こんな無茶苦茶な戦法、どうやったら思いつくんだよ？」

「さすがに俺一人じゃ無理です。他の将棋を見て……ね」

「ソフトか？」

「違います。アマチュアの研究からヒントをもらいました」


「…………」



　生石さんは目を閉じて天を仰ぐ。

　角交換四間飛車や中飛車左穴熊といったプロ棋戦でも用いられる振り飛車戦法は、もともとはアマチュアで流行し、磨かれた戦法だった。

　プロ棋界よりも圧倒的に振り飛車党の割合が大きいのがアマ棋界だ。必然的に振り飛車の新たな発想は生まれ続けている。

　そんなアマ棋界で生まれた振り飛車戦法をプロの世界でも使えるよう洗練し、アマとプロの橋渡しをしてきたのが、生石充という棋士だった。だからこそファンから圧倒的な人気を誇っていたのだ。

　その事実を思い出した《捌きの巨匠》は深く深く溜め息を吐つく。

　それから、意外な話を始めた。

「……奨励会員の頃からこう思ってた。将棋に必勝法があるとしたら、それは絶対に居飛車だってな」

「……」

「戦型は関係ない……そう思ってた。結局は強いヤツが勝つ。将棋は終盤が全てだって。だから自分の世界に引き込めば勝てると……俺が飛車を振れば、どんなヤツにだって勝てるって信じてた。あの名人にだって、俺の振り飛車で勝てると」

　そして生石さんはそれを実行した。

　あの名人から立て続けに二つもタイトルを奪い取り、振り飛車党唯一のタイトル保持者ホルダーとして孤こ塁るいを守り続けていた。

「けど、ソフトはそんな俺の自信を粉々に砕きやがった。俺の世界を完全に否定しやがった。練習将棋でソフトに負け続け、タイトル戦でも於鬼頭に連敗した俺は、どうにかして勝ちたいと思った。下がり続ける評価値を少しでも上げたいと、それだけを考えた……」

　そして生石さんは発見したんだろう。

　それは呆れるほど簡単な方法だった。

「飛車を振らなきゃ評価値は下がらないんだ。それどころかどんどん上がってくれる。嬉しかったよ……対局でも結果が出たしな。気がつけば、あれだけ否定してたソフトに褒ほめられるためだけに将棋を指すようになってた……」

「ソフトにかけると、飛車を振った時点で評価値は確かにガクンと落ちます」

　俺は生石さんの言葉に頷いて、

「でも、そこから指し続けていけば……俺が今日やった不思議な形の振り飛車でも、評価値は居飛車と互角かそれ以上にもなる。振り飛車は不利なんかじゃない。ソフトは読みが浅いからこそ飛車を振ることができないんです」

「振ることが……できない……」

「振り飛車だけじゃない。矢や倉ぐらだってそうです。人間が『いい』と思って掘り下げてきた局面は、ソフトに計算させても『いい』と言う。それってすごいことだと思うし、それこそが人間の強さだと思うんです」

「人間の強さ？」

「想像すること。拘こだわること。自分の世界を持つこと」

「ッ……!!」

　ハッとしたように、生石さんが俺の顔を見る。

　人類は計算力で機械の足下にも及ばない。

　けどそんな人間が、それこそ平安へいあん時じ代だいから信じて積み重ねてきたものがある。

　それは将棋の最終解ではなく、人間の不確かな計算力が見てしまった幻想なのかもしれないけれど。

「機械は人間のように夢を見ることができない。誰かの背中に憧れて、自分もいつかそんな姿になりたいと思うことは。負け続け、否定され、それでも自分の信じた先にある世界を見ることは、機械にはできないんです」

　だから──

「その世界を今日の将棋で見たかったんです。一緒に見て、俺の考えが正しいかどうかを証明して欲しかったんです」

　欲しいのは、ソフトのお墨すみ付つきなんかじゃない。

　俺がこれから探求しようとしている、名前すらまだ付いていないこの広大な土地の地平線の彼方に何が待っているのかを、生石さんと一緒に探検したかった。

　この戦法は俺にとって今、何よりも大切なものだから。

　たとえ勝負に負けることがあったとしても、この戦法の優秀性だけは絶対に証明しなければならなかったから。

　だから一番最初に生石さんにこの将棋を見てほしかった。

「それを証明してくれるのは────《捌きの巨匠》しかいないから」


「…………」



　生石さんは気まずそうに俯く。

　そして目を合わせないまま、小さな声でこう言った。

「……俺でよかったのか？」

「ソフトと将棋の神様は相居飛車の研究で忙しいですからね。振り飛車は生石さんに任せるって言ってます」

「ハッ」

　俺のヘタな冗談を生石さんは鼻で笑う。

　久しぶりに見た《捌きの巨匠》の笑顔だった。

「生意気なことを言いやがって。この俺に振り飛車を語ろうなんて何様なにさまのつもりだ？」

「すいません」

　慌てて頭を下げると、生石さんは「フッ」と楽しそうに笑う。

　俺も思わず笑ってしまった。

　あいと一緒に生石さんの許もとへ飛び込み、銭湯せんとうや道場の仕事をこなしながら飛車を振りまくった日々を思い出す。

　壁にぶつかりガムシャラに足搔あがいてた日々のことを。

「で、どうです俺の新戦法は？　流行はやりそうですかね？　もしかして初めて戦法に俺の名前がついちゃったりします!?　でも俺って基本的には居飛車党だから振り飛車で最初に名前が残るのはちょっとなぁ～」

「いや流行らんだろどう考えても」

「ええ!?　何で？　超優秀でしょ？」

「どこが優秀だよクセがありすぎるだろ……それに『九頭竜流くずりゅうりゅう角かく交換こうかん向むかい飛車びしゃ』じゃあ語呂が悪すぎるからな」

「だったらゴキゲン三間飛車でもいいですよ。一緒に流行らせましょう！」

「そうか。まあ、俺はせんわ」

　またまた大爆笑。珍しく関西弁で冗談を口にする生石さんを見れたのが嬉しかった。

　しばらく笑い合った後、生石さんはポツリと言う。

「……重いよな。タイトルって」

「はい」

「あの名人から奪い取ったタイトルだ。失いたくない気持ちは何よりも大きい……ましてや自分が認めてないヤツに渡すなんて真まっ平ぴらだ。コンピューターの奴隷どれいなんかに」

「はい」

「タイトルを獲れずに燻くすぶっていった天才たちを、俺は腐るほど見てきた。タイトルを失って人生がおかしくなった連中も、いっぱい見てきた。自分は絶対にあんな風にはなりたくない……絶対にあんな風にはならないと決意した」

「はい」

「だけど自分が振り飛車に負けてみて初めてわかったよ。振り飛車を捨ててまで守ったタイトルなんてゴミだ」

　於鬼頭さんは強い。

　再び飛車を振れば、生石さんはタイトルを失うかもしれない。

　けど──もう結論は出てるんだ。

　ソフトにかけるまでもない。生石さんは感想戦の結論を口にした。

「今日の将棋に敗因を探すとしたら、それは俺が飛車を振らなかったことだな」

「ですね」

　お互いにニヤリとすると、俺達はそれを合図に正座に直って礼を交わした。

　生石さんが盤の下に安置されていた駒箱に手を伸ばし、俺は盤面を両手で崩そうとする。

　そうして感想戦が終わろうとした、まさにその瞬間。

「あの！」

　部屋の隅にいた小さな記者が声を上げた。


「最後に…………最後に一つだけ教えていただいてもよろしいでしょうか!?」
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　携帯中継でその対局を観戦していた天衣は、序盤から驚きに打ちのめされた。

「なん……なの？　この将棋は……？」

　居飛車党の八一が振り飛車を指し、振り飛車党の生石が居飛車を指す。

　それだけでも異様なのに──

『九頭竜の飛車は５筋を超えて３筋へ。手が滑って進めすぎたということはないだろう』

『十万局以上にのぼるデータベース上の前例からは既に外れている』

　棋譜コメントに並ぶ文字にも動揺が見える。

　かつて八一は、山刀伐なたぎり尽じん八段との対局で初めてゴキゲン中飛車を用い、居飛車側の超急戦を粉砕した。

　しかしそれは八一が最終盤に三連続限定合駒げんていあいごまという超絶技巧を発揮して勝った、いわば序盤の不利を暴力的なまでの終盤力でひっくり返した将棋だった。

　だが、今回の将棋は明らかにそれとは違う。

「どうするつもりなの!?　どんな将棋を指すつもりなの……!?」

　墓所での言葉を思い出す。

　この将棋で、八一は天衣に何かを伝えると言っていた。

　この異様な戦法がそうなのだろうか？

　空銀子との番勝負で、天衣にも奇抜な作戦を採用しろと背中を押しているのだろうか？

「でも……これは、さすがに……」

　意表を突けたとしても、それで勝てる相手とは思えない。

　何せ八一が振り飛車を使って打倒しようとしているのは、あの生石充なのだ。

　──勝負を捨てた？　けど……。

『本局は関西将棋会館御上段おんじょうだんの間まで行われている』

『関西所属のタイトル保持者は二人。一人は《捌きの巨匠》。そしてもう一人は今、彼の目の前で飛車を振っている男だ』

『両者は公式戦で初手合い』

　盤面が更新されるごとに、その下のコメント欄にも文字が浮かび上がっていく。

『棋士室では九頭竜の構想が疑問視されている』

『「何て言う戦法ですかこれは？」「うっかり三間飛車？」』

　天衣の見たところ、八一は早くも形勢を損そこねている。棋譜コメントもその形勢判断を支持する言葉が並んでいた。

『しかし生石は油断できない。油断していいのは、勝った後だけだ』

『九頭竜は対局開始の一時間も前に入室。奨励会員に代わって自ら盤を磨いていた。本局にかける意気込みは並々ならぬものがある』

『白組で全勝を続ける二人。今日の対局に勝った方が、紅組優勝者との挑戦者決定戦に進むことができる』

『生石は玉将戦で於鬼頭帝位の挑戦を受けている。そちらのタイトル戦は持将棋じしょうぎが連続で出るほど凄すさまじい進行となっており、生石にとってはこの帝位戦も負けられない戦いのはずだ』

　表示されるコメントは短いが、対局室の様子を臨場感をもって伝えていた。

『九頭竜は上着を脱ぎ、ワイシャツの袖をまくり上げて前傾している』

『既に終盤を迎えているかのような気迫だ。指し手だけではない。今日の九頭竜は明らかに何かが違う』

『九頭竜の辛抱が続いている』

『棋士室を訪れた高段の棋士が盤面を見て「ん？　逆か」そして「すごいね。若いね」と呟いて微笑む』

　棋譜コメントの中の八一は、ずっと苦しんでいた。

　だが手が進んで行くうちに……天衣の形勢判断は揺れ動いていく。

　八一の構想に触れ、その狙いを理解するうちに、局面そのものの見方が変わっていったのだ。

　──そんな狙いが!?　これ、まさか……まさかっ!?

　棋譜コメントもその判断を裏付け始めていた。

『ここにきて生石が考えている』

『棋士室で練習将棋を指していた鏡洲かがみず三段が「逆転したかもしれません」そう言ってから暫しばらく考えて「……いや、そもそも最初から後手がよかった可能性すらあります」』

『生石はぐっと脇息きょうそくを引き寄せ、深く読みを入れている』

『消費時間が逆転した』

「ッ……!!」

　天衣の鼓動はどんどん熱く、早くなっていく。

　胸を突き破りそうなほど心臓が跳ね、指先まで熱い血が巡る。スマホを持つ指先が心臓の鼓動に合わせて揺れるほど、ドクドクと。

　八一の指す一手一手が、そこに付されるコメントが、小さなスマホの画面に映し出される短い記号と文字の羅列が……生石の固く固く囲われた穴熊と共に、天衣の閉ざされた心をもこじ開けていく。

　まるで魔法のように。

『ここに来て後手の構想を称賛する声が上がっている。九頭竜の大胆な新戦法が、振り飛車党である生石の感覚を上回っていたのか』

「ッ!!」

　遂に逆転！　天衣はスマホを思わず握り締めた。

　だが戦いは既に一分将棋。どう転んでもおかしくない。自動更新するのが待ちきれず、天衣は何度も何度も更新ボタンを指でタップする。

『生石は軽やかな手つきで強烈な一撃を放つ。駒の利きが足りないところに強引に角を放り込んだ。「そこに!?」棋士室で驚きの声が上がる』

『九頭竜は冷静に飛車を引く。しかしその手は震えていた』

『ぱたぱたと手が進む』

『九頭竜の着手ちゃくしゅは早い。勝ちを読み切っているのか』

『「強い」棋士室の誰かが呟いた』

『既に検討は打ち切られている』

『安全に勝つこともできる局面だが、九頭竜は恐れずに踏み込む』

　八一の勝勢を伝えるコメントが並び始め、それを読む天衣の心臓は弾けそうなほど脈打つ。

　そして────

『この手を見て生石が投了した』


「………………」



　対局が終わってからも、天衣は画面から目を離すことができなかった。

　対局開始から既に九時間以上。明るかった外はもう暗い。

　ずっと座り続け、水一滴すら口にしなかったが、そんなことは全く気にならなかった。

　他にもっと気になることがあったから。


「これ…………この将棋って、もしかして…………？」



　対局の途中からもう、天衣の頭にはその考えが浮かんでいた。

　今日の将棋で八一が何を確かめようとしていたのか。

　この異様な形の序盤戦術が、何のために……誰のために創造されたのか──


「でも、まさか…………そんなこと…………」



　しかし天衣はすぐにその考えを否定する。

　八一はプロだ。そしてこの対局は、タイトル挑戦まであと二つと迫った大事な将棋。他人のために指せるほど軽くはない。

　確かに八一は『弟子に恥ずかしくない将棋を指す』『将棋で天衣に思いを伝える』ことを、墓所で誓っていた。

　でもそれは、自分が諦めずに戦う姿勢を見せることで弟子にエールを贈るとか、そういう意味の言葉のはずで……。

　──……ありえないわ。私自身、自分のことで手一杯だもの。

　その時だった。

「……？」

　最終手の棋譜コメント。

　その空欄になっていた部分に、文字が浮かび上がったのだ。

　終局したはずの棋譜が更新されていた。




『※局後の感想※』




「ッ……!!」

　コメント欄に浮かんだ文字を見て天衣は大きく目を見開く。そして見開いた目が、みるみるうちに潤んでいく。

　中継を担当した記者は、最後にこんな質問をしていた。

『この勝利を誰に伝えたいですか？』

　その問い掛けに、今日の勝者は──

　疲れきった表情に微笑みを浮かべ、こう答えたと記されていた。




『俺がタイトル戦に臨んだ時、ある人が大事な将棋を指した後でこう言ってくれたんです』

『「今日はあなたのためだけに指した」って』

『だから今日は俺が、その人のために指しました。その人のためだけに』





「ッ…………!!」



　小さなスマホのパネルの上に、ぽたぽたと音を立てて涙が溢れる。


「し、信じられない……！　信じられないくらい……バカよ……！　ぷ、プロが……プロ棋士のトップに立つ竜王が、こんな大事な対局で…………っ！」



　まるでアマチュアのような……いや、アマチュアですらやらないような自由すぎる序盤戦術をプロ棋士の最上位者が採用した時は、天衣ですら目を疑ったし、ましてや八一が勝てるとは思えなかった。

　けれど最後に浮かんだコメントを見て……天衣はようやく信じることができた。

　自分の考えが正しかったことを。

　天衣を『信じる』と言った八一の言葉の、本当の意味を。

　その覚悟の、深さと強さを。

　都合のいい言葉などではなかった。

　八一は本気で天衣の可能性を信じてくれていた。

　勝利やコメントだけではない。八一が残してくれたこの棋譜そのものが自分へのエールだと理解した時、天衣は涙が止まらなかった。

　将棋に負けて泣いたことは、ある。

　けれど他人ひとの将棋を見て泣いたのは、これが初めてだった。


「…………伝わったわよ…………バカ…………」



　そう呟いて涙を拭うと、天衣は今日の棋譜を最初から並べ直す。

　繰り返し繰り返し。夜が明けるまで。ずっと。
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「ええッ!?　こ……ここで将棋すんの!?」

　検分に付き添うため対局場に足を踏み入れた瞬間、俺はそう叫んでいた。

　女王戦第三局は天衣あいの地元である神戸こうべで行われる。

　それは事前に決まっていた。歓迎すべきことだ。

　対局場の名前こそ聞き覚えはなかったが、タイトなスケジュールの中で引き受けてくれるならどんな場所でも大歓迎。

　そう思っていたんだが……。

　問題はその対局場がホテルでも温泉旅館でもなく──『結婚式場』だったということ。

「……前代ぜんだい未み聞もんですよ」

「結婚式場で……しかも最上階の展望室で将棋を指すなんて……」

「そういえば前に、美術館の超巨大な壁画の前でやったことあったっけ……」

「徳島とくしまな。今回のはアレに匹敵ひってきするわ……」

　戦慄せんりつする関係者一同。

　三六〇度あらゆる景色が一望にできるガラス張りの展望室からは、街も、海も、山も、神戸の全てが見えた。

　素晴らしい眺望だ。結婚式には最高の場所だろう。結婚式には。

　ただ、残念ながら……。


　これからやろうとしてるのって…………将棋……なんだよね……。



「師匠ししょうししょー！　すごいです！　結婚式場で対局なんて、ちょーろまんちっくです!!」

「あいちゃんは元気だねぇ……」

「だって結婚式場ですよ!?　女の子なら、みんなてんしょんあげあげですー！」

　あいは子犬のように式場の中を駆け回りながら盛んにメモを取っている。式場の人に「お予算は平均どれくらいなんですか!?」「予約はいつごろ入れれば大丈夫です!?」とか質問したりして……きっと観戦記の執筆に必要なんだろう。それ以外にメモを取る理由がない。

　一方、肝心かんじんの主役はというと。


「「…………」」



　姉弟子あねでしと天衣は何の感情も浮かんでいない表情で成り行きを見守っていた。

　というか、必死に感情を抑えて、この奇抜な対局場に適応しようとしている。

『サン・アンジェリークＫＯＢＥ』

　他の地方なら「ラブホかな？」と思っちゃうところだが、オサレな神戸ならそういう名前のホテルもあるんだろうなーと油断していた。

　まさか結婚式場とは……。

「皆さん。どうか落ち着いてください」

　男鹿おがさんに付き添われて現場に到着した会長が、穏やかな声で説明する。

「春の観光シーズンに神戸のホテルを確保するのは不可能。とはいえ空そら女王の地元である大阪おおさかで対局したのですから、挑戦者である夜叉神やしゃじんさんの地元でも対局せねば不公平です。そこで男鹿さんが探してくださったのが、ここ『サン・アンジェリークＫＯＢＥ』だったのです」

「はい。男鹿が見つけました」

　詳しい説明を引き受けた男鹿さんが語る。

「この『サン・アンジェリークＫＯＢＥ』は宿泊施設も併設されており、大人数に料理やスイーツを提供する設備もあります。大盤解説おおばんかいせつ用のマイクやプロジェクター、また中継機材をセッティングするスペースも十分。つまり──」

　グッ！　と拳を握り締めて《裏番長うらばんちょう》は力説した。

「つまり大人数を収容したイベントを行うために設計されている結婚式場は、むしろホテルや旅館よりも将棋の対局に適しているのです!!」

「「おおぉ……!!」」

　立たて板いたに水みずの説明に、将棋関係者達の固定観念がガラガラと崩されていく音が聞こえるようだった。

「で、ですがこの時期に結婚式場を確保するのは大変だったのでは!?」

「いったいどんな手品を使ったのです!?」

　随行ずいこうした新聞記者から疑問の声が上がるが、男鹿さんはそれを一言で納得させた。

「仏滅ぶつめつだったんです」


「「あっ……！」」



　結婚式で大切なのは日取り。

　けどそれは将棋を指すのには関係ない。式場側も、せっかくの休日に遊ばせておくよりは将棋の対局に使ったほうがいいと判断したんだろう。知将……！

　月光つきみつ会長は腹心ふくしんの部下を労ねぎらう。

「素晴らしいアイデアでした男鹿さん。本当にありがとうございます」

「もったいないお言葉です会長」

「いえ。こんな言葉では足りないほど、今回は男鹿さんに頑張っていただきました。式場というアイデアを現実のものとするため、神戸に存在する数多あまたの式場と粘り強く交渉し、実際に見学までしてくださったのですから」

「えっ!?　式場見学までしたんですか!?」

　俺が驚いて尋ねると、男鹿さんは『何を当たり前の事を』と言わんばかりの表情で頷いた。

「ええ。果たして本当にこの式場がタイトル戦の対局場として相応ふさわしいかどうかをこの目で確認するためにお忍びで見学させていただきました。会長と私で」

「とはいえ歳が離れすぎていますから、不自然に思われたかもしれませんね」

「そんなことありません！　むしろ担当プランナーからは『本当にお似合いのお二人ですからこのまま式をお挙げになったらいかがですか？』と熱心に誘われたではありませんか！」


「「…………」」



　言葉には出さないが、みんなこう思っていた。

『それ、単にあんたが会長と式場見学したかっただけだよね？』

　と。

　神戸対局実現をお題目にやりたい放題である。

　最初からおかしいとは思ったんだよ……あの《裏番長》がスケジュール調整の不備で俺や天衣に頭を下げるなんて絶対にありえないから。

「……気に入っていただけましたか？　竜王」

　複雑な表情をする俺に、会長が耳打ちしてくる。

「……担当者の私利しり私し欲よくが透けて見えるんで、そこがひっかかりますけどね」

「……ですが、いい場所でしょう？」

「……それは否定しませんけど……」

　奇抜な舞台ではある。

　けれど、天衣にとって生まれ育った神戸で対局ができるのはプラスになるだろう。

「それに私がここを気に入ったのは、設備の面だけではないのです。目の見えない私では確認できなかったことを男鹿さんに確かめていただく必要がありました」

「へ？　何を……？」

「この展望台からは、あの子のご両親が眠る場所が見えるはずです。それはつまりご両親にもこの対局をご覧いただけるということ」

「っ！」

「私も一度、お墓参りをさせていただいたことがあるのですよ」

　会長は俺の耳元で楽しそうに続ける。

「彼女はもともと私の弟子になるはずでしたから。その報告を、ね？」

　──全てお見通しってわけか……敵かなわないな、この人には。

　そして会長が一人であの場所へ行けない以上、男鹿さんも全ての事情を知っているはず。

「……ありがとうございます男鹿さん。その……色々と」

「……構いませんよ」

　俺が礼を言うと、男鹿さんは意外な言葉を返してきた。

「個人的にも、夜叉神さんには必ず勝っていただきたいので」

「個人的に？　なぜ……？」

「屈辱だからですよ。空銀子ぎんこの存在が、全ての女流棋士にとって」


「っ……！」



「空さんに恨みがあるわけではありません。けれどかつて女流棋士だった者として、一矢いっし報むくいて欲しいという気持ちは常にあります」

　男鹿さんの言葉の意味は、衝撃的ではあったが俺にも理解できた。

　このまま奨励会員である姉弟子が女流棋戦で無双むそうを続ければ、世間からこう言われるようになるだろう。

『女流棋士はいらない。女も奨励会で鍛えればいい』と。

　女流棋界を創世記から支えてきた釈迦堂しゃかんど里奈りな女流名跡みょうせきは、姉弟子がプロ棋士になってくれたら女流棋士制度が消滅してもいいと言い切った。

　けれどそれは釈迦堂さんの気持ちでしかない。

　女流棋士として今、その場所で戦い、傷つき、藻搔もがき続けている人々にとっては、また別の考えがあって当然だろう。

　ましてやその場所から退かざるを得なかった男鹿さんのような人には、俺なんかには想像もつかないような葛藤かっとうがあったはずだ。

　しかしそんな内心は少しも表に出さず、男鹿さんは明日の対局の準備を進めていく。

　盤駒やカメラ、照明のセッティングが終わり、最後に残ったのは『おやつ』の選択だった。

　男鹿さんが誇らしげに言う。

「ここ『サン・アンジェリークＫＯＢＥ』の最大の売りは、ウェディングケーキをはじめとする繊細なスイーツ。両対局者にはお好きなスイーツをいくらでもお選びいただきます」

「「おおお……!!」」

　パティシエがワゴンに載せて運んできたのは、宝石と見まがうばかりに美しいスイーツの数々だった。

　姉弟子はああ見えてスイーツ大好きだし、天衣もお菓子の街神戸出身なだけあって甘いものが好物だったはず。殺伐さつばつとしたタイトル戦で、おやつは唯一と言っていい楽しみだ。これは嬉うれしいだろう。

　だが。

　この第三局の検分の話題を独占していたのは、二人の天才少女ではなく、ましてやスイーツなどでもなかった。

　それは────記録係の少年。

「椚くぬぎ三段！　女流タイトル戦の記録係への意気込みを教えていただけますか!?」

「和服はお召しになるんでしょうか!?」

「緊張や不安はありますか!?」

　記録係を担当する椚創そう多た三段は、寄せられる質問にハキハキと答える。

「プロのタイトル戦の記録を取ったこともありますし、不安は感じていません。あれは名人と篠窪しのくぼ先生の棋帝戦でした。ちょうど夏休みだったから、泊まりがけで。親も連盟で深夜まで記録を取るより立派な旅館に泊まる方が安心してくれますし」

　対局者よりも多くの報道陣に囲まれても全く萎縮いしゅくすることなく、創多は楽しそうに思い出話をしている。

「普段は記録を取れない関東のトッププロの将棋を盤側ばんそくから見ることができて、とてもいい経験になったと思います」

　史上初の小学生プロの期待がかかる創多。

　その創多が、同じく史上初女性プロの期待がかかる姉弟子の記録を取るとあって、マスコミの注意はその一点に集中している。

　この女王戦を足がかりとして三段リーグに注目を集めるという連盟の思惑は、これを見る限り成功した。

　──……もう女王戦の決着がついたみたいな雰囲気になってること以外は、な。

　朗ほがらかな表情で次の主役椚創多は語り続ける。

「けど女流棋戦の記録係はやったことがなかったんです。四段プロになったらそんな機会もなくなるだろうし、一局くらい取っておこうと思って！」

「椚三段ほどの天才が、タイトル戦とはいえ女流棋士の将棋を見て何か得られるものがあるのでしょうか？」

「あると思いますよ？　女流棋士の先生方は、プロや奨励会員には真似できないような独創的な将棋を指されますし。流行に左右されない……そう！　アマチュアみたいに自由で！」

　記者の意図とイマイチ嚙かみ合わない創多の返答。

　痺しびれを切らし、質問は次第にストレートになっていく。

「空女王とは三段リーグで対局が組まれる可能性があります。今回はその偵察という意味もあるんでしょうか!?」

「でも三段リーグの組み合わせはまだ発表されてませんし。今回は本当に、どうせ記録を取るなら面白い将棋の記録を取ってみたいなって思っただけですよ？」

「ですが椚三段は、昇段の大一番を空女王に阻はばまれていますよね？　仮に三段リーグで当たることになったら、またそれが繰り返される可能性もあるのではないですか？」

「あはは！　そこはそんなに心配してません。だって──」

　笑顔のまま椚創多はこう答えた。

「次に当たったら普通に僕が勝っちゃいますから」

　その声には、挑発も強がりも感じられない。

　ただ当たり前に起こる現象を説明する、そんな口調だった。

「ッ……」

　姉弟子は聞こえないふりをしていたが、それは明らかにふりだった。ケーキを選ぶ手に迷いが生じている。

　──普段ならノータイムでフルーツ系のケーキを選ぶんだけどな……。

　明日はずっと創多に見られながら将棋を指すことになる。姉弟子にとってそれは、かなりのプレッシャーになるかもしれない。

　その横で天衣は淡々とチョコレートケーキを指さしていた。




　検分を含め設営の全てを終えた頃には、美しい神戸の夜景が眼下に広がっていた。

「前夜祭は身内のみのガーデンパーティーとなります。ささやかではありますが、料理もお飲み物も会長と私が試食してとても美味であったことは確認済みです。どうぞ心ゆくまでお楽しみください」

　会長の腕に自らの腕を絡ませた男鹿さんが、まるで結婚披露宴で挨拶あいさつする新婦のようなアナウンスをする。満喫しとるなぁ……。

　家が近い天衣だけはここで一度帰って、明日またやって来ることになった。

　車で迎えに来た晶あきらさんを従えて式場を後にする天衣の背中を見送りながら、あいがポツリと言う。

「天てんちゃん……」

「ん？　どうしたあい？」

「今日、ずっと黙ってました」

「あ……」

　設営や諸々に気を取られていたから、あいに言われて初めて、天衣の様子がこれまでの検分と全く違っていたことに気付いた。

　追い詰められていたからだろうか？

　それとも……。
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『定刻になりました。空女王の先手番で対局を開始してください』

　立会人が宣言すると同時に、両対局者は無言で頭を下げた。

　スクリーン越しでも目を開けていられないほどのフラッシュが二人を包み込む。

　ネットで完全生中継されている対局室の映像を、俺はチャペルに設置された大盤解説会場で眺めていた。

　祭壇さいだんの上にプロジェクターと大盤を設置しての解説だ。前代未聞過ぎる……。

「さあ！　遂に始まりました！」

　そんな前代未聞な大盤解説にも全く動じていない聞き手の鹿路庭ろくろば珠代たまよ女流二段は、いつも以上にドレスアップした装いで登場。

　何でも式場の常駐メイクさんにコーディネートをお願いしたそうで、何なら対局者より華やかだ。結婚式でお嫁さんより目立つパターンである。

　将棋界では《研究会クラッシャー》の異名を持つ鹿路庭さん。私生活で《結婚式ウェディングクラッシャー》の異名も持ってそうでこわい。

「第二局の大盤解説は不完全燃焼だったんで、またまた登場☆たまよんで～す！　九頭竜くずりゅう先生と一緒にもりもり盛り上げていきますんで観客のみんなも盛り上がっていこうゼッ!!」

　おお──ッ!!　と拳を突き上げるお客さんたち。

　地下アイドルのライブみたいな雰囲気だ。神聖なチャペルで……。

「ってなわけで早くも大盤解説会場は温まってるんですけど、対局のほうはどうなりそうですかね？　お弟子さん、連敗で落ち込んでません？」

「地元での対局ですから気合いが入ってるはずです。これまでは力を発揮し切れていない印象がある挑戦者ですが、カド番ですし思い切ってぶつかって欲しいですね」

「今回は対局開始からノンストップで解説し続けます！　注目の初手はどうなるでしょう!?」

　先手番の姉弟子は、背筋を反らして無表情に盤を見下ろすと、

『……』

　初手で無難に角道を開ける。

「いやーさすが銀子ちゃんブレない。二連勝して先手番でも安定の塩オープニングです。さてさて、追い込まれた後手は何をやってくれるんでしょう？」

　鹿路庭さんはそう言ってから、俺の顔を見てこんな話を振ってくる。

「それにしても本局は、盤側が不思議な感じになってますよね～」

「ですね。記録係が小学生っていうのは、まぁ無いわけじゃないんでしょうが……観戦記者も小学生っていうのは前代未聞かと」

「挑戦者も小学生ですしねー。九頭竜先生、こんな場所にいるより対局室で小学生が吐く二酸化炭素を吸ってたいんじゃないですかー？」

「ちょっと鹿路庭さん……そういう誤解を招くような発言は──」

「あれれぇ？　将棋年鑑のアンケートで『生まれ変わったら小学校の教室の観葉植物になりたい』って答えてませんでしたっけ？」

「違いますよ!!　そんなマニアックな転生は望んでません!!」

「じゃあ幼女向け自転車のサドルでしたっけ？　ほら、あのハンドルのところにビニールのビラビラが垂れ下がってるやつ」

「普通に小児科のお医者さんです!!」

　現世じゃあ将棋なんていう世の中に何の貢献もできない仕事しかしてないのでせめて来世は世のため人のために尽くす仕事に就きたい！　という崇高すうこうな回答であったにもかかわらず世間から『やっぱロリコン』『本物』と誤解しか招かなかった悲運の答えを俺は口にした。会場の反応も薄い。なぜなのか。

「……さてさて。竜王のマニアックな性癖とは違って、指し手は極めてオーソドックスに進んでおりますー。空女王、飛車先ひしゃさきの歩を突いてさっそく居飛車いびしゃ明めい示じですね」

　俺の思い過ごしかもしれないが……。

　姉弟子が飛車先の歩を突いた瞬間、チャペルの中に若干だが白しらけた空気が流れたような気がした。「ああ、またか」みたいな。

　だが。

　天衣が選んだ次の一手が、そんな空気を吹き飛ばす！

「「かッ────」」

　その手を見て、鹿路庭さんも俺も、そして会場の全ての人々も言葉を失った。

　天衣は突いたのだ。遂にその駒を突いてしまったのだ。




　角の頭の歩を。




「「角かく頭とう歩ふッ!?」」


『…………』



　スクリーンに映る姉弟子の表情は、ほぼ変わらず。対照的に、盤側の創多は目をキラキラさせている。

「で、でた──ッ!!　挑戦者の夜叉神女流二段、遂に伝家の宝刀・後手番角頭歩戦法を発動しました!!　これは面白くなってきましたよ!!」

　熱さを増す鹿路庭さんのコメントとは対照的に、俺の背中からは一気に冷や汗が吹き出して止まらなくなる。

　案の定、姉弟子は玉ぎょくを左辺へと移動させ守備陣の構築を優先。

　冷静だ。俺は溜ため息と共に言う。

「……先手の空女王は持久戦を選びました」

「これまで夜叉神さんが角頭歩を用いた対局では、相手が挑発に乗って急戦を仕掛けてますよね？　大丈夫なんでしょうか？」

「対策があるんでしょう。持久戦に来られた時の対策が……」

　しかし先に対策を見せたのは姉弟子だった。

　天衣が姉弟子の駒組みを牽制けんせいしようと手て損ぞんを覚悟で角交換したのに対して、驚愕きょうがくの構想を示したのだ。

　駒台に置いたばかりの角を持ち上げて────７七角!!

「えっ!?　ここで自陣角!?」

　鹿路庭さんが、その大きなおっぱいのように目を大きく見開いて叫ぶ。

「せっかく手持ちにした角を早くも自陣に打ち込みましたよ!?　これって損じゃないんですか？」

「いや！　７七角は後手の駒組みを牽制した、積極的な一手です。放置すれば不利になるから後手は結局３三角と自分も角を手放すことになる」

　そして角を打った以上は再び角交換を仕掛けなければならず、後手はいつまでたっても手損が解消されない状態が続くのだ。これは痛い。

「な、なるほど～……銀子ちゃんも角頭歩対策は万全！　ってわけですか」

　さすが姉弟子。ここで７七角を用意しているとは……。

　天衣は小考しょうこうの後に自身も３三角と打ち込んで角を手放す。そうせざるを得ない。

　この先だ。


　──ここで何か天衣に策がなければ…………このまま将棋は終わる。



　７七角という秘手ひしゅを繰り出して優勢を意識する姉弟子は、そのまま悠然ゆうぜんと駒組みを進める。

　選択を迫られた天衣は、しかしあらかじめ想定していた局面だったのか、さして時間を使うこともなく盤上に手を伸ばした。心臓がドキリと跳ねる。

　選んだ駒は、銀。

　その駒と、そして出現した局面を見て、俺は思わず叫んでいた。

「こ、この形は──!!」

　天衣が持久戦対策に用意していた作戦。それは！




　４　二　銀　型　────　角　交　換　向　か　い　飛　車　!!




　その時、対局室のマイクが天衣の声を拾った。

『これ、いいでしょ？』

　動かしたばかりの銀に指を置いたまま、天衣は姉弟子に向かって不敵な笑顔を浮かべながらこう言ったのだ。

『あの人にもらったの』

『ッ……』

　角頭歩を指された時も全く変わらなかった姉弟子の表情が、微かすかに揺れたように見えた。

　鹿路庭さんが俺の顔を覗のぞき込むようにして言う。

「今、夜叉神さん何か言ってましたね」

「そうですか？」

「ところで九頭竜先生？　私、これに似た局面をつい最近どこかで見たような気がするんですけど？」

「そ、そうですか？」

「……九頭竜先生と生石おいし先生の対局だったような気がするんですけど？」

「ま、まぁでも後手番角頭歩っていう戦法は、もともと角交換向かい飛車にするのが狙いなわけですよ。そうすれば、あらかじめ突いておいた角の頭の歩が活きるわけで……だとしたら俺が使った『ゴキゲン三間飛車（仮）』と狙いが共通しているわけで、同じような局面になるのもむしろ当然かと……」

「ま、そういうことにしといてあげます」

　そもそも４二銀型の角交換向かい飛車は俺が力を発揮しやすい形ってだけで、万人にとって優秀な戦法ってわけでもない。振り飛車党の中ですら好みが分かれるだろう。

　確かに俺は、天衣がこの形を使ってくれることを期待していた。

　使いこなせばどんな相手にでも通用することを証明するために、最強の振り飛車党を相手に実戦で検証もした。

　だけど最終的に選ぶのは天衣だし、使いこなせる自信があって初めて選べる。

　それをこの大事な対局で採用するってことは──

「……やっぱりあいつは俺に似てるな」

　誰にも聞こえないよう小さな声で俺はそう呟つぶやく。

　たまらなく嬉うれしかった。

『強くなる方法は自分自身で考えるしかない』と弟子を突き放す将棋界において、棋風を共有できる師弟の存在は奇跡に近い。天衣は俺にとっての奇跡。

　盛り上がる観客をさらに煽あおるように鹿路庭さんは叫ぶ。

「さあ第三局になってようやくこのシリーズも面白くなってきましたよ！　挑戦者の見せた新生角頭歩戦法に対して驚愕の自陣角で応じた空女王！　しかしそこで出現した、師弟の絆きずなを見せつけるかのような新戦法！　まさに驚愕のオープニングです！　果たして勝つのはどっちでしょう!?」




　だが本物の驚愕は昼食休憩後に用意されていた。




　昼食休憩はタイトル戦における『撮影タイム』の意味も持っている。

　ここを過ぎればもう両対局者の写真を撮れるのは終局後となってしまうため、朝と同じように、カメラを構えた記者たちが対局室に詰めかけるわけだ。

　しかし最初に対局室に姿を現したのは、対局者ではなく観戦記者だった。

　つまり、あい。

『……失礼します！』

　対局室への自由なアクセス権を持っている観戦記者は別に昼食休憩中に入る必要は無いが、前回はこのタイミングで対局室に入らなかったことで投了の瞬間を見逃してしまっている。

　その反省から対局再開の二十分も前に入室し、記録机にノートを広げた。

　次に、記録係の創多が入室。あいの隣に腰を下ろす。

　そして対局再開の五分前に姉弟子が入室すると、カメラのフラッシュが一斉に瞬またたいた。どのカメラも姉弟子と創多が一緒に写る角度から撮影している。

　──天衣がどれだけ盤上で才能を示しても、世間の興味は結局そっちか……。

　関係者の昼食会場となった披露宴会場で結婚式用のコース料理を食べながら、俺は虚むなしさを感じていた。

　姉弟子に負けて欲しいわけじゃない。

　ただ、天衣のご両親が見守っているこの対局くらいは……あの子にも注目してあげてほしかった。その才能を、努力を、正当に評価してあげてほしかった。

　──だったら結果で見返してやれ！

　新郎新婦のプロフィールムービーとかを流すためのスクリーンに映し出される対局場を見ながら、俺はそう念を送っていた。

　送ってた……ん、だけ……ど……。


「…………あれ？」



　対局室の様子を見ていた俺は、異常に気づいて慌てた。

　手番の天衣だけが対局再開の時間を過ぎても戻って来ない。こんなことは初めてだ。一局目も二局目も姉弟子より先に入室しているのに……。

　まさか、何かアクシデントが!?

「すいません！　誰か天衣の……挑戦者の様子を見に行って──」

　弟子とはいえ女の子の控室に俺が立ち入るわけにはいかない。

　他のテーブルに座る関係者を見回しながらそう言いかけた、まさにその瞬間。

「えっ」

「ええ!?」

　スクリーンを見ていた人々が口々に何かを叫ぶ。


　何だ何だ？　と俺もスクリーンを見て………………絶叫した。



「ええええええええええええええええええ──────ッッッ!?」

　天衣が対局室に戻って来たのだ。




　和服を脱ぎ捨て、純白のドレスに身を包んだ姿で。




　ご両親が亡くなってからは頑かたくなに黒以外の衣装を身につけなかったあの天衣が……白を？

　しかも小さな足にはガラスの靴だ。
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「……本物の、シンデレラ？」

　俺と同じテーブルで昼食を食べながらその様子を見ていた鹿路庭さんが、フォークに刺した神戸牛こうべぎゅうをポロリと落とす。

　大盤解説の聞き手としてタイトル戦に同行しまくってる鹿路庭さんは、ある意味ほとんどのプロ棋士よりタイトル戦を経験している。名人と釈迦堂さんの次くらいに。

　そんな鹿路庭さんですら啞然あぜんとするようなことを天衣はやってのけたのだ。小学五年生の女の子が。

　──大人しくしてたと思ったら、こんな仕込みをしてやがったのか！

　間違いなく晶さんも共犯のはずだ。

　あのドレス、俺が屋敷で見た時よりもスカートの丈が短くなっている。正座しやすいように仕立て直したんだろうか。

　新婦というよりも踊り子のようなその姿に対局室の誰もが圧倒されて声も出ない中、観戦記者として盤側に座っていたあいが、かろうじてこう尋ねる。

『て、天ちゃん？　その服は……？』

『着替えたの。和服って、重くて暑くて戦いづらいもの』

　ガラスの靴を脱ぎ捨てて畳に上がりながら、天衣は事も無げに答えた。

『本気を出して戦うのに最も適した服装を選んだだけよ。女王戦の規程には和装しろとは書いてあるけど、着替えちゃいけないとは書いてないし。それに──』

　天衣は茶目っ気たっぷりに右手を持ち上げて手首を見せつけると、

『袖も気になるしね？』


『…………』



　姉弟子は無言。最初から盤面にのみ視線を注いでいる。

　そのやり取りを盤側で聞いていた創多はクスリと笑うと、ワクワクを抑えられないといった感じで天衣に告げる。

『時間になっております』

『そ』

　ドレスのスカートをふわりと膨らませながら着座した《神戸のシンデレラ》は、漆黒しっこくの黒髪を右手の甲で翼のように翻ひるがえし。

『さあ──まずは第二局で失った先手番を返してもらうわよ？』

　まるで姉弟子をダンスに誘うかのように盤上へとその手を伸ばして、言い放つ。

『来なさい。踊ってあげる』

　駒音が舞踏会の始まりを告げる鐘かねのように高く高く響き渡る。

　それを追いかけるように無数のシャッター音とフラッシュが、第三局になって遂に登場した本物の《神戸のシンデレラ》を包み込んだ。
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　──先手番を返してもらう。

　その宣言の意味は、将棋が進むにつれて次第に明らかになっていった。


「ん!?　あれ？　あれれれれれー……？」



　大盤を使って指し手の予想をしていた鹿路庭さんと俺は、この将棋が勝敗を超えた結末に至る手順を発見し、慌て始める。


「…………九頭竜先生？　これって、まさか…………」



「……ええ。そのまさかが出そうな雲行きですよ」

　それが出そうな時、将棋界では確定するまでその名を口にしない。

　口にして、本当に出てしまうと……特にタイトル戦なんかでそれが出ちゃうと、全ての予定がおかしくなって大変なことになるからだ。

　ある人はそれを『将棋の癌がん』とまで呼んだ。

　しかし現代将棋は、将棋というゲームを死に至らしめる病すらも勝負に利用する。それ程までにシビアな世界で俺たちは戦っている。

「後手の狙いはまさにそれです。問題は、先手がそれを拒否できるかどうかですが……」

「先手から手を変えるとすればどんな候補手があるでしょう？」

「そうですね……難しいですけど、例えば──」

「７三歩」

　唐突に、客席からそんな声が投げかけられた。

　最前列に座っていた客の一人が大変よく聞き覚えのある声で指摘したその手は、確かに最善手を除けば唯一といっていい候補手だろう。

　これが一瞬で見えるとは──

「……さすがにお強い」

　俺は声の主に最大限の賛辞を贈る。

　黒皮のライダースジャケットを着たそのお客さんは、細くて長い脚を組んだ横着おうちゃくな姿勢で首を横に振った。

「オレじゃねーよ。ソフトの推奨手らしいぜ？」

「らしい？」

「一緒に来るのは嫌がったくせに、一方的に評価値だけ送りつけてくる根性のひん曲がった観戦記者がいてな」

　お客さん──月つき夜よ見み坂ざか燎りょう女流玉将は片手に持っていたスマホを掲げながら言う。

　他のお客さんたちはヒソヒソと、

「……おい、あれって……」

「じょ、女流玉将……!?」

「話に出てる観戦記者って、もしかして山城やましろ桜おう花かのことか……？」

　まさかの登場をした超豪華ゲストに、チャペル内の興奮度が上昇していく。

「オレだって、小学生と中学生の指す将棋を見にわざわざ神戸まで来るつもりはなかったんだけどな」

《攻める大天使》は言い訳をするかのように、

「ただ、あのクソチビの角頭歩に銀子が何をやるかをこの目で見たくて……」

　天衣の角頭歩に急戦で挑んで敗れ去った月夜見坂さんにとって、姉弟子が持久戦でどんな戦いを見せるかは気になって仕方がなかったんだろう。

　悔しさや恥ずかしさはもちろんあるだろうが、将棋に対する興味がそれを上回ってしまうあたり月夜見坂さんもやっぱり将棋が好きなんだなと思う。

　そして挑決で天衣に負けた供御飯くぐいさんは、あいの観戦記に協力してはくれたものの、敗北の傷が生々しすぎてまだここに来ることはできなかったんだろう。

　その気持ちもよくわかる。わかりすぎるほどに……。

『空先生、残り五分です。ごじゅうびょう────』

『ッ……!!』

　そうこうするうちに姉弟子の持ち時間が尽きかけていた。

　決断を迫られる姉弟子。

　有利な先手番を得て、持久戦へと誘導したにもかかわらず、一方的に時間を使わされる嫌な展開に持ち込まれていた。

『空先生、持ち時間を使い果たされましたので、これより一分将棋でお願いします』


『…………くっ!!』



　秒に追われた姉弟子は、時間ギリギリまで迷った末にその局面で最善の手を指した。

　そして天衣も最善の手で応じる。

　最善と最善の応酬。同じ手順が繰り返されていく。

　それはまるで駒たちの輪舞ロンドのようで────

「こ、これって!!」

「……まさかが出ましたね」

　鹿路庭さんが叫び、俺はようやくそのまさかの名前を口にする。




　────千日手。




　引き分けのように見えるが、そうじゃない。

「現代将棋では、後手番なら千日手を狙うのも立派な戦術。なぜなら指し直しで、有利な先手番を得ることができるからです」

　天衣は取り返したのだ。宣言どおり、第二局で失った先手番を。

　逆に先手の姉弟子にとっては明らかな作戦負け。敗北にも等しいほどの。

「あ、あの空銀子が……無敵の白雪姫が、先手番で千日手に逃げるなんて……！」

　愕然がくぜんとする鹿路庭さん。

　姉弟子の女流公式戦にはこれまで一度の千日手も出ていない。

「灰被り姫シンデレラが、白雪姫に灰色の星をつけた……ってか」

　面白くもなさそうに月夜見坂さんがそう吐き捨てる。

　月夜見坂さんもタイトル戦の後手番で姉弟子相手に千日手を狙いにいったことがある。しかし姉弟子は不利を覚悟で打開していった。先手でも後手でも。

　月夜見坂さんが相手の時だけじゃない。空銀子とはそもそもそういう棋士だ。女流棋士相手にその程度の不利をひっくり返せないのであれば奨励会で戦えないと考えている。

　そんな姉弟子が千日手を選ばざるを得なかったという事実。

　それはつまり──

「姉弟子は認めたんです。この局面で打開したら負けると。夜叉神天衣は今までの挑戦者の中で最も手て強ごわい相手だと」

　そして遂に、四度目の同一局面が盤上に出現する。

『千日手が成立しました』

　スクリーンの中で記録係の創多が宣言する。

『三十分後の十九時二〇分から、先後を入れ替えての指し直しとなります』

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!

　歓声でチャペル全体が震えた。

　関係者にとって大迷惑な千日手も、お客さんにしてみればもう一局楽しめる。これ以上のサービスはないだろう。


『…………!!』



　姉弟子は即座に無言で礼をすると、駒を鷲摑わしづかみにするように盤面を崩して駒箱へさっさと放り込む。激しい怒りが見て取れた。打開できなかった自分への怒りだ。

　天衣は傲然ごうぜんと胸を反らしてその様子を見守っている。

　駒を片付けるのは上位者の役目なんだが、今はまるで天衣が姉弟子にその役目を押しつけているかのようにすら見えた。

　敗北の穢けがれを知らぬ《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》。

　だがこの日、女流棋戦五七戦五七勝無敗というその純白の戦績に一つだけ、たった一つだけ、灰色の染みがついたのだ。

「すごい！　すごいぞあの子は!!」

「無敵の空銀子に作戦勝ちをするなんて!!」

「しかも角頭歩でだぞ!?　信じられるか!?」

「次はどんな将棋を見せてくれるんだ!?」

　姉弟子の勝利ではもはや湧わくことのない観客から万雷ばんらいの拍手はくしゅを浴びる天衣。

　誰にも為なし得なかった偉業を、女流棋士になってまだ一年にも満たない小学五年生が成し遂げたという事実。

　この、将棋史上最強の女たちがひしめく戦国時代に、わずか十歳の女の子が一躍トップに躍り出たという事実に、日本中が湧いた。
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　三十分間の休憩はあっという間に終わり、指し直し局が開始された。

　九頭竜八や一いちは引き続きチャペルでの大盤解説を担当。聞き手だけが交代し、今は関東からこの将棋を見るためだけに来ていた右左口うばぐち翠みどり女流三段が特別ゲストとして登壇している。

　控室での検討は月光聖市せいいち九段を中心に行われていた。

　夜叉神天衣が先手番で見せた作戦は──

「先手中飛車？」

「先後どちらも振り飛車で戦おうっていうのか……」

　控室のモニターを注視していた人々は、夜叉神天衣のオールラウンダーぶりに舌を巻く。

　対する空銀子は相振り飛車を選択。

　相振り飛車は感覚的に居飛車と共通する部分があるため、この選択はそれほど奇抜なものではない。

　だが、そこから天衣が見せた構想は奇抜どころの話ではなかった。

　十五手目────２八飛車。

「は？」

「えっ!?」

　控室に驚愕の声が上がり、角頭歩を超える衝撃が走る。





「「振り飛車を…………居飛車に戻した……？」」






　まさに天衣無縫てんいむほうの構想だった。

　天衣は中央に振ったはずの飛車を再び初形に戻したのだ。


「一手損角換わりならぬ、二手損居飛車!?　はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」



　聞き手の再登板に向けて情報収集をしていた鹿路庭は、小学生の頃から磨いてきた自らの将棋観がガラガラと崩れていくのを感じていた。振り飛車党の鹿路庭にとっても、天衣が見せた構想は理解不能。


「こ、こんなの…………将棋ですらないでしょ……？」



「ふむ」

　しかしここまでの手順を秘書の男鹿から口頭で伝え聞いた月光は、奇抜な現代美術の作品を吟ぎん味みするような声で評価を下す。


「…………そこまで差はありませんね。いや驚いた」



「ええ!?　で、でも二手損ですよ!?　せっかく取り戻した先手の利を自分から捨てるなんて……こんなの絶対に後手が良くなりそう──」

「そう。それが罠わなです」

　にわかにはその形勢判断を受け容れられない様子の鹿路庭に、月光は超トッププロとして勝負術を披露する。

「はっきり『良い』局面なら話は単純。しかし『良くなりそう』な局面では、時間を使って考えてしまう。しかも『良いはず』という先入観があるがゆえに、良くなる手順を発見するまで諦められない」

「あっ！　だから無駄に時間を……」

「ええ。更に言えば、実際は微差なのに大差になる局面を脳が無理やり捻ひねり出してしまいかねない。『勝手読み』です」

　時間を奪われ、大局観たいきょくかんをも幻惑される。

　早指しでは最も避けねばならない事態だ。

「手て得どくをしたとはいえ、空女王は不得意な振り飛車を強要されています。それに時間も無い。夜叉神さんがこの形を研究していたのならば、優位を築いたのは……むしろ！」

「あはっ」

　鹿路庭は笑い転げた。

「あははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　天衣を馬鹿にしているのではない。

　その逆だった。あのクソ餓鬼がきが忌々いまいましいまでの自信を取り戻したことが心地よかった。

　涙が出るほど笑ってから、鹿路庭は納得したように頷く。

「そっか。あいつ天才だったんだ。空銀子よりも」

　かつて鹿路庭は、天衣とこんな約束をした。

『いつかあんたが年を取って弱くなった時、今より強くなった私と戦うの。三十年後か、四十年後か……もっと後かもしれないけど、それまで将棋界ここで踏ん張ってやるんだから』

　しかしその時、鹿路庭は天衣の才能を銀子よりも下だと思っていた。いずれ自分と同じ場所に並ぶのだと。

　けれど天衣が落ちてこないのであれば──

「だったら私がもっともっと努力して、もっともっともっと強くなるしかないじゃん……ああムカつく!!　面倒臭ッ！」

　そんな鹿路庭の悪態を、月光は微笑みながら、そしてもう強くなる機会を失ってしまった男鹿が、寂しそうに聞いていた。




「こんな……こんな将棋、ありえない！」

　八丈島はちじょうじまの自宅でネット中継を観ながら、登龍花蓮のぼりょうかれんは激しく首を横に振っていた。

　いや、花蓮だけではない。今この対局を観戦している奨励会員の多くが、天衣の将棋に強烈な拒否反応を示していた。


「空先生は自然な応手おうしゅを重ねてる。僕でもきっと同じように指す……けど、形勢はどんどん先手に傾いている…………そんなの、ありえない…………ありえないよ……」



　花蓮は女流棋士を見下していた。

　──だってあの人達は所詮、アマチュアだから。

　女流タイトル保持者ホルダーである月夜見坂燎ですら、女流棋士を休会して奨励会に挑戦したものの挫ざ折せつしている。

　──そんなの当然だよ。将棋の作りが違うんだから。

　月夜見坂と違い、花蓮は最初から奨励会を選んだ。

　それは空銀子という先例がいたからだ。最初から奨励会に飛び込んでも這はい上がることができると証明してくれたから、自分も続くことができた。

　花蓮は女性として史上二人目の奨励会一級。

　だが、自分に才能があるとは思っていない。奨励会という厳しい環境で揉まれることによって、自分の将棋はプロとしての骨格を得た。ひとえに努力の賜だった。

　アマチュアとは対極にある──負けない将棋。

　必死に定跡を暗記し、降級と退会の恐怖に怯えながら、花蓮は自分の将棋を造り替えていった。それは正しかったはずだ。自分は強くなったはずだ。間違っているのは夜叉神天衣の将棋……アマチュアの級位者ですらやらないような、この無茶苦茶な将棋のほうのはずだった。


「なのに…………どうしてこんなにも、胸が高鳴るんだろう？」



　自分が失ってしまった大切なものを天衣の将棋の中に見ていることに、花蓮はまだ気づいていない。自分がそれを見たがっていることにも。

　盤上の自由。そして将棋の楽しさを。




　関係者が詰めかけた現地控室は異様な盛り上がりを見せていた。

　この時間になってもまだ続々と棋士や女流棋士が集まりつつある。北陸からは六十歳を超えた大ベテランの鞨鼓林かっこばやしすゞ女流五段までが泊まりがけで勉強に来ていた。中学生と小学生の将棋を見るためだけに。

　鹿路庭と聞き手を交代して控室に戻ってきた右左口が、控室に集まった女流棋士を見回して言う。

「まるで『夜叉神天衣被害者の会』の会ですね」

「『空銀子被害者の会』でもあるわね」

　粥かゆ新田にた麗れい女流三段が言い、銀子と天衣の二人に負けたことがある月夜見坂が「ケッ」と悪態を吐くと、笑いが起こる。

　そしてその場には清滝きよたき桂けい香かもいた。

　桂香が女流タイトル戦の控室を訪れるのはこれが初めてだ。


「…………」



　両対局者と同門であるにも関わらず、桂香は指し直し局が始まる少し前にこっそり現地を訪れると、一言も発さず検討の輪の外で勝負の行方を見守っていた。

　──……小さいな。

　自分でもそう思う。あいや八一と顔を合わせないように、勝負が終盤になってからしか来られないあたりも。

　それでも桂香は、自分が成長していると感じていた。

　──嫉妬しっとできるようになっただけでも、大したものだもの……。

　かつて桂香は、自分をあっさり追い抜いていくあいや天衣に嫉妬していた。

　しかし全ての後輩に嫉妬していたわけではない。

　銀子や供御飯といったエリートに対しては、そもそも自分と比べようとも思わない。だから銀子がどれだけタイトルを獲得しようと嫉妬することはなかった。

　けれど天衣がタイトルに挑戦することが決まった瞬間、桂香は激しく嫉妬した。

　それは自分もマイナビの本戦に出場し、釈迦堂里奈という第一人者を倒すことができたから。

　──このタイトル戦が私と銀子ちゃんのものだった可能性だってある。だから……。

　同時に、あいのことを心配した。

　あいが悲しんだり焦ったりすると思ったのではない。その逆だ。

　──あいちゃんは現状に満足してしまっているから……。

　雛鶴ひなつるあいという少女は、究極的には八一の側にいるために将棋を指している。だから八一が関わらない勝負では力が発揮できないことに、桂香は気づいていた。

　──あの子は素直で優しすぎる。何より……才能に恵まれすぎてる。

　人間として見れば、それは素晴らしいことだ。

　だが、棋士としては伸びない。

　妬ねたみや僻ひがみという負の感情は絶対に必要だ。シンデレラが着飾ってダンスパーティーに出かける姉たちを見て嫉妬したように、あいもタイトル戦に出場する天衣や銀子を間近で見れば心に黒い炎が灯ともるのではと桂香は思った。

　逆に言えば、そこまでしなければ火が点つかないと。

　そしてそれは八一や銀子にもいえることだった。

　──それくらいしないとあの子たちは絶対に気づかない。将棋を指す苦しみには……。

「おい！　見ろ!!」

　控室の誰かが叫んで、桂香の思考は局面に引き戻された。

「遂に後手玉が露出したぞ！」

　局面は天衣の優勢から勝勢へと傾きつつある。

　天衣の作戦を無理と見て自ら動いた銀子は、しかしほとんど成果を上げられず、逆にカウンターを喰くらって美濃みの囲がこいの急所である上部からの痛撃を浴びていた。

　守る駒の無い無防備な玉が露出し、そこに手番を握った天衣の牙きばが迫る。

　六年近くも女流棋戦で無敗を貫いた《浪速の白雪姫》が、倒れようとしていた。

　──負けるの？　銀子ちゃんが？　あの子に……？

　桂香には信じられなかったが、この局面からなら自分でも詰ませられそうな気がした。

　だが天衣は敵陣に侵入していた馬を自陣に引きつけて、銀子の攻めを切らす選択をする。玉を詰ますのではなく心を折りに行った。激辛げきからだ。画面に映った天衣の指は震えていた。

「催促さいそくか!?」「この局面で投了もあるのでは」「あきまへん。あきまへんわ」

　控室の棋士や記者たちが色めき立ち、立会人は準備を始めた。

　銀子は王手ラッシュを開始するが、その全てを天衣は冷静に受け潰つぶしていく。

「ずいぶん雑よね。今日の将棋は」

　粥新田が銀子の無理攻めをそう評せば、他の棋士たちも囃はやし立てる。

「おお！　負けるのか《浪速の白雪姫》が！」

「女王にしてはちょっと見苦しい粘りだねぇ」

「出直しだ。顔を洗って出直しだ」

　控室に笑いが起こった。桂香には信じられなかった。

　終局への悲ひ愴そう感など欠片かけらも無い。奨励会員の身でありながら女流棋界のために貴重な時間と労力を捧げてきた銀子が負けることを、まるで珍しい見世みせ物もののように面白がっている。

　──この人たち……何なの？　普通じゃない……。

　嫉妬、野心、好奇心、劣等感に優越感……将棋に魂を売り飛ばした連中が、まるで子供のように残酷な感情を剝き出しにするのを見て、ようやく桂香は気付く。

　ここに集まるような連中は、とっくに人間ではないのだ。化け物なのだ。将棋の。

「うっ……!!」

　桂香は口元を押さえると控室から飛び出した。女子トイレに駆け込もうとするが、間に合わず廊下の片隅にうずくまって激しく空から嘔吐えずきを繰り返す。


「ぎ……銀子ちゃん…………」



　あまりの苦しみに涙すら流して喘あえぎながら、桂香は対局室で孤独に戦い続けている銀子に向かって呼びかける。


「あなたは…………いつも、こんな空気の中で……将棋を指してるの…………？」



　嫉妬や劣等感といった負の感情すら、自分はちっぽけで……。

　控室の空気を吸うだけで吐き気を催すほどの重圧に、桂香は床にうずくまったまま、立ち上がることができなかった。




　対局室は異様なほど過熱していた。

　盤側から戦いを見守る雛鶴あいは、自分の意識がところどころ飛んでいることに気づく。


「こう……こう…………こ、う………………はぁ……あ、ぁ…………」



　観戦記者として両対局者の様子を注視しつつも、棋士としての本能からついつい局面を読んでしまう。

　──意識が……薄れる……。自分が自分でなくなったみたい……。

　緊張と弛し緩かん。集中と発散。それが自分の意思に反して急に襲いかかってくる。

　あいは、対局者が創り出す空気に翻弄ほんろうされていた。木の葉のように。

　──これが……これがタイトル戦の、対局室なんだ……！

　千日手局の昼休明けからずっと、あいは盤側に座り続けている。

　座って見ているだけなのに、自分が対局した時よりも遙はるかに疲労を感じていた。


「…………あつい……」



　メモを取る文字は判読不能なまでに乱れていて、手汗で紙は大きくたわむ。

　対局者の放つ膨大な熱量が、その異様な熱気の正体だった。

　和服から薄いドレスに着替えた天衣は全身から汗を流しながら、前後に揺れて一心に読みを入れ続けている。

　──……すごい。こんなに集中してる天ちゃんを見るの、はじめて……。

　天衣は耳の先まで真っ赤に染めて前傾し、まるで炎に包まれたまま敵に向かって突撃していくかのようだった。

　その姿勢のまま、受けに回った銀子の玉に向かって桂馬を跳はねる。

　──決まった……！

　一方、手を止めて考えているはずの銀子は、汗一つかかないまま背筋をピンと伸ばして盤上を見下ろしている。

　青白いその顔にも、全く動きのない姿勢からも、まるで闘志を感じない。

　もはや勝負を諦めているかのように、あいには見えた。

　だが。


「えっ……？」



　あいは思わず驚きの声を上げる。

　すぐ隣に座る記録係の創多が、持ち時間を表示するタッチパネルに充電用のモバイルバッテリーを装着したのだ。

　この部屋の中で最も棋力が高いのが創多であることは間違いない。

　──じゃあ……まだまだ長くなるの？　でも、これって……。

　あいにはもう勝負は終わりかけのようにしか見えない。いや、終わっているとすら思える。

　それは天衣も同じだった。

　──勝てる！　私でも……空銀子に!!　奨励会三段にッ!!

　天衣は逸はやる心を抑えきれない。

　心臓は胸を突き破りそうな勢いでバクバクと爆はぜる。その心臓が全身へと送り込む血液は、まるで炎と化したかのように熱い。

　自律神経までが焼き切れたかのようで、汗が止まらず呼吸も乱れる。和服を脱ぎ捨てて対局用に仕立て直したドレスに着替えたのに、それでも熱い。


「………………」



　銀子は無言で立ち上がり、退室する。

　相手の姿が完全に消えてもなお、天衣は戦う姿勢を崩さず読み続けた。火の玉のように。

　しかし──


「あ…………」



　暑さで朦朧もうろうとしていたあいの意識は急速に覚醒していく。室温が一気に下がったのだ。

　そして気づく。

　赤く燃える炎よりも、青く輝く炎の方が熱いということを。

　対局室の最大の熱源は天衣ではなかった。

　その事実はつまり、銀子が天衣よりも深く激しく読みを入れているということに他ならない。

　──空先生は諦あきらめてなんかない！　……まさか!?

　一分後。

　焼き切れる寸前まで過熱していた身体を外気によって冷却した《浪速の白雪姫》は、恒星こうせいの熱量のように莫大ばくだいな思考の成果を盤上に出現させるべく対局室に舞い戻る。

　そして手招きをするかのように玉を引き、銀子は囁ささやいた。

「来なさい」

「ッ!?」

　思わず息を飲むシンデレラに、白雪姫は笑顔すら浮かべつつこう言った。

「踊ってあげる」





[image: ]　　心臓を持たない巨人






　その一手を見た瞬間、私は幸せの頂から絶望の谷底へと一気に突き落とされた。

　──９二玉……!!

「まさか!?　こ、この世に……そんな手が!?」

　愕然とした。

　空銀子の指した手は、私が寄せに出ようと玉頭に打ち付けた桂馬の長い腕の中に自ら飛び込むようなものだったから。

『首を絞めて、トドメを刺してください』とでも言うような……。

　──常識ではあり得ない!!　でも……でもッッッ!!

　私は思わず顔を上げ、この恐るべき一手を指した女の顔を見る。

　そして再び驚きに打ちのめされた。

「ッ……!!」

　私を見返す空銀子の目は真っ青になっていたのだ。

　普段は灰色の瞳が、神戸の海のように青く。底が見えないほど深い深い青に。

　こ、これが──!!

　これが……《浪速の白雪姫》の、本気!!
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「……本性を現したわね！　化け物がッ……!!」

　摑みかけていた光は、たった一手で搔かき消えた。

　私がここまで盤上でも盤外でも少しずつ少しずつ積み上げてきた優位を、目の前の化け物はたった一手でひっくり返したのだ。

「いいえ違うわ!!　まだ……まだ私のほうがいいはずッ!!」

　声に出して自分に言い聞かせる。冷静さを取り戻せ！

　一分将棋に入った空銀子と比べて、私にはまだ時間が残っていた。仮に局面が多少不利だとしても────実戦的には圧倒的に有利!!


「こっ……のぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッ!!」



　私は咆哮ほうこうした。獣のように。

　そして駒台から歩を摑み取ると、空銀子の玉頭にそれをネジ込む！


「さっさと！　たッ！　おッ！　れッ！　ろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッッッ!!」



　相手に判断する時間を与えないようノータイムで指し続ける。あわよくば、こちらが読み切ってると勘違いさせられるように。

　けれど空銀子の指先は機械のように正確に、私の総攻撃を全て無効化していく。

　──こ、この女……心ってものが無いの!?
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　まるで心臓を持たない巨人だ。

　どれだけ攻撃してもダメージを与えている感触がまるでない。殴れば殴るだけ逆に私の拳が傷つくかのように貴重な持ち駒を取られてしまう。

　──倒せるイメージが湧かない……私の攻めが細すぎるの!?

　そんな不安がよぎるものの、手を止めた瞬間に心が折れることがわかっている私はとにかくノータイムで指し続けるしかない！　王手！　王手!!　王手[image: ]

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!」

　そして。

　駒台に載っていた全ての弾を撃ち尽くし、焼け野原となったその盤上ばしょで。


「生き…………………………てる？」



　空銀子の玉は、詰んではいなかった。

　──寄せ損なった……！　け、形勢は!?　まだ自玉は安全なの!?

　盤に覆い被さるようにして自陣の安全度を計算する私に、声が降ってくる。

「見てる場所が違うわ。ちゃんと読みなさい」

「え……？」

「言ったでしょ。踊ってあげるって」


「……………………………………？」



　敵の言葉に促され、私は視線をゆっくりと上げていく。

　自陣から敵陣へ。


「…………あ!?　ま、まさか………………まさかまさか!?　まさかッッッ!?」






　そこで私が見たものは──────千日手。




　──私に先手番で千日手を選ばそうというの!?　さっき私がやったように!?

　信じられなかった。仮に空銀子がそこまで読んでこの局面に誘導していたとしたら、もはや人間業とは思えない。でも……。

　──……千日手を選べば、もう一度、最初から戦うことができる……。

　けれどそれは不利な後手番だ。この局面が実は私に有利だったら？　空銀子が私に千日手を選ばせようと盤外戦術を仕掛けているとしたら？　読み切っている時間は無い。

　千日手に逃げれば、とりあえず負けは回避できる。

　それとも……。

「……ありがとう」

　緊張と恐怖でカチカチと鳴りそうになる歯の根を必死に合わせながら、私は駒を動かした。

「でも────────いらないわ。引き分けなんて」

　選んだのは、千日手拒否。

　そして精一杯の笑顔を浮かべて言い放つ。

「来なさい。殺してあげる」

「ほざけ」

　反撃が始まった。

　ガリガリと音が聞こえそうなほど強引に空銀子は駒をぶつけてくる。恐るべき計算の暴力!!


「ぐぅぅ……ッ!!」



　私は必死にその重圧に耐え、崩壊しそうになる局面を支えた。

　そこに。

「いくわよ」

　静かな宣言と共に、空銀子は自玉を前進させてきた。

　王様自身が先頭に立って突進してくるのだ。ジャンヌ・ダルクのように。一発でも流れ弾が当たればその時点で即死するというのに、一分将棋の中でその指先は小揺こゆるぎもしない。

　予想できるわけがない。受け切れるわけがない。こんな攻め。

「ひっ……!!」

　私は初めて恐怖した。空銀子という存在に。心臓を持たない巨人に。

　その恐怖が、ギリギリで保っていた心の均衡きんこうを崩す。


「ッ！　……あぁ…………」



　震えた心では、逆転どころか局面の均衡を支え続けることすらできない。

　形勢は後手有利から後手優勢に。そして後手勝勢しょうせいへと雪崩なだれを打って傾いていく。

　私は必死に抵抗した。

　けれどそれは最善手を探す作業じゃない。

　むしろ悪手を探す作業だった。

　──奇襲を繰り出して相手を間違わせる！　角頭歩のような奇襲を!!

　劣勢の中に最善手など存在しない。だから劣勢なのだ。

　苦しい時は結局、どこまでいっても苦しいのだ。

　悲しみや苦しみの中に希望が存在しないように、この世界は決して優しくはない。今この瞬間も誰かが死に、誰かに救いようのない不幸が襲いかかり、勝者と敗者が生まれ続けている。

　私と空銀子の前にも今、一本の線が引かれようとしていた。


「でも…………だからって、投げるわけにはいかないでしょぉぉぉおおおおおお!!」



　ただ待っているだけで幸せが転がり込んでくることなんて絶対にない。さらに深く傷つくことを覚悟しつつ立ち向かうことでしか、幸せにはなれない。

　強くなるしか……ないッ!!

　けれど。

「くっ……!!」

　けれど冷静な勝負師の部分が私に敗北を告げていた。


　──………………詰んだ、か。



　空銀子は己おのれの玉も攻め駒に加えるという最強の手で私を押し潰したのだ。千日手を拒否した時点でとっくに勝ちを読み切っていたという何よりの証拠だった。

　この瞬間、私はタイトルを逃した。

　お父さまとお母さまの生きた証あかしとして手に入れたかった夢は、私の手からするりと落ちた。

　戦いは終わったのだ。敗北という形で。

　私のシンデレラストーリーは、バッドエンドを迎えたのだ。

「でも……なんで？」

　負けたはずなのに。

　終わってしまったはずなのに。

　なのになんで……こんなに熱いんだろう？

　なんでまだこんなに胸がドキドキしてるんだろう？

　そのとき私の心に浮かんだのは──お父さまの笑顔でもお母さまの笑顔でもなくて。


「ああ…………そっか」



　思わず私は呟つぶやいていた。

　盤側の雛鶴あいと椚創多が私の顔をチラリと見る。そして姿勢を正した。

　投了の瞬間に備えて。

　きっと今の呟きを、私が自玉の詰みに気づいたものだと思ったんだろう。

　でも私が気づいたのはぜんぜん別のことだった。

　将棋に関することですらない。

　戦いの中で不ふ謹慎きんしんかもしれないけれど、気づいちゃったんだから仕方がない。

　そう……私はようやく気づいたのだ。

　私にずっと勇気を与えてくれたものが何なのか。

　私に未来を与えてくれる人が誰なのか。

　だからもう、怖くはない。

　胸を張って私は言おう。

　世界中の人々に聞こえるよう、はっきりと口にしよう。

　今まで認めることができなかった言葉を。

　次の戦いへと続く魔法の言葉を。

　この命が燃え尽きる瞬間まで挑戦を続けるという、決意の宣誓を。




「負けました」




　そう言った瞬間、胸の中でいつのまにか生まれ育はぐくまれていた小さな気持ちが、一つの名前を持った。

　今ならわかる。

　この気持ちをきっと人は────────と、呼ぶのだろう。
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『両対局者のお二人が大盤解説場にご到着なさいました！　どうぞ皆様、大きな拍手でお迎えください!!』

　聞き手の鹿路庭さんがチャペルの入り口に向かってそう言うと同時に荘厳そうごんなドアが左右に大きく開き、姉弟子と天衣が観衆の前に姿を現した。

　式場の人が気を利かせてくれて入場曲付きだ。盛り上がる盛り上がる。

　奇くしくも時間は夜の十二時。

　和装の姉弟子と白いドレスの天衣が並んでバージンロードを歩く姿は、まるで童話の中からヒロインが飛び出てきたみたいに幻想的な光景だった。

　本当にメルヘンだ。その二人がついさっきまで殺し合いをしていたことを除けば。

「白雪姫とシンデレラの行進か……」

　そう呟きながら俺は、二人がまだ放ち続けている殺気を感じ取っていた。

　勝者であるはずの姉弟子はしかし、その勝利にまるで満足していない。他人にはわからないかもしれないが俺にはわかる、怒りの表情。

　五連覇を果たして初代永世女王の資格すら手にしたというのに……。

　一方、挑戦失敗となった天衣も複雑な表情を浮かべていた。

　落ち込む……という感じじゃない。

　まだ戦いの余韻が消えないのか、頰ほおを紅潮させている。目も潤んでるみたいだ。

　──初めて壁にブチ当たったんだからな……無理もない。

　俺は弟子を労ねぎらって視線を合わせようとするが──

「ッ……!!」

　ぷいっ。

　一瞬だけ目が合った天衣は、さらに頰を真っ赤にして強引に視線を逸そらす。あからさまに横を向かれてしまった。プチ傷心……。

『空女王も夜叉神さんも、大変お疲れ様でした。ささ、どうぞ壇上だんじょうへ』

　鹿路庭さんは「銀子ちゃんはそっちの九頭竜先生側に立ってね。チビ、あんたはこっち」と立ち位置を指示すると、

『じゃあここから先は九頭竜先生にお任せします』

『え!?　何で!?』

『私からお祝いされるより九頭竜先生にお祝いされた方が嬉しいでしょうし。ね？　女王？』

「……」

　鹿路庭さんの言葉に、姉弟子は無言。

　イジり半分、気を利かせたのが半分ってところなんだろうけど……鹿路庭さんは間違えてる。

　姉弟子が聞きたいのはきっと、俺からの祝いの言葉なんかじゃない。

『……そうですね。じゃあ──』

　俺は大盤の左上に手を伸ばして駒を打ち付ける。

　──９一竜。

　その手が盤上に現れた瞬間から……驚愕がチャペルに広がっていった。

「おい……」

「あ、あれって……！」

「まさか……!?」

　世界が反転するような衝撃。

　そうだ。これは──

『天衣』

　俺は姉弟子ではなく、大盤の反対側に立つ弟子に向かって問いかける。

『どうして千日手にしなかった？　気づいてなかったわけじゃないんだよな？』

　それは、姉弟子が玉の親征しんせいを開始した直後。

　後手玉が９二の地点から離れた一瞬の隙を突いて先手が竜を９一に回転させれば、後手陣で銀がぐるぐる回る千日手が出現する。

　実戦では、天衣は竜を７一に動かして単純に玉を後方から追う手を選んでいた。その変化を読むのも大変で、時間も無かったから大盤解説で千日手に触れることはできなかったけど──

　姉弟子は天衣に、自分と同じ葛藤を突きつけていた。

　負けに等しい千日手を選ばせて、そのうえで叩き潰すつもりだったんだろう。

　だが天衣の選んだ答えは別のもので……その理由を、俺も姉弟子も知りたいと思った。

　大盤を見詰めていた天衣は、やがてゆっくりと頷うなずいて、

「……ええ。気づいていたわ。千日手にできることは」

『だったらどうしてそうしなかった？　先手番で千日手にするなんて、プライドが許さなかったか？』

「そうじゃないわ。私は千日手を選ばなかったんじゃない。選べなかったの」

　その理由を天衣は答えた。

「なぜなら私は────『挑戦者』だから」

「「……！」」

　ハッとする俺と姉弟子に、天衣は淡々と理由を述べる。

「タイトル保持者は負けられない戦いが求められる。でも挑戦者は勝たなければならない。前へ前へと立ち向かう気持ちがあって初めて私はまともに将棋を指すことができた」

　この第三局で、天衣は将棋界のタブーを破り続けた。

　盤上でも盤外でも攻め続けることで、三局目にして初めて本物の挑戦者として戦うことができた。

　タイトル獲得にはまだ遠いけれど……その入り口に立つことができたのだ。

　それを可能にしてくれたのは、前のめりに攻め続ける気持ちだった。その気持ちを捨てて千日手を選んでしまったら、天衣は挑戦者としての資格をも失ってしまっていただろう。

　──気づいてくれたか。自分でそれに。

　俺が天衣に自分で気づいて欲しかったのは、角頭歩の改良方法なんていう些さ末まつなことじゃなくて……。

「やるじゃん。ムカつくけど」

　マイクをオフにして鹿路庭さんがそう呟くのが聞こえた。

　大盤解説会場に来ている他の女流棋士たちも、天衣の姿を眩まぶしそうに眺めている。

　魔法でも何でもない。

　ガラスの靴を脱ぎ捨てたシンデレラは、自らの力で、挑戦者としての資格があることを示したのだった。棋士にとって絶対に必要な『信用』を。

　裸足はだしでしっかりと大地を踏みしめて、挑戦者・夜叉神天衣は語る。

「千日手には気づいていました。けど私は、その局面であれば打開しても勝てると判断した。それは私の読みが空女王に及ばなかったということです。そして何より……先手番で千日手を選ぶ勇気を……もう一度不利な後手番を持って戦う勇気を、私は持つことができなかった。完敗です」

　天衣はそう言って姉弟子に頭を下げると、

「それから……神戸のみなさん」

　次に、チャペルの参列席に座るファンに向かって頭を下げた。

「こんなに遅い時間までずっと応援してくださってありがとうございました。ごめんなさい、負けてしまって。みなさんの期待に応えることができなくて残念だし、そのことがとても……とてもとても、悔しい……」

　少しだけ震える声が、天衣の気持ちを何よりも表現していた。健気けなげなその姿に思わず涙を浮かべるファンの姿もある。

「でも私は今回の番勝負で、とても大きなことを学ばせてもらいました」

　顔を上げたとき、天衣の表情は一変していた。

「タイトル保持者としてプライドを持つことと、たった一つの勝利のためにそのプライドを捨てることができる強さ。私にはまだ、そんな強さが足りません」

　十歳の少女の瞳には、負けてもなお前を向く者だけが持つ輝きが宿っていた。

　挑戦者の顔だ。

「私の将棋の家族……清滝一門の、師匠や大師匠のような泥臭く粘り強い将棋を受け継ぐことができるよう、そして一日でも早く伯母おば弟子である空女王に追いつけるよう、また一から真摯しんしに学んでいこうと思います」

「っ……!!　天衣……」

　俺は泣きそうになっていた。

　これまで一門から頑かたくなに距離を置いていた天衣が、初めて俺を家族と呼んでくれたから。

　俺だけじゃない。

　清滝師匠や姉弟子のことまで『家族』と呼んでくれた。

　きっとこの光景を見てくれているであろうご両親へ、心の中で報告する。

　──……俺はこの子に家族を与えてあげることができたみたいです。

　勝たせてあげることは、できなかった。

　けれどもっと大きなものを、この子は受け取ろうとしてくれている。

　マイクすら使わず、自らの声で天衣は参列席に向かって叫ぶ。

「何度でも挑戦します！　もっともっと強くなります！　だからこれからも、みなさんの応援で私の背中を押してください！」

　他人の助けを頑なに拒こばみ続けていた少女は今、勇気を振り絞って、その手を前に伸ばした。

　縋すがるためじゃない。

　摑み取るために。

「ずっと私を追いかけなさい!!　後悔はさせないわ!!」

　温かくて大きな拍手がチャペルに響き渡る。

　永遠に消えない栄光を摑んだのは《浪速の白雪姫》だった。

　シンデレラにかかっていた『挑戦者』という魔法は消えてしまった。

　けど──




　その姿は、魔法が解けた後も輝き続けているように見えた。

　番勝負が始まる前よりもずっと強く、ずっと美しく。
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「ただいま帰りました」

　不自然なほど静まり返った六甲の家に帰宅した私は、晶を従えたまま、祖父そふの待つ部屋へと向かった。

　出迎える誰もが私を見て驚いた表情を浮かべ……どこかよそよそしい。

　よく考えたら、私は今回のタイトル戦が始まるまで、公式戦ではほとんど負けたことがなかった。

　──負けて帰るのが気まずいってよく棋士が言うけど、こういう意味なんだ……。

　何だかムズムズするけど、慣れるしかないだろう。

　これから先、きっと何度も経験する気まずさなんだから。

「お、おお……早かったのぅ天衣」

　私を迎えた祖父は、明らかに狼狽ろうばいしていた。

　対局の結果を知っていて、けどこんなに早く私が帰って来るとは思っていなくて、どう接していいのか迷っている。そんな感じだ。

「もう墓参りは済んだのか？」

「いいえ。お墓には後で行きます」

「……？」

　祖父は不思議そうな目で私を見る。

　これまで私は、公式戦の後は必ず先に両親のお墓参りをしていたから。その意味を、祖父は誰よりも理解していたから。

　だからタイトル戦が終わったにも関わらず私が墓参りをまだしていないと聞いて、心配になったのだろう。

　帰り道でいろいろ考えた。

　──何を伝えよう？　どんな風に伝えよう？

　一度は考えがまとまるけど……波に崩される砂のお城のように、またすぐに別のことが浮かんできてしまって、何をどう伝えればいいのかわからなくなってしまう。


「おじいちゃま…………私……」



　結局。

　私は心に浮かんだことをそのまま伝えることにした。

「……お父さまとお母さまが亡くなって、私はすごく悲しんだ。その時のことをはっきりと思い出せないくらい悲しんで……後悔ばかりしてた」


「…………」



「どうしてもっとお父さまに将棋を教わらなかったんだろう？　どうしてもっとお母さまの好きなことにも目を向けてあげなかったんだろう？　どうして私が女流棋士になる前に、二人とも死んでしまったんだろう……って」

「ッ……」

　おじいちゃまは一瞬だけ、痛みを堪こらえるような表情をした。

　けれど何も言わずに私の言葉を待ってくれた。

　促すでもなく、ただじっと、温かい眼差しで私を見守ってくれている。これまでずっとそうしてくれていたように。

　そんな眼差しに勇気づけられて、私は言葉を紡ぎ続ける。

　今まで怖くて打ち明けられなかった心の中を、さらけ出す。

「私は同じ後悔をしたくない。だから……だから……！」

　おじいちゃまの目をまっすぐ見て、私は叫んだ。

「亡くなってしまったお父さまやお母さまよりも、おじいちゃまと一緒にいる時間をもっと大切にしたい！　お父さまのことを想って将棋を指すよりも、目の前にいる相手と向き合って将棋を指したい！」

　空銀子と将棋を指していたときに感じた熱さが、言葉となって溢あふれる。

　心の中をさらけ出して、私は叫び続ける。

「私は将棋が好き。もっと将棋を指して、もっともっと強くなりたい。でもそれは過去を振り返るためじゃないの！　前に進むために、私は将棋を指したいの!!」

　私にとって将棋とは、失ってしまったものを取り戻すための手段だった。

　私にとって将棋とは、勝利の代償に何かを失うものだった。

　けど、違った。

　本気で戦ったら、本音で語ってくれる相手ができた。お友達とは違う……戦友とでも呼べばいいのかしら？　そんな相手ができた。

　お父さまやお母さまと比べることなんてできないけれど……私にとってそれは、大切だと思える存在だった。

　将棋を指して失うものなんて何もなかった。負けたって何も失わなかった。

　それどころか、たくさんのものを得ていた。

　気がつけば私は一人じゃなかった。

　いや……最初から私は、一人ぼっちなんかじゃなかった。自分でそう思い込んでただけ。

　だから──

「だからこれからは、おじいちゃまに真っ先に報告します。タイトルを獲れなくて、ごめんなさい」

　私は祖父に向かって頭を下げた。

　謝罪と、そして精一杯の感謝を伝えるために。

「それから、いつも私のことを一番に想ってくれてありがとう。私のわがままを何でも聞いてくれてありがとう。絶対にタイトルを獲とって、おじいちゃまにプレゼントします。だから長生きして、これからもずっと私のことを見守っていてください」


「天衣…………おお、天衣……！」



　穏やかだった祖父の目に、みるみる涙が滲にじんでいく。

　神戸の海みたいに静かだったその目が、今は涙で大きく揺れていた。

　その涙がこぼれないように上を向いて、おじいちゃまは天国のお父さまとお母さまに報告する。

「見ているか？　お前たちの遺してくれたあの小さな子が……こんなにも立派な女流棋士になってくれたのだぞ？　誰よりも美しくて、誰よりも健気な、女流棋士の先生に……」

　堪えきれずにボロボロと涙を流すおじいちゃま。

　思えばそれは、私が初めて見るおじいちゃまの涙だった。

　息子たちを亡くした時ですら流さなかった涙を、私の前では絶対に見せなかった涙を、おじいちゃまは人目も憚はばからず流していた。

　その涙を見て私は気づく。

　この世界には絶望よりも希望の方がたくさんあるということに。

　悲しいときに流す涙は、いつか尽き果てる。

　けど嬉しいときに流す涙は、どれだけ流しても尽きることはないのだから。


「もう……もう、いつ死んでも悔いはない……っ！」



「だから、死んだらダメだって言ってるじゃない……おじいちゃまのバカ……」

　私はそんなおじいちゃまの胸に飛び込んで、おじいちゃまよりいっぱい泣いた。

　負けた悔しさとか、胸にしまっていた気持ちを打ち明けられた安堵あんどとか、いろんな感情が涙になって溢れて止まらない。

　熱かった。

　たまらなく熱かった。

　涙の止まらない目と、それから胸の奥が。







　その様子を、少し離れた場所から晶が静かに見守っていた。

　サングラスで隠そうとしても、その下の表情がどうなってるかなんてお見通し。

　だって……頰を伝う涙がぜんぜん隠せてないんだもの！
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「……迄まで、一五四手で天衣が投了しました」

　天衣のご両親が眠る墓標の前で棋譜を読み上げていた俺は、そこで言葉を切る。

　対局後の、いつもの儀式。

　今までは棋譜を読み上げた後、俺は墓標に向かって時に弱音を吐き、時に答えを求めて問いかけていた。

　けど今日は違う。

「凄すごい将棋でした。強い将棋でした。何より、天衣にしか指せない将棋でした」

　俺は力を込めて語った。

　負けたけど、それは問題じゃなかった。自分のしてきたことに迷いはなかった。

「そんな将棋が指せたのは、きっと────」

　その時、背後から足音がして、俺は言葉を飲み込む。

　厚い霧きりの向こうから現れた小さな人影は、予想どおりの人物のもの。

　天衣だ。

　黒衣の少女は腕を組んで俺を睨み据すえると、こう言った。

「関係者以外立ち入り禁止なんだけど？」

「……許可はもらってるよ。晶さんから」

「知ってる。だから今日は家でお仕置きされてるわ」

「おぉう……」

　心の中で晶さんに手を合わせた。すまぬ……すまぬ……。

　そして同時に、自分のしていたことが、目の前の少女にとって土足で心の花壇かだんを踏み荒らすような行為だったと反省する。

　姿勢を正すと、俺は弟子に向かって頭を下げた。

「……すまない。ここが天衣にとって何よりも大切な場所だってことは理解してるつもりだ。けど、どうしても……」

「どうしても、何？」

「話したかったんだ。天衣の指した将棋のことや、自分の指導が間違ってるんじゃないかとか……誰かに聞いて欲しかった。それで──」

「私に隠れてコソコソここに来てたわけね。謝るくらいだったら堂々としてればいいのに」

「……怒ってるんじゃないのか？」

「別に？」

　こっちが拍子抜けするほど天衣は優しい。

　何だ？　このあと何か酷いお仕置きが待ってるのか……？

「あなた、何か怒られるようなことしたの？　私の両親を冒瀆ぼうとくするとか」

「そ、そんなことするわけないだろ!?」

「だったら問題ないじゃない。師匠として、私のことを両親に報告してくれてたんでしょ？」


　怯おびえる俺にそう言うと、天衣は「うぅ～……」と何やら顔を赤くして、



「……ありがとう」

「え？」

「あ、ありがとうって言ったのよ！　一度で聴き取りなさいよクズッ!!」

「お、おう……」

　感謝されたかと思えば罵倒され……どんな顔をすればいいかわからないよ……。

「さっきおじいさまにも伝えてきたわ。今までは対局が終わって最初に墓地ここに来てたけど、これからはおじいさまに最初に報告するって」

「そうか……」

　いいことだと思う。

　天あまの邪鬼じゃくだけど、大切な人へ素直に感謝の言葉を伝えることができるようになったのは、今回の番勝負で成長できた証あかしだろう。

　けれど続く言葉に俺は違和感を覚えた。

「いつまでも亡なくしてしまった両親のことだけを追い求めても仕方ないもの。それで後悔したくない。お父さまもお母さまも、もうどこにもいないんだから……ここにあるのはお墓だけ」

「どこにもいない？　天衣のご両親がか？」

「そうよ。だって死んでしまったんだもの」

　まだ治りきっていない傷跡に触れるような表情で、天衣は言った。

「私はずっとそれを認めようとしなかったけど……でも、それじゃダメだとわかった。もっと強くなるためには──」

「そんなことないさ」

「え……？」

「天衣のお父さんもお母さんも、すぐ近くにいる。いなくなってなんかないよ」

「……はぁ？　なにを言ってるの？」

「やっぱり気付かないんだな」

「もったいつけずに言いなさいよ！　それともやっぱり口から出で任まかせを言ってるの!?　だったら絶対に許さないわよ!?」

　逆破門せんばかりに怒る天衣。

　そうか……近すぎると気付かないって、こういうことなんだ。

「いや、いるよ。すごく近くにいる。近すぎて気付けないほどに」

「どこに!?」

「天衣の将棋の中に」




　俺がそう言った瞬間──


「っ……！」



　天衣は大きく目を見開いた。

　息を止めるほど驚いている弟子に、優しく告げる。

「角交換四間飛車って戦法、あるだろう？」

「？　え、ええ……それが？」

「あれはもともとアマチュアで指され続けてたけど、プロの世界じゃずっとＢ級戦法だって思われてたんだ。それを生石さんや他の若手の振り飛車党が正当に評価して、プロでも流行する戦法になった」

　それと同じように──

「俺が『ゴキゲン三間飛車』に形を変えて使った４二銀型の角交換向かい飛車も、とあるアマチュアのトップが研究してた戦法なんだ」


「ッ……!!　それって……まさか…………まさか……？」



「うん。アマ名人・夜叉神天祐たかひろ────天衣のお父さんだよ」

　天衣を弟子に取った時、俺が真っ先にしたことは、ご両親の墓参り。

　それと、お父さんの棋譜を全て並べることだった。

「敗局だから注目されなかったけど、天衣のお父さんは何局かこの角交換向かい飛車を指してる。鏡洲さんに聞いてみたら練習でも指してたって。居飛車党の本格派だったお父さんが振り飛車を指してたから気になって俺も研究してみたら……優秀だってわかったんだ」

　手に持っていた棋譜用紙を広げて、俺は説明する。

　千日手になったあの対局で、天衣はこの４二銀型の角交換向かい飛車を見事に指しこなしていた。誰からも教わったわけじゃないこの戦法を。自分なりの形で。

「天衣が自分で証明してくれただろ？　お父さんの棋風はしっかりと天衣の将棋に受け継がれてる。お母さんの優しさと一緒に」

　人間でもコンピューターでも、誰かが将棋を指せば何らかの特徴が出る。

　それを『棋風』と呼ぶ。

　棋風の形成には様々なものが関係している。

　性格と一致すると言う人もいれば、そうじゃないと言う人もいる。

　だけど──

「俺は、棋風には『憧れ』や『想い』が出ると思う」

「おもい……？」

「そう。その人がずっと想っている相手の性格や、憧れてる人の将棋に似てくると思うんだ」

　将棋とスポーツには大きな違いがある。

　たとえば野球では、小学生がプロの選手と同じ球を投げるのは不可能だろう。

　けど将棋なら、小学生が名人と同じ手を再現することができる。

　棋譜並べという方法で。

「でもいくら棋譜を並べても、憧れの相手と全く同じになれるわけじゃない。《茨姫いばらひめ》が姉弟子になれなかったように」

「……」

「やっぱり自分の性格は影響するんだ。そして性格の形成は、生まれつきのものだったり、親や家庭が影響する」

　将棋を憶えることと性格の形成が同時に行われる棋士にとって、棋風という言葉は『魂』と言い替えることができる。

「天衣はお父さんから将棋を教わって、ご両親が亡くなってからもずっと一人でお父さんの棋譜を並べて勉強してきたんだろ？」

「え、ええ……だけど……」

「一人で勉強してきたから棋風に自分の性格が強く出てるし、お父さんの棋風もかなり純粋な形で残ってる。たくさんの相手と対局を繰り返して強くなってきた他の棋士とは違うんだよ」

　だから──

「だから見えたんだ。天衣の将棋の中に────将棋と娘のことが大好きなお父さんと、そんな二人を包み込むように見守るお母さんの姿が」

「ッ……!!」

　天衣の目が、みるみる潤んでいく。

　まるで、この子の中にいるご両親が、涙となって俺の言葉に応えてくれたかのように。

　その目に向かって俺は語り掛けた。

　これまでずっと墓標に向かって語り掛けてきたように。

「最初に将棋を指した時それに気付いて……それで俺は自分で将棋を教えるのをやめた。天衣が求めているものは、天衣が自分で手を伸ばしていくことでしか手に入らないと思ったから」

『天衣無縫てんいむほう』という言葉がある。

　天女の羽衣はそのままで完璧かんぺきであり、だから縫ぬい目が存在しない。そんな言葉だ。

　目の前の少女は、まさにその言葉通りの存在だった。

　俺が鋏はさみを入れたり縫い合わせたりする必要のない、無垢むくで完璧な才能。

　その才能に……俺はたまらなく惹ひかれた。

「だからもう、迷う必要も探す必要もないんだ。天衣は天衣のままでいい。お父さんもお母さんも、いつもずっと、一番近くで天衣を見守ってくれてるんだから」

「お、おとうさまと……おかあさまが……わたしの、なかに……？」

　小さな両手でぎゅっと胸を押さえながら、天衣は言った。

　そこに宿る温もりを確かめようとするかのように、俺に問いかけてくる。

「ほんとう……？」

「本当だよ。だからこそ、天衣と将棋を指した誰もが、天衣のことを放っておけなくなるんだと思う」

　鹿路庭さんや登龍さんも、天衣の将棋の中に俺と同じものを感じたんだろう。生意気な仮面の奥に隠された素直で健気なこの子の本質に触れたんだろう。

　俺は霧に覆われた墓地を示して、

「だから天衣が、二人をここから広い世界に連れて行ってあげるんだ。将棋を通して、お父さんとお母さんのことをもっとたくさんの人に知ってもらおう」

　言葉では伝えられないことも、将棋なら伝えることができる。

　記憶から薄れてしまったことも、指先が憶えている。

「もっともっと将棋を指そう。一緒に歩いて行こう。みんなで」


「…………はい。師匠せんせい……」



　涙を流し、素直に頷く天衣。

　そんな弟子を、心の底から愛おしいと思った。

「天衣」

　俺はその場に膝を折って天衣の顔に手を伸ばすと、その涙を人差し指で拭う。

　天衣は少しだけ身体を固くしたが、抵抗せず受け容れてくれた。

「やっぱり俺は、師匠としてまだまだ半人前以下だな」

「え……？」

「俺の飛車で涙を拭ってやるはずが、またこんなに泣かしちゃったんだから」


「…………ばか」



　いつの間にか霧は晴れ──

　雲間から差し込んだ幾筋もの光が、神戸の海をきらきらと輝かせていた。
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「あんたの観戦記、よかったわよ」

「ふぇ？」

　それは、久しぶりにＪＳ研が行われた、ある休日のことだった。

　関西将棋会館の道場で例の四人組に誘われて研究会に参加した私は、昼食を一階のレストラン『トゥエルブ』のカウンター席で取っていた。

　隣に座って一緒に食べてるのは、雛鶴あい。

　私から「話がある」と言って誘い、二人だけで食事に来たのだった。

　バターライスをすくうスプーンを空中で止めたままポカンとするあいに、私はタンシチュー（一番高いメニューね）を上品にすくいながら、もう一度言った。

「だから観戦記よ。雑誌に載ってたやつ」

「読んでくれた……の？」

「そりゃ読むでしょ。自分の記事で、しかも姉妹きょうだい弟子が書いたんだから」

　対局の描写はお世辞にも上手とは思えなかったけど……読んでて身体が熱くなった。

　特に最後の部分は。こんな感じだ。





「これが、わたしの物語だったらよかったのに……」

　第三局の指し直し局。その最終盤を戦う天ちゃんの横顔を盤側から見詰めながら、わたしはずっとそう思っていました。

　綺麗な服を着て将棋を指せるからでも、世間から注目されるからでもありません。

　わたしは天ちゃんより先に、九頭竜門下として研修会に入りました。

　女流棋士になったのも天ちゃんよりちょっと先です。

　けど、天ちゃんはいつも私の前を歩いていました。将棋をはじめたのは天ちゃんの方がずっと先だし、実力も天ちゃんが上です。実績でも、あっというまに突き放されてしまいました。

　わたしは今までずっと、天ちゃんの背中を見てきました。

　でも今回、盤側に座って、対局する天ちゃんの横顔を初めて見ることができました。

　そこにいたのは、わたしの知ってる天ちゃんとはまるで別人でした。

　自信満々に研究手や才能溢れる一手を指す天才少女でも、史上最速でタイトル挑戦者になったシンデレラでもない、むきだしの夜叉神天衣ちゃんがいました。

　わたしが見たのは──歯を食いしばり、汗を流し、何度も何度も絶望しながらそれを振り切って勝負手を考え続ける、一人の女流棋士の横顔。

　泥臭く粘り強く戦う天ちゃんは、わたしが知ってる天ちゃんよりも何倍も綺麗で、かっこよくて……わたしが世界で一番憧れている棋士に、とても似ていて。

　だからこの観戦記を書きながら、わたしはずっとこう思っていました。

「これが、わたしの物語だったらよかったのに……！」

　一年前。研修会で初めて天ちゃんと将棋を指して、わたしは七手詰を逃して負けました。

　その時わたしは『自分に負けた』と泣きました。

　けどそうじゃなかった。わたしはやっぱり天ちゃんに負けたんです。

　天ちゃんが強いのは、わたしよりも将棋を愛しているから。

　天ちゃんが強いのは、わたしよりも挑戦を恐れないから。

　天ちゃんが強いのは、わたしよりも努力をしているから。

　わたしは今まで天ちゃんと自分を比べることを避けていました。真剣に向かい合って、限界まで努力して、それでも届かなかったら、つらいから……。

　でももう目をそらしません。

　一年もかかっちゃったけど、まずはあの敗北を受け止めることからはじめます。

　将棋盤と空先生をまっすぐ見詰めていたあの横顔と同じように、わたしもまっすぐに将棋と向き合います。

　そして次は──正面から天ちゃんの顔を見て、わたし自身の物語を書きます。






　それは観戦記であり、同時に決意声明でもあり、宣戦布告でもあった。

「ほんと、いい根性してるわよね？　観戦記のラストで挑戦状を叩きつけてくるんだもの」

　次は自戦記を書く──つまり私の代わりに自分が女王に挑戦すると言ってるんだから。


「…………ごめんなさい……」



　スプーンを膝の上で握り、バターライスに視線を落としたまま、あいは声を絞り出す。


「天ちゃんを応援するとか言っておきながら…………わたし、天ちゃんがタイトルを獲れなくて…………ホッとしてる……」



「そんなの当然じゃない。むしろ祝福されたら腹が立つわよ」

「え!?　なんで……？」

「研修会で初めて将棋を指した時も言ったけど、私はあんたをライバルだと思ってるから」

「ライバル……」

「何よ。あんたはそうじゃないの？」

「ううん！　わたしも早く天ちゃんに追いつきたい！　追い越したい!!」

　涙と笑顔を同時に浮かべるあい。

　きっとすぐ追いついてくる。でも追い越されるつもりはない。追われる恐怖に怯えもしない。

　一緒に強くなればいいだけなんだから。

「それよりね。今日こうして誘ったのは、お礼を言いたかったからなの」

「？」

「うちの師匠せんせいと生石玉将……ああ、もう玉将じゃなかったわね」

　つい先日ようやく終わった玉将戦の結果を踏まえて訂正する。

「あの二人の対局を携帯中継で見てた。終局した後もずっと……感想戦が終わって、そのコメントが更新されるまで」


「っ……！」



「あの棋譜コメ、あんたが打ってたんでしょ？　だとしたらアレに救われて第三局でそこそこ納得できる将棋を指すことができたから」

　あの時に得た最も大切なものは、４二銀型角交換向かい飛車のアイデアじゃない。

　私自身を信じる勇気だ。

「だから、ありがと」

「天ちゃん……」

「たった三行のコメントに救われるなんて、私もチョロい女よね」

　わざとらしく溜め息をついてみせると、あいもようやく笑顔を浮かべた。

　さて……。

「そういえば私からも一つ、謝っとくことがある」

　いかにもついでという感じで、さりげなく、私はそれを切り出した。

「《茨姫》に会った時、私が最後に言ったこと、憶えてる？」

「？　おぼえてるよ？」

「あれ、気が変わったから」


「…………ほぇ？」



　再びポカンとアホっぽい顔を浮かべたあいは、さっきは空中で止めてたスプーンを今度は皿の上にガチャンと落として、

「えええええええええええええええええッ!?　て、天ちゃん……それって、つまり──」

「マスター。お会計」

　私はそう言って席を立つ。あいの顔を見ないようにしながら。

「カードで二人分」

「うちは現金のみなんだがね」

「じゃあツケておいて。それとも家うちまで取りに来る？」

「ふっ。ガラスの靴を持って探しに行かなきゃな」

　小粋なセリフを口にするマスターに「美味おいしかったわ」と礼を言って、私は『トゥエルブ』の扉から将棋会館を出る。

　そしてこの真っ赤な顔を他の誰にも見られないように、なにわ筋を駆け出した。

　どこに向かってるかなんてわからない。けど、とにかく走りたかった。

　──師匠あいつは言った。お父さまとお母さまが私の中にいるって……。

　けど本当はもう一人いる。

　お父さまとお母さまには謝らなくちゃいけないけど……今はその人のことが私の中でどんどん大きくなっている。

　今ならわかる。《茨姫》の言葉が。

　私の中に芽生えたこの感情が、私を強くしてくれた。

「……近すぎて気付かないって、確かにそうね」

　あの人もぜんぜん気付いてなかった。

　私が並べた棋譜はお父さまのものだけじゃない。お父さまが月光会長からもらってきた奨励会員の棋譜も必ず一緒に並べてきた。お父さまが亡くなり、その奨励会員がプロになった後も、必ず棋譜を手に入れて並べ続けてきた。だから私の中にはずっとその人がいて……。

　でもその人は、私が隣に立っていても、何一つ気付きもしない。

　私の胸がこんなにも高鳴っていることにも、身体がこんなにも熱くなっていることにも。

　正直ぜんぜん好みの顔じゃないし、女関係はダラしなさすぎるし、将棋バカだし服のセンスに至っては最悪だし、何より鈍感だし。

　けど、今もその人のことを思うだけで──

「熱い」

　その人の名前は、九頭竜八一。


　私が世界で一番憧あこがれている棋士で…………初めて好きになった人。



「ああもう！　ホント最悪よ！　どうしてこうなっちゃうわけ!?」

　女流タイトルは六つもあるけど、これは一つしかない。ライバルは全員強力で新参者の私には付け入る隙が見当たらない。女王戦より遙かに厳しい戦いだ。

　けど！　諦めるつもりなんてさらさらないから。

　イジワルな伯母おばや嫉妬深い姉にも絶対負けない。灰にまみれようが泥にまみれようが、粘り強くチャンスを待って最後に勝つのはこの私。竜王の心を手に入れるのは。

「だって……私はシンデレラなんだもの！」







[image: ]








[image: ]　　エピローグ






　何もない部屋で一人、私は鏡に向かっていた。

「……下らない」

　鏡に映った姿を見て、自分自身の物語を振り返る。

　病弱だった平凡な少女が『姫』と呼ばれるようになり、遂に永遠の女王に上り詰めた。

　世間はこれをハッピーエンドと呼ぶのかもしれない。

　けれど私にとっては何の意味もなかった。勝ちも負けも、千日手だろうと、今までの物語には何一つ意味がない。

　人魚姫は声を捨てた。




「なら私は、もっとたくさんのものを捨てる」




　古い服を捨て、新しい制服に袖を通しながら、私は決意の言葉を口にし続ける。

　悲しむための涙も。

　弱音を吐くための声も。

　逃げるための足すらもいらない。




「私には将棋があればいい。考えるための頭と、駒を動かすための指先だけがあれば」




　その代わりに、私が欲しいもの。

　それは──力。

　私は女王なんかじゃない。私こそが挑戦者だ。なのにそれを忘れて、ちっぽけな自分の地位とプライドを守ろうと逃げた。

　そんな心の弱さが腹立たしかった。




「強くなりたい」




　圧倒的な強さが欲しい。

　どんな挑発にも動揺しない、氷の心が欲しい。

　どんな相手にも読み勝てる、鋭い感覚が欲しい。

　どんな絶望の中でも将棋を指せる強さが欲しい。絶対に折れない心が欲しい。

　お姫さまになんてなりたいとは思わない。

　私がなりたいものはこの世界でただ一つ。

「プロ棋士になりたい」







　私の名前は空銀子。




　初代永世女王。

　女流玉座。

　高校一年生。










　そして──────新進棋士奨励会三段。
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あとがきに代えて──『叡王戦観戦記後日談』








「新幹線で増田くんがこう聞かれたそうなんです。『[image: ]見さんですか？』って」

　岡崎将棋まつりのトークショー。

　晴れの舞台に立った[image: ]見泰地六段は人懐っこい笑顔を浮かべて楽しそうに語る。

　ここ岡崎は、[image: ]見の師匠である石田和雄九段の出身地。

　現在は千葉県の柏で日本最大の将棋道場を開く石田は、毎年、岡崎へ弟子や人気棋士を引き連れて盛大なイベントを行っていた。

　第３期叡王戦第一局の観戦記を担当した私は、その二十日後、岡崎将棋まつりを初めて訪れていた。出席する棋士に興味があったからだ。

　一人は、観戦記の主役の一人となった[image: ]見。

　そしてもう一人は、[image: ]見が今、話題にしている棋士。二人はよく似た顔をしていると、将棋ファンの間で話題になっていたのだが──

「増田くんは『ぼくは間違えられたことないんでぜんぜん大丈夫です』って言ってたんですけど、今回初めて間違えられたみたいです。今までずっとぼくが間違われてたんですけど」

「あなたが有名になったからね」

　石田の言葉に、私はハッとした。

　増田康宏六段は指導対局をしていたためトークショーにはいなかったが、あの羽生善治竜王をして『藤井くんがいなかったら、彼がその立場だったと思います』と言わしめるほどの天才だ。二年連続で新人王を獲得。中学生棋士の可能性もあった。これまではずっと[image: ]見が増田に間違われてきた。

　[image: ]見はその時、叡王戦で金井恒太六段を相手に二連勝。あと二勝で初タイトル獲得という状況にあった……。

　その[image: ]見の隣には、私が興味を持ち続けていたもう一人の棋士が静かに座っている。

　佐々木勇気六段。

　石田の弟子（つまり[image: ]見の兄弟弟子）にして、その期待を最も背負った青年。前年の岡崎将棋まつりで藤井聡太と対局して勝利し、さらに公式戦でその連勝を止めたのはあまりにも有名で、この日も石田は当時のことを嬉しそうに語っていた。

　トークショーの最後にマイクを握ったのは、この佐々木だった。

　観客から『スランプの時どう克服するか』と尋ねられ、棋士達がそれぞれ語っていく中で、佐々木は「自分が負けた時に、よく思ってたのが……」と前置きして、

「努力して負けるのが怖かった。学生時代なら、学校にも行ってるし……だから卒業して将棋一本になった時から、負けるのが怖くなったことがあったんです」

　天才が語る努力への恐怖。言葉を選びながら、佐々木は話し続ける。

「最近、感じるのが……自分に勝った相手は、総合的に自分より努力してるということ。もうこれ以上できないと思うほど努力してても、やはり相手のほうが努力してて……」

　そして佐々木はこう締め括った。

「私、努力って言葉、わかんなかったんですけどね」

『りゅうおうのおしごと！』の取材を本格的に開始した時、出会うプロ棋士や観戦記者に必ず質問していたのが『才能』についてだった。果たして才能とはいったい何なのか？　どんな子供がプロになれるのか？　そんな質問に、決まって返ってくる答えがあった。

『佐々木勇気くんは必ずプロになると思った』

　確かに佐々木の棋歴は圧倒的な才能を感じさせる。史上最年少の小四で小学生名人となり、プロ入りも中学生棋士と紙一重の十六歳一ヵ月。

　佐々木も、そして増田も、[image: ]見より若くしてプロとなった。

　その佐々木が語った『努力』という言葉を思う。才能と対極にある言葉の意味を。

　仮に努力という言葉の意味を『苦しい世界に身を置き続けること』とするのであれば、タイトルを期待されつつも獲れない状況にある佐々木は今、努力をしていることになる。

　しかも自分より後からプロになった兄弟弟子が、自分より先にタイトル挑戦を決め、さらにタイトルを手にしようとしている。

　そうなって初めて佐々木は『努力』という言葉を理解したのかもしれない……。

　トークショーは終わり、次に石田と[image: ]見の師弟サイン会が行われた。石田の新著に二人のサインをいれてくれるのだが……本を買った私は、中を見て驚く。既に佐々木のサインが入っていたからだ。

「あなたこれ当たりだ！　当たりですよこれは」

　石田はそう叫びながら素早くサインを入れると、その本を隣の[image: ]見へとスライドさせた。

　下を向いてサインすることに集中している[image: ]見に、私は少し迷ってから、声をかける。

「こんにちは」

　顔を上げた[image: ]見は一瞬、ポカンとした表情を浮かべた。


「あっ……！　今日はどうして？」



「この本を買いに来たんです。早く手に入ると聞いたので」

　照れ隠しにそう答えると、[image: ]見はサインを入れた本と一緒に、私が欲しかった言葉をくれた。

「あの観戦記、よかったですよ！」

　私の手元にある石田の著書『棋士という生き方』には、三人のサインが入っている。

　しかし『六段』と書かれていた[image: ]見の肩書きだけは、今は別のものに変わった。




　八大タイトル時代の将棋界を、天才たちは生きていく。

　努力という言葉の意味を嚙み締めながら。








　…………唐突にすみません。まあ、ここはいつも唐突なんですが……。



　前述のとおり、第３期叡王戦第一局の観戦記を担当させていただきました。これはその後日談となります。観戦記は第３期叡王戦のホームページで無料公開されておりますので、ぜひお読みいただければ幸いです。

　実際のタイトル戦を検分から打ち上げまで対局者に最も近い場所から見ることができたのはこの９巻を執筆するうえでも貴重な経験となり、そういう意味から、あとがきに書かせていただきました。改めて、お世話になった皆様にお礼を申し上げます。

　単なる将棋ファンだった私がタイトル戦の観戦記を書くことができたのも『りゅうおうのおしごと！』という作品が多くの方々に支持され、とても素晴らしいアニメにまでしていただけたからです。

　私には、プロ棋士の先生方のような才能はありません。だからデビューしてからずっと、努力に努力を重ねてきました。私にとって文章を書くことは基本的に苦しいことで、経験を重ねるごとにその苦しみは軽くなるどころかどんどん重さを増していきます。

　けれど今は、その苦しさがあるからこそ、自分が成長しているんじゃないかと思えるようになりました。自分の書いたものに満足できないということは、それを書いた時よりも筆力が増しているからだと。

　少しずつでも前に進めていると信じて、これからも書き続けていきます。

















　その日、俺が棋士室の中に入ると……ブレザー姿の月つき夜見よみ坂ざかさんとセーラー服姿の供御飯くぐいさんがスカートをひらひらさせながら写真を撮り合っていた。ぴろりん☆


「…………」



　あーこんな場面前も一回見たなー確かあの時はメイドとバニーだったなーなどと過去を振り返る俺に、二人が当然のように声を掛けてくる。

「おいクズ。なに固まってんだよ？　さっさとドア閉めろ殺すぞ」

「これな、こなたらの高校時代の制服なんどすー」

　なぜ高校時代の制服を、よりによって関西将棋会館で着ているのか……そんな疑問は疑問のうちに入らないらしい。黙って入室し、そっとドアを閉じる。

　それよりも俺には気になることがあった。

「月夜見坂さんって……」

「ん？　どした？　ブレザー姿のオレを見て惚ほれちまったか？　ん？　んー？」

「いや。高校行ってたんだなって」

「よっしゃ死んでいいぞ」

　月夜見坂さんは慣れた手つきでパイプ椅子を持ち上げた。そういうとこだぞ！

「ち、違いますよ！　馬鹿にしてるとかじゃなくて、棋士って義務教育だけ行って後は投了ってパターンも多いじゃないですか!?　だから月夜見坂さんも俺みたいに将棋一本で来たのかなって！」

「オメーみてーなアホと知性溢あふれるオレを一緒にすんじゃねーよ顔を見りゃ一目瞭然だろ？」

「せやで。お燎りょうは高校時代、生徒会の役員やったんやで？」

「えっ!?　ますます意外……」

「クラス委員とかを決める日に学校を休んでたら、残ってた生徒会の役員を押しつけられたんどす」

　謎なぞは全て解けた。

「まーオレも実際、進学するか迷った部分があったのは確かだよ」

　月夜見坂さんは持ち上げていたパイプ椅子を下ろして広げてそれに座る。椅子を逆向きにして跨またがって、背もたれに両腕を預けるような感じだ。ミニスカートの状態で大股を開かないで欲しい……ゴクリ。

「もう女流棋士ンなってたし、高卒の資格があってもオレが将棋以外で働けるわけねーって自覚はあったからさ」

「こなたは将棋を続ける条件が大学進学どしたから、迷うとかそれ以前の問題やったね。幼稚舎からエスカレーター式やから受験とかも無くて楽どしたし」

「いーよなー私立に入れるお嬢様は。オレなんか今でも受験の時の夢を見るぜ？」

　ゲンナリする月夜見坂さん。俺は受験の経験がないからわかんないけど──

「最近は将棋で推薦入学とかも多いんでしょ？　それだと受験勉強いらないですよね。姉弟子あねでしもそのパターンみたいですし」

「そうそう！　その銀ぎん子こだよ！」

　月夜見坂さんはテーブルに身を乗り出すと、

「まさかあいつが高校進学すっとは思わなくてさ。その話題で万智と盛り上がってたら、いつのまにか高校時代の制服の話になって」

「こなたはずっとセーラーどしたから、ブレザーいうんがどういうもんか詳しく見てみたかったんどす。それで──」

「ここでお互いの制服を着ることになったんですか……」

　んなこたぁ家でやれ！

　と、言いたいところではあるが──

「ふぅむ……そうですか。ほほぅ……なるほど……」

　これは……これは良いものだ……！

　月夜見坂さんのブレザー姿はヤンキーというかギャルというか、まぁアレだ。ストレートなエロさがある。ビッチかわいいってやつ。十代男子はエロいの大好き。だから好き。悪い？

　一方、供御飯さんは本物のお嬢様だ。

　お嬢様にはやはり清楚せいそで歴史あるセーラーが似合う……のだが、その高貴な育ちに反するかのように下品にお育ちあそばされた胸！　つまり巨乳!!

　これがポイント高い。

　ブレザーでは抑えつけられてしまうミサイルみたいなおっぱいが伸び伸びと突き出され、その結果としておへそがチラッと見えてしまうデザインは、セーラーだけが持つ自由な校風が生み出した春風の悪戯いたずら……。

　結論。両方エロくていい。

「ちなみに……女子的にはどっちがいいとかあるんですか？」

「オレは中学はセーラーだったからどっちも着たけど、ブレザーの方が思い入れがあるな」

「ほほぅ。やっぱ記憶が新しい方がそうなるんですかね？」

「いや中学時代はあんま学校行ってなかったからさ」

「……」

　どういう理由やねん。

「こなたはずっとセーラーやからブレザーに憧れもあるけど、やっぱり好きなんはセーラーどすなぁ」

「あと学校で着てた服っつーと、ジャージは今でも部屋着に使ってるな」

「こなたも連盟のバドミントン部に出る時は高校の体操着やね。やっぱり着慣れとると愛着がわくんか、卒業してからも使いますなぁ」

「あとさ、ほら。アレとかあるじゃん。幼稚園児とかが着てる……おいクズ。あれって何ていうんだっけ？」

「スモックですか？」

「うわ……知ってるんだ。キモ……」

「ちょっと何ですかそれ!?　自分で言わせたんじゃん！　誘導尋問ゆうどうじんもんかよ！」

「スルッと名前が出て来るところが気持ち悪いんどすなぁ」

「供御飯さんまで!?　くっそー、自分の知識の深さが憎い！」

　シャルちゃんが遊びに来るとクレヨンで絵を描いたりして服が汚れちゃうからああいうの家に置いておいてあげたらいいかもと思ってネットで検索したから知ってるだけなのに！

「とまあ、竜王サンがロリコンいう事実を改めて確認したところで……そろそろ本題いこか？」

「本題？」

「銀子だよ。アイツの高校の制服がブレザーかセーラーかで万智と意見が割れててさ。オメーなら知ってんだろ？」

「いや……俺も知りませんよ。そもそもどこの高校に行くのかも教えてもらってないんで」

「そんなら質問変えよか」

　そう言うと、二人はどっかの童話で読んだことがあるような質問をしてくる。

「オメーが見たいのは、この新鮮なブレザー姿の銀子ですか？」

「それとも、こっちの今までどおりセーラー姿の銀子ちゃんどすか？」

「はぁぁ!?　俺がどっちが見たいかとか、そんなの関係あるんですか!?」

「「ある」」

　棋士室の月夜見坂女流玉座と供御飯山城やましろ桜おう花かは力強く断言！　そして──

「さあ！」

「どっちどす!?」

　ずずい！　と迫るブルセラ美女二人。


「ぶ、ブレザーか…………セーラー、か……？」



　究極の……二択!!

　難しい……が、将棋でも往々にして直面する状態でもある。

　事前研究ではＡという手がいいと思っていても、いざ実戦になるとＢという手がよく見えるという感じだ。そして多くの場合、正解は自分が選ばなかった方の手だったりする。

　でもこれは将棋じゃない。

　自分が今、本当に見たいと思うものを────ストレートに口にすればいいんだ!!


「うーん………………ブルマ？」



　それから一ヶ月間俺は関西将棋会館を利用する全ての女性から『ブルマ竜王』『ミスタースモック』という蔑称べっしょうを投げつけられるという真っ黒な期間を過ごしたのだった……ブルマだけに。







著者

白鳥士郎（しらとり しろう）

　白雪姫とシンデレラが激突するこの巻ですが、せっかくなので各章のタイトルを童話や昔話に関連する用語で統一してみました。

　おかげで目次はいつもよりメルヘンな感じになったと思うのですが……内容はまあ、あの二人が戦うのですから普段よりも凄惨……もとい、熱い一冊となっております。お楽しみください！！！！




イラスト

しらび

　通常版のカバーですが１巻のあいちゃんと八一の対比をイメージして描かせていただきました。イラストの変遷も楽しんでいただければ幸いです。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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